
仮設計画図（参考図）
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変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

旧給食センター解体工事設計図

建築解体工事特記仕様書

給食センター　仕上表

現況配置図、附近見取図

建物面積求積図

給食センター　１階平面図、鋼製棚リスト

給食センター　２階平面図、２階床伏図

給食センター　屋根伏図

給食センター　断面図

給食センター　立面図

給食センター　矩計図１

給食センター　矩計図２

給食センター　矩計図３

給食センター　基礎伏図、基礎詳細図

給食センター　基礎詳細図

給食センター　梁伏図

給食センター　梁リスト１

給食センター　梁リスト２

給食センター　１階柱・壁伏図、凡例

給食センター　２階柱・壁伏図

給食センター　柱・壁・床版リスト

給食センター　ボンベ庫各伏図

給食センター　１階天井伏図、凡例

給食センター　２階天井伏図、凡例

給食センター　１階建具案内図、建具リスト

給食センター　２階建具案内図、建具リスト

給食センター　ピット・排水溝伏図、凡例

給食センター　ピット・排水溝断面詳細図

給食センター　機械基礎伏図

給食センター　１階展開図１

給食センター　１階展開図２

給食センター　１階展開図３

給食センター　１階展開図４

給食センター　１階展開図５

給食センター　１階展開図６

給食センター　２階展開図１

給食センター　２階展開図２

給食センター　２階展開図３

屋根撤去計画図

外構撤去図、撤去後配置図

アスファルト舗装面積求積図・表

オイルタンク基礎構造図、浄化槽構造図

グリーストラップ構造図

敷地平面図、敷地断面図（参考資料）

敷地面積求積図・表、擁壁構造図（参考資料）

杭打ち仕様書１（参考資料）

杭打ち仕様書２（参考資料）

杭伏図（参考資料）

休憩室　仕上表、１階平面図

休憩室　断面図、立面図

休憩室　矩計図

休憩室　各伏図１

休憩室　各伏図２、建具リスト

休憩室　展開図１

休憩室　展開図２

車庫　仕上表、１階平面図

車庫　断面図、立面図

車庫　各伏図

車庫　展開図

倉庫　仕上表、１階平面図

倉庫　断面図、立面図

倉庫　各伏図
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電気設備　現況配置図

受変電設備図

分電盤結線図

幹線・動力設備　１階平面図

幹線・動力設備　２階平面図

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２階平面図

コンセント設備　１階平面図

コンセント設備　２階平面図

弱電設備　１・２階平面図

火災報知設備　１階平面図

1/100

火災報知設備　２階平面図

電気設備　休憩室・車庫平面図
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機械設備工事特記仕様書(3)

給排水衛生設備　屋外配置図

撤去機器・器具表、凡例

排水縦断面・桝リスト

空調・換気設備　１階平面図

空調・換気設備　２階平面図

蒸気配管・ボイラー熱源設備　１階平面図

給排水衛生設備　１階平面図

給排水衛生設備　２階平面図

給湯・ガス設備　１階平面図

給湯・ガス設備　２階平面図

機械設備　休憩室平面図
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設計　令和　２年１２月　　日
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２．敷地面積　　　　　　　　4053.475　㎡

　 　 　 　 ・ 施工箇所面にく さび緊結式足場を設ける。

　 　 　 　 ・ 仮設ゴンドラを使用する。

　 　 　 　 ・ 移動式足場を使用する。

　 　 　 　 ・ 施工箇所面に単管本足場を設ける。

　 種類　 ※施工箇所面に枠組足場を設ける。

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

は、 「 手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」 の２の(2)手すり

中さん及び幅木の機能を有する足場とし、 足場の組立て、 解体又は変更の作業

により、 「 働きやすい安心感のある足場に関する基準」 に適合する手すり、

（ 厚生労働省　 平成21年4月） の「 手すり先行工法等に関するガイドライン」

※足場を設ける場合は、 「 手すり先行工法に関するガイドライン」 について

　 ※JI S A1481「 建材製品中のアスベスト 含有率測定方法」 による。

・ 図示　 ・ 　

Ⅰ． 工事概要

３． 工事種目

　 　 　 建物概要

[1. 3. 3]※適用する電気保安技術者

[1. 3. 5]施 工 条 件 ※現場説明書による

(1. 6. 2)

・ 適用する

作業の種別技能検定の職種

仮設工事（ ・ とび作業　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ・ 全て　 ・ 　

技 能 士 ※適用しない

・ 完成図（ 施工図、 施工計画書を除く ）

・ 施工図、 施工計画書

・ 保全に関する資料（ 提出部数　 １部　 ・ 　 　 部）・ 　

完成時の提出図書 (1. 8. 1) (1. 8. 3)

完 成 図 種類、 記入内容 (1. 8. 2)

・ 完成図ＣＡＤデータ（ ＣＤ－Ｒ等）

・ 工事写真、 各種承諾図、 保証書等　

設 計 Ｇ Ｌ

（ 水路等の詳細断面図作成含む）

※提出部数　 ３部。

　 ※敷地平面測量図

※敷地断面図（ 30mグリッドにより作成）

　 ※完成図は、 原則として黒文字製本とし、 表紙の書き方は監督員の指示とする。

１ 内部足場足場その他

　 ※きゃたつ、 足場板等　 ・ 　

外部足場

(2. 2. 1)
２
　
仮
 
設
 
工
 
事

　 (1)十分な遮音性能を有する他、 美観にも考慮する。

　 ※防音パネル  ・ 防音シート 　 ・ メッシュ金網 　 ・ 養生シート （ 防炎1類）２ 騒音・ 粉塵等の対策 

[2. 2. 1]

　 ・ 合板張り又はビニル床シート 張り　 　 ・  

　 　 位置　 ・ 既存建物内の一部を使用する

　 　 　 　 　 ・ 構内に新設する

[2. 3. 1]

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 仕　 　 　 　 　 様

　 ・ 合板張り又は石膏ボード張り＋塗装　 ・  

　 ・ 　

　 ・ 塗装溶融亜鉛メッキ鋼板塗り又は鉄板張り＋塗装

内壁・ 天井

屋　 　 　 根

　 　 床

部　 　 　 位

４ 監督職員事務所

　 　 　 　 　 　 　 規模　 ・ 10㎡程度　 ・ 20㎡程度　 ・ 30㎡程度　 ・ 　 　 ㎡程度

仕上の程度　 　 下表を標準とする

[2. 3. 1]５ 監督職員事務所の備品等

　 　 設置ヶ所は　 　 　 　 　 棟の外周全域とする。

　 (2)垂直養生の設置高さは取り壊し位置より常に１ ｍ以上の高さを保ち、 散水の

　 　  水や粉塵の飛散防止を図る。

　 (3)定期的に点検を行い常に安全には十分注意する。

３ 散水養生 　 (1)場内から土ぼこり等が発生しないように散水等を行う。

　 (2)排水先等も事前に検討し、 周辺環境の保持に努める。

・ 設ける

※設ける（ 種類及び数量は、 監督職員の指示による） 　 ・ 設けない

・ 行う　 　 　 　 　 ・ 行わない

１

樹木等２

３

・ 行う　 　 　 範囲　 ※図示（ 図面番号　 　 　 　 　 　 ）

樹木等の伐採抜根及び移植

[3. 9. 2]

[3. 10. 1]

杭の撤去 杭の撤去

杭の解体方法

・ 引抜き　 　 　 　 ・ 破砕

地下埋設物及び埋設 地下埋設物及び埋設配管等の解体

・ 行う　 　 　 範囲　 ※図示（ 図面番号　 　 　 　 　 　 ）

[3. 11. 1]

解体後の埋戻し及び盛土

整地高さ

埋戻し及び盛土の材料

表層仕上げ

・ 山砂の類　 　 ・ 他現場の建設発生土の中の良質土　 　 ・ 再生コンクリート 砂

・ 行わない

４ 解体後の整地

　 埋戻し及び盛土に当たっては、 各層30ｃ ｍ程度毎に締め固めること。

・ 行う　 　 　 範囲　 ※図示（ 図面番号　 　 　 　 　 　 ）

・ 現状ＧＬ 　 　 　 　 ・ 図示（ 図面番号　 　 　 　 　 　 ）

[3. 12. 1]

３
　
解
 
体
 
施
 
工

５ 建設発生土の処理

配管

※構外搬出適切処理　 　 ・ 構内指示の場所に処理

・ 構内指示の場所に敷き均し　 　 ・ 構内指示の場所にたい積

・ PCB含有シーリング材

 ・ 中和処理

１

２ 特別管理産業廃棄物の処分等 ・ 特別管理産業廃棄物

　 種類

・ 廃石綿等

・ PCBを含む機器類

・ 廃油

・ 廃酸／廃アルカリ

 保管（ 保管場所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 保管（ 保管場所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

[5. 1. 2]

[5. 4. 1]

 アスベスト 含有建材の除去及び処理による

　 処分（ 処理） 方法

 ・ [5. 3. 1]による

・ ダイオキシン類

 焼却処分又は中間処理施設で再生処理

４
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

・ 焼却処分

・ 中間処理施設で再生処理

１ 一般事項 [6. 1. 1]

[6. 1. 2]

施工調査（ アスベスト 含有建材の有無） [6. 1. 2]

建築設備に使用されているアスベスト 含有材の処理

分析によるアスベスト 含有の調査

　 ※行う　 　 　 ・ 行わない

５
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

[1. 1. 4]２ 工事実績情報の登録

適 用 基 準 等１

・ 建築及び設備工事監督･検査事務処理様式集　 　 　 奈良県県土マネジメント 部

・ 県土マネジメント 部建築工事監督及び検査必携　 　 奈良県県土マネジメント 部

※ 行う（ 登録する） 　 ・  行わない

・ 再生資源化を図るもの（ 県内処理） [4. 4. 1]

[4. 4. 1]

　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 現場において再利用を図るもの

・ 再生資源化を図るもの

　 ・ 金属類　 　 ・ 小型二次電池

　 ・ コンクリート 塊　 　 ・ アスファルト コンクリート 塊　 　 ・ 建設発生木材

[4. 5. 1]

・ CCA処理木材

・ ひ素、 カドミ ウム含有石膏ボード

項　 　 　 目章

１
　
　
解
 
体
 
工
 
事
 
一
 
般
 
事
 
項

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

　 ・ 蛍光ランプ、 HI Dランプ　 　 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管、 継手　 　 ・ ガラス

（ 安定5品目： がれき類、 ｶ゙ ﾗｽく ず及び陶磁器く ず、 廃ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ類、 金属く ず類、 ｺ゙ ﾑく ず）

発生材の処理等

[1. 3. 10]・ 引渡しを要するもの（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※産業廃棄物の処理

　 　 関係法令に従い構外排出適切処理とし、 産業廃棄物管理票（ マニフェスト ）

※再生資源利用［ 促進］ 計画(実施)書を提出する。

（ 建設副産物対策近畿地方連絡協議会）

処理に注意を要する建設廃棄物

　 相当額を支払うこと。

　 　 なお、 県内の最終処分場に搬入することとなる場合は、 奈良県産業廃棄物税

　 を提出する。

３

・ 建築工事標準詳細図　 　 　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成28年版)

・ 建築改修工事監理指針上･下　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成28年版)

・ 建築工事監理指針上･下　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成28年版)

・ 構内舗装・ 排水設計基準　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成27年版)

・ 敷地調査共通仕様書（ 平成27年10月）  

工事の記録

※奈良県県土マネジメント 部監修　 工事写真の撮影マニュアルによる。

・ 完成写真撮影業者（ 完成写真撮影場所は監督員の指示による）

・ 完成写真として、 全紙パネルを　 　 部提出する。

　 ・ 監督員の承諾する撮影業者。

　 　 　 （ ただし、 上記写真は、 アルバム製本とする。 ）

・ １・ ﾓﾉｸﾛー ﾑキャビネ判

・ ０   ・ １   ・ ２・ カラーパネル半切

・ ０  ・ 10  ・ 20・ カラースライド※完成時

 監督員指示による・ カラーキャビネ判

・ ０   ・ ６   ・ ９・ カラーサービス判

 　 　 同上　 　 　 同上※工事中

・ 作成基準による・ 作業基準による※着工前

　 部数　 　 撮影枚数　 　 分類・ 規格　 区分

施工の記録、 工事写真等の整備 [1. 2. 3]

　  備考

（ ３） 特記事項に記載の[　 ]内表示記号は、 解体共通仕様書の当該項目、 当該図又は当該表を示す。

　 　 　 (　 )内表示番号は改修標準仕様書の当該項目、 当該図又は当該表を示す。

　 　 　 する。  

（ ２） 本工事に電気設備改修工事及び機械設備改修工事を含む場合、 その仕様はそれぞれの工事仕様書を適用

２． 特記仕様

１． 共通仕様

Ⅱ． 解体工事仕様

　 　 　 ・ 印のつかない場合は、 ※印の付いたものを適用する。

　 　 　 ・ 印と※○印の付いた場合は、 共に適用する。

（ １） 項目は、 番号に○印の付いたものを適用する。

○

○

（ ２） 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 　 ・ 印は適用しない。○

（ １） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 建築物解体工事共

　 　 　 仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築改修工事標準仕様書

アスベスト 粉じん濃度測定 [6. 1. 3]

分析方法

[6. 3. 2]

・ 囲い込み処理（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 封じ込め処理（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有吹付け材

の除去

２ 除去工法

[6. 3. 3]

除去したアスベスト 含有吹付け材等の固型化

・ 行う　 　 ・ 行わない

[6. 3. 2]

除去したアスベスト 含有吹付け材の処分

・ 埋立処分　 　 ・ 中間処理

ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有保温材等

の除去

３ ※手ばらし　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） [6. 4. 1]

[6. 4. 4]

・ 埋立処分　 　 ・ 中間処理

除去したアスベスト 含有保温材等の処分

の除去

※除去工法（ BCJ (財)日本建築センターの審査証明 (写)添付）

・ 埋立処分　 　 ・ 中間処理

除去したアスベスト 含有成形板の処分（ 石綿含有せっこうボードを除く ） [6. 5. 3]

[6. 5. 2]※湿潤化の上手ばらし　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）４ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有成形板

石綿作業主任者 ※適用する

ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有材の箇所 ※ 仕上げ表及び図面の建材表示の前に▲を付したもの

※ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有の有無の確認は、 目視及び設計図書等によるものである。

６
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

２ 特殊な建設副産物

の回収及び処分

・ フロン（ 冷媒）

・ フロン（ 建材用断熱材フロン）

・ ハロン

・ イオン化式感知器

・ ＰＦ ＯＳ

・ 特定化学物質

・ その他　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

[7. 3. 1]

一般事項１ 分析調査 [7. 1. 3]

　 ・ 行う　 　 　 ・ 行わない

・ 六ふっ化硫黄(SF6)ガス

　 ・ 行う(適用範囲： 　 　 　 　 　 )　 　 　 ・ 行わない

分析調査一般事項

　 ・ 行う　 　 　 ・ 行わない

　 目視及び設計図書等により製造年等を確認し、 調査結果を取りまとめ監督

　 職員に提出する。

　 ・ 行う(適用範囲： 　 　 　 　 　 )　 　 　 ・ 行わない

　 ・ 行う　 　 　 ・ 行わない

測定時期

点
処理作業前

点

点

点

点

点

処理作業後 点

点

点合 計

 測定点　 測定場所

点

点

・ 処理作業室内

・ 集じん・ 排気装置の排出口

点・ 処理作業室内

点

点

点

（ 処理作業室外の場合）

※セキュリティ ーゾーン入口

※集じん・ 排気装置の排出口

※施工区画周辺又は敷地境界

点※処理作業室内

点・ 施工区画周辺又は敷地境界(隔離ｼー ﾄ撤去前)

処理作業中

　 計

室

室

室

室

室

室

室

室

４

５

６

７

８

９

10

５

６

(2. 2. 1)

　　　　　一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所　　

奈良県桜井市粟殿１０２９の５　　　　　

吉本ビル(桜井市役所前)　　　　　　　　

TEL ０７４４－４３－８４５９　　　　　　　　　　　１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

Ａ -01　 　 建築解体工事特記仕様書

　　　　　　１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

旧 給 食 セ ン タ ー 解 体 工 事 設 計 図　

旧給食センター解体工事特記仕様書　　　

１．工事場所　　　桜井市　　河西　　地内

倉庫　S造　平屋建て、建築面積　18.00　㎡、延べ面積　18.00　㎡

給食センター　RC・CB造　2階建て、建築面積　1,263.48　㎡、延べ面積　1,284.00　㎡

休憩室　木造　平屋建て、建築面積　83.64　㎡、延べ面積　83.64　㎡

車庫　S・CB造　平屋建て、建築面積　70.01㎡、延べ面積　69.43　㎡

　　取り壊し　 4　棟

　　　通仕様書・同解説（令和2年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。　ただし、解体共通

　　（建築工事編）平成31年版」（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築

工事編）平成31年版」による。

・県内処分場にて処理する。（安定５品目）　　半径（　50　）km.以内

・砂利敷き　　　範囲　※図示（図面番号　A-40　　　）

　 ダイオキシン類の解体方法（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

微量PCBの分析調査

　 ・ 行う　 　 　 ・ 行わない

[5. 4. 3]

PCB含有シーリング材の分析調査

　 ・ 行う　 　 　 ・ 行わない

ダイオキシン類のサンプリング調査

　 ・ 行う　 　 　 ・ 行わない

[5. 4. 4]

[5. 4. 7]

 埋立処分・廃棄物金属等



オイルタンク

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

ボンベ庫

スロープ

車庫
休憩室

木造平屋建

旧給食センター

1/300、NON

延べ床面積　69.43㎡
S・CB造平屋建

延べ床面積　83.64㎡

延べ床面積　1,264.20㎡
RC造2階建

延べ床面積　18.00㎡ 

 CB造平屋建て
 延べ床面積　19.80㎡

浄化槽

 ネットフェンス H＝1500

 ネットフェンス H＝1500

 ネットフェンス H＝1500

ネットフェンス H＝1500 

 ネットフェンス H＝1500 

 ネットフェンス H＝1500 

 ネットフェンス H＝1500 

マンホール 

倉庫

キュービクル

旗ポール 

 L形側溝

 L形側溝

 外灯

 汚水 マンホール

 マンホール 

汚水マンホール 

 電柱

現況配置図　S＝1/300

現況配置図、附近見取図

除　却　建　物
除　却　建　物

除　却　建　物

除　却　建　物 

 除　却　建　物

S造平屋建て 

物置

物置

物置

物置

-305 

前面道路 県道37号線

 +110 

 会所 

会所 

 +50

 -155 -290

+15 

 +15

+60 

 +1460
 -15

+80 

+100 B.M±0 

 グリーストラップ

　　躯体寸法 4400×1400 H＝2350、底版及び壁コンクリート t＝200、割栗石 t＝150

　グリーストラップ詳細

　　配筋 D13・16@200交互 ダブル、縞鋼板蓋 t＝6.0 1030×1200 3枚・515×1200 2枚

Ａ－02

 側溝及びグレーチング

設計　令和　２年１２月　　日

 コンクリート側溝 



　　　　　1074.00　＋　210.00　＝　1284.00 ㎡

＋

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

1/300、1/200、1/100

建物面積求積図

7,000

3
0
,
0
0
0

11,830

6
,
3
7
0

1,820

4
,
5
5
0

5
,
9
8
5

2
,
0
0
0

9,000

1

1 1
1

1

2

A

B

C

D

1 2　　　　　　　　　　　＝　1074.00

１階床面積

２階床面積

1

1

2

１階床面積・建築面積

建築面積

1 1

１階床面積・建築面積１階床面積

5
0 11,600

A

1

建築面積

　　　　　　　　　　 ＝　69.426

A

　35.140　×　30.000　＝　1054.20

　 6.600　×　 3.000　＝　  19.80

　 3.490　×　30.000　＝　 104.70

　 0.500　×　30.000　＝　  15.00

　 6.000　×　 0.500　＝　   3.00　×　2　＝　6.00

　 7.000　×　30.000　＝　 210.00

　11.830　×　6.370　＝　75.3571

　　　　　　　　　　　＝　83.6381

　 1.820　×　4.550　＝　 8.281

　　　　　　　　　　　＝　83.64 ㎡

　　　　　　　　　　　 ＝　1074.00 ㎡

　　　　　　　　　　　 ＝　 210.00 ㎡

　11.600　×　5.985　＝　69.426

　　　　　　　　　　　＝　69.43 ㎡

　 9.000　×　 2.000　＝　18.00

　　　　　　　　　　　 ＝　18.00 ㎡

　11.600　×　0.050　＝　 0.58

　　　　　　　　　　　＝　70.006

　　　　　　　　　　　＝　70.01 ㎡

延床面積

　33.220　×　 0.960　＝　  31.8912　×　2　＝　63.7824

　　　　　　　　　　　 ＝　1263.4824

　　　　　　　　　　　 ＝　1263.48 ㎡

6,000

6,600

3
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

35,140

6,000

9
6
0

9
6
0

3,490

3
0
,
0
0
0

500

5
0
0

5
0
0

1

A

B

B

C

C

D

33,220

33,220

2

2

給食センター面積求積図

休憩室面積求積図 車庫面積求積図 倉庫面積求積図

Ａ－03

設計　令和　２年１２月　　日



　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、和便器、小便器、手洗器、鏡、ｽﾉｺ

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ t＝150化粧積み

　一部合板仮枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　細毛木毛ｾﾒﾝﾄ板 t＝15打込み化粧

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

NON

階 室　名 床 巾　木 腰　壁 壁 天　井 廻　縁 ＣＨ 備　考

外　部　仕　上　表

内　部　仕　上　表

下処理場

調理室

揚物焼物調理室

洗浄室

準備室

ﾎﾟｰﾁ

ｺﾝﾃﾅﾎｰﾙ

冷蔵室

調味料庫

食品庫

倉　庫

従業員食堂

ﾎﾞｲﾗｰ室

　磁器質ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ貼り

　同　上

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　同　上

　磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

一部人造石洗い出し

一部ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え EP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え H＝100

同　上

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え H＝100

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

　75角色ﾀｲﾙ貼り

　小口ﾀｲﾙ貼り、一部ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾘｼﾝ吹付、 　同　左

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え EP

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　ﾗｽ下地ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾘｼﾝ吹付

　ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り 寒水石粉入VP吹付

　合板仮枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地断熱・結露防止吹付材吹付

　SCS・ALC版下地断熱・結露防止吹付材吹付

　同　上

　同　上

　同　上

屋　根

軒　裏

外　壁

玄関袖壁

玄関・ﾎﾞｲﾗｰ室

前土間

前土間

発送場・下処理場
　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

樋

外部建具

塗　装 　木部：OP 3回、鉄部：OP 2回（特記無き限り）

　ｽﾁｰﾙ製

　竪樋：塩ビ製 100φ OP、養生管：鋼管 125φ OP H＝2000（内部ｺｰﾙﾀｰﾙ焼付）

　ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り EP、一部ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え EP

　SCS・ALC版化粧

　SCS・ALC版化粧

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

　小口ﾀｲﾙ貼り、ﾎﾞｰﾀﾞｰ：白砂ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

ｼｬｯﾀｰ

ﾎｰﾙ

廊　下

試験室

湯沸室

書　庫

男子休憩室更衣室

女子休憩室更衣室

一部畳寄せ

　75角色ﾀｲﾙ貼り

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　左

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

事務室応接室

会議室食堂

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

同　上

同　上

同　上

同　上

白砂ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え H＝100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え EP H＝100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え EP H＝160

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え EP H＝100

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え H＝100

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　同　上

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　一部均しﾓﾙﾀﾙｼｰﾄ防水下地保護ﾓﾙﾀﾙの上、磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

　均しﾓﾙﾀﾙｼｰﾄ防水下地保護ﾓﾙﾀﾙの上、磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

階　段 　同　左 ―白砂ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え（ﾎﾞｰﾀﾞｰ共） 　真鍮製ｺﾞﾑ付ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、手摺、手摺子共
　
通

２

１

注
　
意

玄関ﾎｰﾙ

供給物資倉庫

　手洗器

　手洗器

　下足箱、手洗器、鏡

　湯沸器、換気扇

　流し台、ｶﾞｽ台、ｺﾝﾛ、湯沸器

　黒板、手洗器、換気扇

　上り框、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ、手洗器、鏡

　上り框、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ｼｬﾜｰﾌﾞｰｽ、手洗器、鏡

　磁器質ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ段鼻ﾀｲﾙ、ｽﾁｰﾙﾏｯﾄ

　ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り EP

　SCS・ALC版下地断熱・結露防止吹付材吹付

　LGS天井下地ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り EP

　細毛木毛ｾﾒﾝﾄ板 t＝15打込み化粧、

　一部LGS天井下地ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り EP

― 　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え 　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

―

　同　上

　手洗器、鏡

　棚

　棚

　棚

　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

ﾎﾞﾝﾍﾞ庫 　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え H＝50 　同　左

　管理棟：均しﾓﾙﾀﾙｼｰﾄ防水ｼﾙﾊﾞｰ仕上げ、調理棟：SCS・ALC版下地ｼｰﾄ防水ｼﾙﾊﾞｰ仕上げ

　管理棟：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾘｼﾝ吹付、調理棟：SCS・ALC版ﾘｼﾝ吹付、梁型：合板仮枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しﾘｼﾝ吹付

　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾘｼﾝ吹付、防水立上り：防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

　一部ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ t＝100化粧積みﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾘｼﾝ吹付

　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き H＝1100、一部ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ t＝100化粧積みﾓﾙﾀﾙ刷毛引き外壁(腰) ﾎﾟｰﾁ・犬走 　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

　換気扇

　流し台、調理台、ｶﾞｽ台、ｺﾝﾛ、

　黒板、行事黒板、掲示板、ｶｰﾃﾝBOX・ﾚｰﾙ

　黒板、ｶｰﾃﾝBOX・ﾚｰﾙ

2.530

2.530

3.135

5.600～7.950

5.900～7.650

2.530

3.135

5.600～5.790

3.400

6.450～6.875

―

5.600～7.950

5.900～7.650

2.530

2.530

2.530

2.530

2.530

2.630

2.530

2.530

5.635

2.370～2.530

2.730～2.530

2.420～3.135

2.180

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え ▲Pﾀｲﾙ貼り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え ▲Pﾀｲﾙ貼り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え ▲Pﾀｲﾙ貼り、一部木製床下地畳敷き

　ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ庫（内寸3000×4300 ｽﾃﾝﾚｽ仕上）設置3.135（2.120）

　ｱﾙﾐ製、一部ｽﾁｰﾙ製（▲ｻｯｼｺｰｷﾝｸﾞ）

　踏面・蹴上：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え ▲Pﾀｲﾙ貼り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えｿﾞﾗｺｰﾄ吹付、一部小口ﾀｲﾙ貼り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り EP

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り EP

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り EP

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えｿﾞﾗｺｰﾄ吹付

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り EP

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り EP、一部75角色ﾀｲﾙ貼り

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え目地切り　EP

　ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えｿﾞﾗｺｰﾄ吹付

2.650

　木製天井下地ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り EP

　木製天井下地ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り

　ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t＝9.0底目貼り EP

便　所

便　所

　一部鉄骨壁下地 ▲ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t＝5.0底目貼り EP

　ﾎﾞﾝﾍﾞ庫：▲波形石綿ｽﾚｰﾄ裏現しのまま

　ﾎﾞﾝﾍﾞ庫：鉄骨下地▲波形石綿ｽﾚｰﾄ葺き 1.5寸勾配

　▲波形石綿ｽﾚｰﾄ裏現しのまま

　玄関ﾎｰﾙ・準備室・調味料庫・食品庫・倉庫・供給物資倉庫・従業員食堂の各室土間は、防湿構造とする。仕様は、割栗石敷き・目つぶし砂利敷き・左官用川砂 t＝20木ｺﾃ押え・▲ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ25kg/巻敷き（壁立上り H＝300）の上、土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打設。

　冷蔵室は、防湿保温構造とする。仕様は、上記防湿構造の▲ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ敷きの上、断熱材 t＝25敷詰めｺﾝｸﾘｰﾄ打設。

給食センター 仕上表

Ａ－04

設計　令和　２年１２月　　日
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番
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一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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２階床伏図　S＝1/100
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給食センター ２階平面図、２階床伏図
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 庇防水：アクリル塗膜防水シルバー仕上

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
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旧給食センター解体工事
1/200

１階屋根伏図　S＝1/200 ２階屋根伏図　S＝1/200

2階屋根

ＡＬＣ版 W=600 t=100 

ＡＬＣ版 W=600 t=100 

 庇防水：アクリル塗膜防水
 　　　　　シルバー仕上

 　　　　　　シート防水シルバー仕上

 屋根防水：シート防水シルバー仕上

 屋根防水：シート防水シルバー仕上
 屋根：ＳＣＳ版 t＝64～94

 屋根：ＳＣＳ版 t＝64～94

ルーフファン 820×820 

ルーフファン 820×820 

 屋根：▲波形石綿スレート版

　▲印は、アスベスト含有材を示す。
給食センター 屋根伏図
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番
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13φ@200・400

9φ@200・400

9φ@400、13φ@200・400

9・13φ@200交互、9φ@200・400

9φ@200・400

9φ@400、13φ@200・400

9・13φ@200交互、9φ@200・400

120

120

中央 端部中央 端部

長辺方向短辺方向

床厚

2Ｓ１

RＳ１

下筋

上筋

下筋

上筋

備考位置記号

床　版　リ　ス　ト

壁厚 １２０（その他）

9φ@200　シングル

9φ@150　シングル

9φ@200　ダブル

9φ@200　ダブル

9φ@250　シングル

9φ@250　シングル

１５０（調理棟ＳＣＳ版積載部）１５０（管理棟ラーメン構造部）

断
面

ヨコ筋

タテ筋

柱　配　筋　リ　ス　ト

フープ

フープ

記号

寸法

主筋

ダイヤ

寸法

主筋

ダイヤ

16-D25 12-D22 12-D25 12-D25 10-D22 10-D22 8-D22

650×650 650×650 500×600 500×600 500×500 650×650 500×500

9φ@250 9φ@250 9φ@250 9φ@250 9φ@250 9φ@250 9φ@250

9φ@750 9φ@750 9φ@750 9φ@750 9φ@750 9φ@750 9φ@750

650×650

10-D22

9φ@250

9φ@750

500×500

8-D22

9φ@250

9φ@750

壁　配　筋　リ　ス　ト

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ５ Ｃ６ Ｃ７

２
階
断
面

１
階
断
面

ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち

1
0
0

510

 ｼｬｯﾀｰBOX下端まで
 ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち

ｼｬｯﾀｰBOX下端まで

1
0
0

430

記号 Ｗ１２ Ｗ１５ａ Ｗ１５ｂ

給食センター 柱・壁・床版リスト

Ａ－20

設計　令和　２年１２月　　日



1,900

1,100

2,415

 土間 t＝100、栗石 t＝100

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

屋根伏図　S＝1/100

小屋伏図　S＝1/100基礎伏図　S＝1/100

土間伏図　S＝1/100

旧給食センター解体工事

F1

3
,
0
0
0

6,600

3
,
0
0
0

6,600

6,600

3
,
0
0
0

4
0
0

3
,
0
0
0

4
0
0

6,600

100 100

100 100

 梁 2C－65×150×20×3.2

1
,
2
0
0

2,000

1/50、1/30

 アンカーボルト 13φ@1000

 ポーチ t＝100、栗石 t＝100

 内壁 コンクリートブロック t＝150

　CB壁は、9φ(端部隅角は13φ) タテ@800、ヨコ@600配筋とする。

　特記無き限り土間等は、9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共 シングル配筋とする。

 外壁 コンクリートブロック t＝100

 母屋 C－50×100×20×2.3 @600・750

 P-4.5 180×300

 アンカーボルト 2-13φ

 L
2C-150×65×20×3.2 

2
,
7
9
0

1,770

2
1
0

2,415

A

1
5
0

120

2
0
0

G.L

500

400

F1

4
5
0

1
0
0

2
0
0

 3-9φ

9φ@300 

 9φ@300

1
0
0

1
0
01
2
0
8
0

2
0
0

G.L

A 断面詳細図　S＝1/30

1
0
01
0
0

 9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共 

 栗石 

給食センター ボンベ庫各伏図

 屋根 ▲波形石綿スレート葺き 1.5寸勾配

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

Ａ－21

設計　令和　２年１２月　　日



X7

4
,
9
6
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
9
6
0

4
0

4
0

壁芯▽

壁芯△

通芯△

通芯▽
Y1

Y2

Y9

Y8

Y6

Y5

Y4

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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6,600
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10200190

35,140

5,985 7,170 2,485 12,500 3,500 3,500
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,
5
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0

1,810
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壁
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▽
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芯
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芯
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芯
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▽壁芯

△通芯

△壁芯

▽通芯

3
,
0
0
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2
,
5
0
0

1,500 1,500

Y9

Y5

Y1

Y3

Y7

X1 X12X11X10X9X8X5X4X3X2

X6

吹抜

吹抜

吹抜

１階天井伏図　S＝1/200
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0
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 1,0001,000 
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,
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1
,
0
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2
,
0
0
0

1
,
0
0
0
 

3
,
0
0
0

1

1

1

 吊りボルト 13φ

 LGS C-75×45×15×1.6

 LGS C-75×45×15×1.6

2

4

4

8

5 4 6

3

3

3

3

6

6

7

6

4

凡　例

1

　プラスターボード t＝9.0底目貼り 寒水石粉入VP吹付

　モルタル刷毛引きリシン吹付

2

3

4

5

6

7

8

　プレハブ庫 ステンレス仕上

　細毛木毛セメント板 t＝15打込み化粧

　モルタル金コテ押え

　プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

3

3

3

3

5

　コンクリート打放し下地 断熱・結露防止吹付材吹付（梁型共）

　3,490

給食センター １階天井伏図、凡例

　▲波形石綿スレート裏現しのまま

　▲印は、アスベスト含有材を示す。
Ａ－22

1,520

設計　令和　２年１２月　　日



1

1,500

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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1,500
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芯

▽
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芯

▽
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芯
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通

芯

▽壁芯

△通芯

▽通芯

△壁芯

2
,
0
0
0

1
,
5
0
0

X1 X12X11X10X9X8X7X5X4X3X2

X6

Y9

Y5

Y1

Y3

Y7

4
,
9
6
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
,
9
6
0

3
0
,
0
0
0

4
0

4
0

壁芯▽

通芯△

壁芯△

通芯▽
Y1

Y2

Y9

Y8

Y6

Y5

Y4

２階天井伏図　S＝1/200

1

1

1

1

1

1

1
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ﾃ
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O
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凡　例

1

2

3

4

5

6

　プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

　プラスターボード t＝9.0底目貼り

　SCS・ALC版化粧

　モルタル刷毛引きリシン吹付

6

6

4

6

4 3

2

5

3

3

3

3

 H-588×300×12×20

 H-588×300×12×20

　SCS・ALC版下地 断熱・結露防止吹付材吹付（梁型共）

　SCS・ALC版リシン吹付（梁型 コンクリート打放しリシン吹付）

給食センター ２階天井伏図、凡例

Ａ－23

1,520

設計　令和　２年１２月　　日



3,720　×　730　×　70

5,600　×　730　×　70

865　×　710　×　3.0　×　4

865　×　710　×　3.0　×　6

1

2 2

2

AD
6

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

1/200

UP準備室

倉庫

下処理場

食品庫

調理室

揚物焼物調理室

洗浄室

ボイラー室

コンテナホール

従業員食堂

DN

D
N

UP

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

SD

AW
2

AW

AD
2

AD
2

AD
2

AW

AW
1

SS
1

SS

SS
1

SS

1 ポーチ

1

便所

玄関ホール

TB

WD

AD

SD
SD

AD
3

3

2

１階建具案内図　S＝1/200

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW

ボンベ庫

SD

調味料庫

5

AD
5

AD
7

AD
5 5

AD
5
AD

5
AD

AD

AD
4

1

AD
5

AD
5

SD SD

SD

4

3

3

4
AD

1

AW

AW

5

供給物資倉庫

3

4

同　上

Fix窓

ランマ

２枚引違い窓

記　号 名　称 数　量建具寸法(W×H×t×枚) ガラス寸法(W×H×t×枚)

建　具　撤　去　リ　ス　ト

材質仕上 ガラス/金物

ＡＷ－１

Fix窓

ランマ

2,600　×　2,500　×　70

800　×　1,800　×　5.0　×　3

800　×　600　×　3.0　×　3

ＡＷ－３

800　×　400　×　3.0

2,900　×　1,700　×　70

ＡＷ－２ 2,400　×　1,800　×　70

ＡＷ－４ ２枚引違い窓 1,600　×　1,300　×　70 1

1

1

1

2

17

730　×　400　×　3.0　×　2

655　×　940　×　3.0　×　4

655　×　540　×　3.0　×　4

705　×　850　×　3.0　×　2

705　×　350　×　3.0　×　2

800　×　850　×　3.0

800　×　350　×　3.0

アルミ製

同　上

同　上

同　上 同　上

下部２枚引違い窓

上部２枚引違い窓

755　×　850　×　3.0　×　2

755　×　350　×　3.0　×　2

1,000　×　1,800　×　40

附属金物一式

同　上

ハイロック錠、手掛けバー軽量シャッター スチール製、スラット0.8

スチール製、スラット1.6

同　上

1

1

2

1

－

－

－

－

－

ＴＢ－１ トイレブース

3,000　×　3,000

4,430　×　3,000

4,355　×　3,000電動シャッター

ＳＳ－３

ＳＳ－２

ＳＳ－１

－

－

透明/フロアヒンジ、押し板、

1,700　×　2,500　×　70

1,600　×　2,500　×　70

800　×　3,000　×　70

900　×　2,520　×　70

900　×　1,800　×　70

1,193　×　1,800　×　70

1,800　×　1,800　×　70

ＡＤ－１

両開き戸

ランマ 1,700　×　600　×　5.0

1

ＡＤ－２

両開き戸

ランマ

－

ＡＤ－３

3

片開き戸

ランマ

－

800　×　900　×　4.0

1

ＡＤ－４

片開き戸

ランマ

－

900　×　620　×　3.0

ＡＤ－５ 片開き戸 －

ＡＤ－６ 親子開き戸 －

ＡＤ－７ 両開き戸 －

ＷＤ－１

片開き戸 900　×　1,800　×　35

900　×　715　×　35

－

－

1

－

650　×　1,600　×　5.0　×　2

780　×　600　×　3.0　×　2

8

1

1

シリンダー本締錠、フランス落とし

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

ラワンベニヤ

丁番、握り玉

同　上

同　上

ＳＤ－１ 片開き戸 2 ステンレス製 丁番、レバーハンドル

900　×　1,900　×　90

900　×　1.900　×　45 －

ＳＤ－２ 同　上 同　上3

丁番、握り玉、錠ＳＤ－３

ＳＤ－４ レール

スチール製

同　上－

－

1

1

1,220　×　2,000　×　50片引き戸

1,700　×　2,030　×　86両開き戸

ランマ

同　上

同　上

透明/

透明/クレセント、網戸

透明/丁番、握り玉、ドアチェック

ラバトリーヒンジ、

標示付ユニロック、支持金物

透明/丁番、握り玉、錠、

アームストッパー

型板/丁番、握り玉、錠、

アームストッパー

ポリエステル樹脂化粧板

頭つなぎ、丁番、取手、ゴンベ、

丁番、ユニロック、ドアチェック

2,795　×　1,850　×　35

1,150　×　1,850　×　35　×　2

　AD-5片開き戸1ヶ所、AD-6親子開き戸、AD-7両開き戸にあっては、現調時建具なし

冷蔵室

5'

ＡＷ－５ Fix窓

Fix窓ＡＷ－５'

同　上 透明/

同　上 透明/

2

給食センター １階建具案内図、建具リスト

Ａ－24

設計　令和　２年１２月　　日



1,115　×　1,660　×　35

1,250　×　1,660　×　35　×　2

2,200　×　1,660　×　35

1,230　×　1,660　×　35

頭つなぎ

木　製

1

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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7
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２階建具案内図　S＝1/200
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1

WD

WD

WM

WM

WM

同　上

1,000　×　1,850　×　35

2,290　×　1,850　×　35

シャワーブース

トイレブースＴＢ－２

ＳＢ－１

ＳＢ－２

ＷＭ－２ Fix窓

ランマ

Fix窓

730　×　900　×　3.0　×　2

800　×　900　×　3.0

13 同　上2,400　×　900　×　70ＡＷ－６ 同　上

同　上

655　×　940　×　4.0　×　4

655　×　540　×　4.0　×　4

記　号 名　称 数　量建具寸法(W×H×t×枚) ガラス寸法(W×H×t×枚)

建　具　撤　去　リ　ス　ト

材質仕上 ガラス/金物

ＡＷ－３ 2,900　×　1,700　×　70 アルミ製

655　×　940　×　3.0　×　4

655　×　540　×　3.0　×　4

3

3

4

4

3,720　×　730　×　70 865　×　710　×　3.0　×　4Fix窓ＡＷ－５ 2 同　上

下部２枚引違い窓
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同　上

ＡＷ－７
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1
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２枚引違い窓
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700　×　800　×　3.0
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片開き戸 －

－
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給食センター ２階建具案内図、建具リスト
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縮尺
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旧給食センター解体工事
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グレーチング 600×800

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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▽土間天

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番
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変更　令和　　年　　月　　日
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番
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 壁：75角色タイル貼り

6,600 3,000

2
,
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3
5

Ａ Ｂ

ボンベ庫

 床：モルタル金コテ押え

 外壁：コンクリートブロック t＝100化粧積み 内壁：コンクリートブロック t＝150

 ポーチ：モルタル金コテ押え

カラー鋼板水切 
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 天井：細毛木毛セメント板 t＝15打込み化粧

 天井：LGS天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP 

 壁：モルタル金コテ押え目地切り

 床：モルタル金コテ押え

巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

冷蔵室

2
,
1
8
0

3,000 3,500 3,000 3,500

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

倉庫
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1
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1

 天井：木製天井下地断熱材貼りの上、モルタル金コテ押え
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,
8
0
0

800

SD
4

SD
3

便所

3,0006,600

Ｃ Ｄ

 壁：合板仮枠コンクリート打放し

 巾木：モルタル金コテ押え

2
,
6
3
6

 鋼製レール 45×55 L＝2400

305 305

1,125

 壁：断熱材貼りの上、モルタル金コテ押え

 床：モルタル金コテ押え

給食センター １階展開図３

 天井：▲波形石綿スレート裏現しのまま

　▲印は、アスベスト含有材を示す。
Ａ－31
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

供給物資倉庫
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旧給食センター解体工事
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 天井：SCS・ALC版化粧

 床：モルタル金コテ押え

 壁：モルタル金コテ押え

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

 天井：LGS天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 床：モルタル金コテ押え巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

5
AD

 壁：モルタル金コテ押え EP

給食センター １階展開図４

Ａ－32
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 天井：SCS・ALC版下地断熱・結露防止吹付材吹付

開口

Ａ

14,985

7,500

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
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 米栂 40×21 @455
 2P－4.5 L　　 
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旧給食センター解体工事
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 床：モルタル金コテ押え巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 壁：木製壁下地プラスターボード t＝12貼り

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

t＝5.0底目貼り EP 

t＝5.0底目貼り EP 
 壁：木製壁下地 ▲フレキシブルボード 

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

壁見切縁 

壁見切縁 

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

 壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP  壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP

 壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード 

 壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP 

 米栂 100×45 ﾎﾞﾙﾄ止め

 米栂 100×45 ﾎﾞﾙﾄ止め

 米栂 100×45 ﾎﾞﾙﾄ止め

 米栂 100×40

5'

給食センター １階展開図５

Ａ－33
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1,500

Ｂ

開口

6,000 13,000

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
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 天井：SCS・ALC版下地断熱・結露防止吹付材吹付

 床：モルタル金コテ押え

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

 壁：木製壁下地プラスターボード t＝12貼り 壁：木製壁下地合板 t＝12貼り 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP 

 壁：木製壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP 

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 壁：モルタル刷毛引き

 天井：SCS・ALC版化粧

プラスターボード・合板 t＝12貼り 

壁見切縁 壁見切縁 

 35×35 @1820  30×120 @455

木製壁下地 S＝1/50

 120×30

 120×30

 35×35 @1820

 30×120 @455

2
,
0
0
0

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

250　　250

1,000 1,500
 床：モルタル金コテ押え

 壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP  壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP  壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP 

 壁：鉄骨壁下地 ▲フレキシブルボード t＝5.0底目貼り EP 

給食センター １階展開図６

Ａ－34
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工事名称 図名
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　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９
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旧給食センター解体工事
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 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP  100×100 OP

 100×100 OP

 120×60 OP

 45×100 OP  100×100 OP

 120×60 OP

 100×100 OP

 100×100 OP

 100×100 OP

 45×100 OP

 120×60 OP

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

20×30 L＝1950 

 カーテンBOX  カーテンBOX

　▲印は、アスベスト含有材を示す。
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,
1
0
0

1 1 1 2 2

1

1 1

1,050

給食センター ２階展開図１

Ａ－35
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200 200

黒板 1800×900 掲示板 1800×900 黒板 1800×900
手摺：角鋼管 100×50×2.3 OP 

柱：角鋼 25×25 OP 

手摺子：角パイプ 25×12×1.2 OP 

床：防水モルタルコテ押え 



 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所
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　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
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旧給食センター解体工事
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 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100

 カーテンBOX

200200

 カーテンBOX

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

 流し台 1200×800×550 
 ガス台 600×620×550 
 (2口コンロ設置) 

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

 ガス台 600×620×550 
 (2口コンロ設置) 

 調理台 600×800×550 

 流し台 700×800×550 

 流し台 1000×800×550 
 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 床：均しモルタルシート防水下地
  　 保護モルタルの上、磁器質モザイクタイル貼り

 壁：75角色タイル貼り

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

便所

1

2 2

1

1

給食センター ２階展開図２

Ａ－36

黒板 1800×900

設計　令和　２年１２月　　日
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)
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旧給食センター解体工事
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 巾木：モルタル金コテ押え H＝160 
畳寄せ 

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り
  　 磁器質モザイクタイル貼り 

 床：均しモルタルシート防水下地保護モルタルの上、 

 壁：75角色タイル貼り 

 床：木製床下地畳敷き

 上り框 上り框

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り EP

 床：モルタル金コテ押え ▲Pタイル貼り

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

 上り框 

 床：均しモルタルシート防水下地 
  　 保護モルタルの上、磁器質モザイクタイル貼り 

 壁：75角色タイル貼り 

畳寄せ 

 床：木製床下地畳敷き

 天井：木製天井下地プラスターボード t＝9.0底目貼り

 床：モルタル金コテ押え

 巾木：モルタル金コテ押え H＝100 

 壁：モルタル金コテ押え

 巾木：モルタル金コテ押え H＝160 

 壁：モルタル金コテ押え目地切り EP

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

1

1

1

1,550

2,250

給食センター ２階展開図３
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 成形鋼板仮囲い H＝3000

現場事務所

前面道路 県道37号線

物置

物置

物置

物置

キュービクル

浄化槽

スロープ

オイルタンク

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内
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旧給食センター解体工事

仮設計画図（参考図）

1/400

オイルタンク

ボンベ庫

スロープ

車庫 休憩室

旧給食センター

浄化槽

倉庫

キュービクル

物置

物置

物置

物置

前面道路 県道37号線

オイルタンク

スロープ

旧給食センター

浄化槽

キュービクル

物置

物置

物置

物置

前面道路 県道37号線

仮設計画図２　S＝1/400

給食センター屋根・躯体解体時

仮設計画図１　S＝1/400

休憩室、車庫、倉庫、ボンベ庫解体時

仮設計画図３　S＝1/400

杭、オイルタンク基礎、浄化槽等解体時

ガードマン(常駐) 

ガードマン(常駐) 

ガードマン(常駐) 

 出入口閉鎖  出入口閉鎖

 出入口閉鎖

　W.C

　W.C
現場事務所

　W.C
現場事務所

工事車両駐車スペース

工事車両駐車スペース工事車両駐車スペース

4段 5段

4段 5段

△G.L

枠組本足場姿図

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ

　工事着手前に現状を十分調査し監督員と協議の上、施工を行う事。
Ａ－38

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い H＝3000

 くさび緊結式足場(手摺先行方式) L＝27200
 養生シート貼り H＝3000

 成形鋼板仮囲い H＝3000

 養生シート貼り H＝5000
 くさび緊結式足場(手摺先行方式) L＝74800

 枠組本足場W＝900、H＝1700(手摺先行方式) 
 W＝52200×H＝7900(養生シート、足場板共) 

 枠組本足場W＝900、H＝1700(手摺先行方式) 
 W＝18900×H＝9600(養生シート、足場板共) 

 枠組本足場W＝900、H＝1700(手摺先行方式) 
 W＝18900×H＝9600(養生シート、足場板共) 

 枠組本足場W＝900、H＝1700(手摺先行方式) 
 W＝36000×H＝7900(養生シート、足場板共) 

 枠組本足場W＝900、H＝1700(手摺先行方式) 
 W＝17100×H＝7900(養生シート、足場板共) 

 W＝17100×H＝7900(養生シート、足場板共) 
 枠組本足場W＝900、H＝1700(手摺先行方式) 

スパン：1800、4段手摺付  スパン：1800、5段手摺付

　また、必要に応じて草刈りや樹木等の伐採伐根を行う事。

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い

 成形鋼板仮囲い H＝3000 L＝241600

 RCパイル

 パネルゲート W＝7200 H＝4500

 パネルゲート

 パネルゲート

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

1.撤去・敷鉄板配置図 2.SCS版撤去計画図 3.クレーン解体計画図

4.解体時平面図

250t オールテレーンクレーン

メインブーム 51.9m

1 2

3 24

　　　　　　　　　A点にクレーンを設置し、SCS版番号　　　　を撤去

　　　　　　　　SCS版撤去順序

　　　　　　　　　B点にクレーンを移動し、SCS版番号 　～ 　順に撤去

スロープ

敷鉄板補強

774㎡

段差修正敷鉄板 

吊荷重 (t)

SCS版 10.7

化粧PC版 0.5

0.7325t ｸﾚｰﾝﾌｯｸ

計 11.93

降ろし順序（案）を示す

吊点

5 6 7 21 20 19 18 17 16 15 4 3

8 9 10 24 23 22 14 13 12 11 2 1スロープ

B

A

250t オールテレーンクレーン

破砕機

搬出用ダンプカー

敷鉄板補強 敷鉄板補強

スロープ

撤
去
済

　
S
C
S
版

撤
去
済

　
S
C
S
版

撤
去
済

　
S
C
S
版

撤
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済
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版
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去
済

　
S
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S
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撤
去
済

　
S
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S
版

撤
去
済

　
S
C
S
版

撤
去
済

　
S
C
S
版

搬
出
用
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾗ
ｰ

60tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ

250tｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

旧給食センター解体工事
NON

屋根撤去計画図

スロープ

Ａ－39

設計　令和　２年１２月　　日



撤去後配置図　S＝1/300

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

1/300

スロープ

前面道路 県道37号線

 L形側溝

 L形側溝

ネットフェンス H＝1500 

旗ポール 

 ネットフェンス H＝1500 
 ネットフェンス H＝1500 

 ネットフェンス H＝1500

 ネットフェンス H＝1500

 ネットフェンス H＝1500

 物置4棟【存置】

 ネットフェンス H＝1500【存置】

 ネットフェンス H＝1500【存置】

 ネットフェンス H＝1500【存置】

 ネットフェンス H＝1500【存置】
 ネットフェンス H＝1500【存置】

 外灯【撤去】

 電柱【撤去】

ネットフェンス H＝1500【存置】

旗ポール【存置】

 L形側溝【存置】

 L形側溝【存置】

外構撤去図　S＝1/300

汚

0

前面道路 県道37号線

A

A

C C

B

B

BBB

B CCCCC

C

CC CC

B

CCC A
A

B

スロープ【存置】

 門扉【存置】

16

15

21

14

13 12

18

11

24

25 2

3

4

7

6 5

9 810

23

26

1

17

20

22

 門扉【存置】

 物置4棟

 門扉

 門扉

外構撤去図、撤去後配置図
　会所A：1250×1250、会所B：950×950、会所C：800×800

　桝0：φ750、桝1～4・11・12：φ450、桝5～10・13・14・17・18・20・21・23・25・26：φ350、

　桝15・16：φ300、桝22：φ150、汚桝：φ900、桝24：700×700

 

アスファルト舗装、会所、桝【撤去】

アスファルト舗装【存置】

アスファルト舗装

オイルタンク基礎、一部ネットフェンス【撤去】

浄化槽、一部ネットフェンス【撤去】

 グリーストラップ【撤去】

 キュービクル【撤去】

Ａ－40

 コンクリート側溝【存置】

 コンクリート側溝 

　・門扉　2ヶ所

　・スロープ

　・物置　4棟

　・旗ポール　1本

　・L形側溝

存置リスト

　・キュービクル　1基

　・オイルタンク基礎　1ヶ所

　・グリーストラップ　1ヶ所

　・浄化槽　1ヶ所

　・一部ネットフェンス

　・電柱　1本

　・外灯　1本

　・会所 A～C　27ヶ所

　・桝 0～26　26ヶ所

　・汚水桝　1ヶ所

　・一部アスファルト舗装

　・旧給食センター　1棟

　・ボンベ庫　1棟

　・倉庫　1棟

　・休憩室　1棟

　・車庫　1棟 　・アスファルト舗装

　・ネットフェンス

　・コンクリート側溝

爪付胴縁 R付L40x40x3

鉄線 φ4

（樹脂被覆線）
φ3.2x50mm目

菱形金網

端柱 L50x50x6 爪付胴縁 R付L40x40x3 主柱（VB） 主柱（VB）

正　面　図 側　面　図
（S=1／30） （S=1／30）

ネットフェンス姿図

 雨水排水用空堀 W＝300 H＝300

2000 2000

1
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4
9
0

4
9
0

4
9
0

3
0

1
4
7
0

1
5
0
0

1
7
7
0

4
5
0

180180

2
5
5

現状地盤程度に整地し、雨水排水用に空堀を行う

 側溝及びグレーチング【存置】

　・側溝及びグレーチング　8枚

 側溝及びグレーチング

ネットフェンス【撤去】

撤去リスト

 ネットフェンス H＝1500 L＝26000【新設】
 ネットフェンス H＝1500 L＝8200【新設】

 ネットフェンス H＝1500 L＝8000【新設】

カッター切り L＝30460

カ
ッ

タ
ー
切
り
 
L
＝
3
4
2
6
0

設計　令和　２年１２月　　日
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
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7.059 0.267

7.268 2.199

7.268 2.181

4.924 0.403

4.497 0.998

0.3972.073
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2.974 0.404

3.429 0.925
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3.281 0.709
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6.132 0.665
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2.366 12.561094 

1.338 18.119196 
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0.374288

52.218857 

0.626   

0.3756  

1609.663058   

旧給食センター解体工事
1/150

　※ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：804.831529㎡ － 倉庫土間：25.074㎡ － ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ：6.16㎡ － 会所合計：18.025㎡ － 桝合計：4.1225875㎡ ＝ 751.4499415㎡

倍面積　㎡

求積面積　㎡ 1609.663058 ÷ 2 ＝ 804.831529

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去面積 ＝ 751.45㎡

アスファルト舗装面積求積図・表

アスファルト舗装面積求積表

アスファルト舗装面積求積図　S＝1/150

Ａ－41

設計　令和　２年１２月　　日
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旧給食センター解体工事

9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共 9φ@200 ﾖｺ 
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 9φ@300 ﾀﾃﾖｺ共

 9φ@150 ﾀﾃ

 9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共

 9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共

浄化槽平面図　S＝1/30

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎平面図　S＝1/30 ガラ等で埋戻し済

ガラ等で埋戻し済2
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C-C 断面詳細図　S＝1/30
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0

 9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共
120

ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎構造図、浄化槽構造図

Ａ－42

臭突管 150φ L＝4000 

　浄化槽解体前には、内部の洗浄及び消毒を行う事。

 ネットフェンス H＝1500 L≒9700
 ネットフェンス H＝1500 L≒8000 

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

グリーストラップ構造図

NON

Ａ－43

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

NON

敷地平面図、敷地断面図（参考資料）

Ａ－44

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

NON

敷地面積求積図・表、擁壁構造図（参考資料）

Ａ－45

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

NON

杭打ち仕様書１（参考資料）

Ａ－46

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

NON

杭打ち仕様書２（参考資料）

Ａ－47

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

NON

杭伏図（参考資料）

Ａ－48

設計　令和　２年１２月　　日



鋼板葺き 1200×450庇

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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9108,190 9109101,820910
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4
,
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便所 便所

物入

玄関

ホール和室15帖和室12帖床

押入

押入

湯沸室

廊下押入

１階平面図　S＝1/50

展開方向Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

外　部　仕　上　表

屋　根

軒　裏 外部建具

樋外　壁

巾　木 アルミ製

モルタル金コテ押え

モルタル刷毛引き AR吹付 モルタル金コテ押え H＝300

ポーチ・犬走

内　部　仕　上　表

階 室　名 床

１

玄　関

ホール

廊　下

和　室

床

押　入

湯沸室

物　入

便　所

モルタル金コテ押え

同　上

ケヤキ板 t＝9.0貼り

ラワン合板 t＝12貼り

モザイクタイル貼り

コンパネ t＝12貼りの上畳敷き

100角タイル貼り H＝200

ラワン H＝100 OP

同　上

同　上

雑巾摺

畳寄せ

同　上

巾　木 腰　壁

プリント合板 t＝5.0貼り 同　左

同　上 同　左

ラワン合板 t＝5.5下地ビニルクロス貼り

同　上

同　上

ラワン合板 t＝5.5貼り

同　左

同　左

同　左

同　左

同　左

同　左

同　左モルタル金コテ押え AEP

ラワン合板 t＝5.5底目貼り OP

天　井 廻　縁 ＣＨ 備　考

同　上

貼杢底目貼り

ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り

ラワン合板 t＝4.0貼り

ジプトーン t＝9.0貼り

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

ラワン OP

木製 無地

2.300

2.400

2.295

2.400

2.300

2.600

壁

中段

和便器、ロータンク、手洗器

ブラインド、換気扇

モルタル金コテ押え

ブラインド

上り框

湯沸器、洗面器、鏡、換気扇

流し台、ガス台、コンロ、吊戸棚

床框、雲板、軸釘

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

竪樋 

軒樋：塩ビ製 角75、竪樋：塩ビ製 60φ

A 

A 

B 

杉板 t＝10貼り平ラス下地モルタル刷毛引き AR吹付

ブラインド×1 ブラインド×2 

ブラインド×1 ブラインド×1 

一部100角タイル貼り

2.360

2.400

2.330

コンパネ t＝12下地▲アスファルトルーフィング22kgの上カラーベスト葺き 3寸勾配

▲化粧石綿セメント板 t＝3.0下地ビニルクロス貼り

天井点検口

ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り

ラワン合板 t＝4.0下地ビニルクロス貼り

 雨水会所 300×300

1700×900 2600×900 

1750×1100 1330×1100 

棚板(15帖のみ)、カーテンレール(15帖のみ)

 棚板

木製 20×50

ラワン板 30×110 OP

カーテンレール L＝3640 

カーテンレール L＝3640 

単板 t＝2.5下地フロアパネル t＝14.5貼り

アピトンフローリング t＝14貼り

コンパネ t＝12下地クッションフロア t＝2.0貼り

休憩室 仕上表、１階平面図

Ａ－49

▲フレキシブルボード t＝6.0貼り EP

吊
戸
棚

設計　令和　２年１２月　　日



床

1
0
0
　

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
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▽最高軒高さ

▽1F.L(畳天)

▽設計G.L

3
10

和室12帖 和室15帖 ホール 便所 便所 和室15帖 廊下

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
3
0
0

1
0
5
　

西立面図　S＝1/100 北立面図　S＝1/100

東立面図　S＝1/100 南立面図　S＝1/100

断面図　S＝1/100断面図　S＝1/100

旧給食センター解体工事
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 合板直貼り

 合板直貼り

 庇 鋼板葺き

 引戸閉塞 1775×480、1720×1820

 窓閉塞 1630×620 

 窓閉塞 2600×910  窓閉塞 1700×910 

窓閉塞 1700×1070 窓閉塞 2600×1070 

窓閉塞 1710×620 

1/100、1/50

 扉閉塞 600×1730

　閉塞は、木枠 35×35組下地合板 t＝12貼り

5
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休憩室 断面図、立面図

Ａ－50

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事
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▽基礎天端

▽最高軒高さ

▽最高高さ

軒樋：塩ビ製 角75 

竪樋：塩ビ製 60φ 

コンパネ t＝12 

垂木 40×50 @400 

 根太 45×45 @450

 コンパネ t＝12

 柱脚金物、ボルト13φ アンカーボルト 13φ L＝400 

15×100

 90×90

120×120 

105×150 

150×50 

 105×50 20×50 

 105×90

 90×90 105×105

 105×50

 105×50

F1

断熱材グラスウール 10k×75 

和室12帖 廊下 便所物入

 床：畳敷き

屋根：カラーベスト葺き 

アンカーボルト 13φ L＝400 

 タテ筋：D13 @800

コンクリートブロック t＝120 H＝1600 

床：アピトンフローリング 

根太 45×45 @300 段鼻：ノンスリップタイル 

床：モザイクタイル貼り 

 105×60

 105×50 

A-A 矩計図　S＝1/30 B-B 矩計図　S＝1/30

 120×150
120×300 

120×120 120×120 

 105×150 

 根太 45×45 @455 

モルタル刷毛引き AR吹付 
外壁・軒裏：杉板 t＝10貼り平ラス下地 
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床：フロアパネル t＝14.5 

単板 t＝2.5 

 断熱材グラスウール 10k×50

▲アスファルトルーフィング22kg 

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

6
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4
0

休憩室 矩計図

Ａ－51

F3

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

筋違い 30×105

基礎伏図　S＝1/100

 床下換気口 450×150
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小屋筋違い 15×100 

犬走 t＝120、栗石 t＝60 
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 犬走 t＝120、栗石 t＝60 

 土間 t＝120、栗石 t＝60

 ポーチ t＝200、栗石 t＝60

　特記無き限り土間等は、9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共 シングル配筋とする。
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G.L

 3-9φ

9φ@300 

 9φ@300

 床束 90×90

G.L1
0
0

200×200

F3

F3

F2

F2

120

3
0
0

1
5
0

4
7
0

300

3
2
0

G.L

F2

F2

 CB t＝120 H＝1600

休憩室 各伏図１

Ａ－52

 9φ@300

設計　令和　２年１２月　　日



840　×　1,800　×　30　×　1

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日
旧給食センター解体工事

1/100

6
,
3
7
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

13,650

910 3,640 4,550 2,730 1,820

 ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り

 ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り 

天井伏図　S＝1/100

11,830

910 8,190 910 1,820 910 910

4
,
5
5
0

2
,
7
3
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
0
0

9
0
0

600 600

6
,
3
7
0

13,650

600 11,830 600

4
,
5
5
0

9
0
0

9
0
0

屋根 カラーベスト葺き 3寸勾配 

押入

押入

床

押入

和室12帖 和室15帖 ホール

物入

玄関

湯沸室

便所 便所

AW AW AW

1 1

1

1

AW
1

AW

AW AW

F

F

2

F
2 2

3
AD
2

4 5

6 6

3

4

AW
5

WD WD

WD

WD

WD

屋根伏図　S＝1/100 建具伏図　S＝1/100

 貼杢底目貼り  貼杢底目貼り

 ジプトーン t＝9.0貼り

ラワン合板 t＝4.0貼り 

 軒樋 塩ビ角75

 軒樋 塩ビ角75

 軒樋 塩ビ角75

杉板貼りラス下地モルタル刷毛引き AR吹付 

数　量記　号 名　称 建具寸法(W×H×t×枚) ガラス寸法(W×H×t×枚)

ＡＷ－１

ＡＷ－２

ＡＷ－３

ＡＷ－４

ＡＷ－５

ＡＷ－６

１ＡＤ－１

ＡＤ－２

１

１

１

１

２

２

ＷＤ－１

ＷＤ－２

ＷＤ－３

ＷＤ－４

ＷＤ－５

Ｆ－１

Ｆ－２

Ｆ－３

２枚引違い襖

４枚引違い襖

片開き襖

－

－

－

－

－

２

１

１

１

１

２

１

１

建　具　撤　去　リ　ス　ト

２枚引違い窓

２枚引違い窓

４枚引違い窓

４枚引違い窓

２枚引違い窓

２枚引違い窓

片開きドア

２枚引違い戸

４枚引違い戸

２枚引違い戸

片引き戸

片引き戸

片開きドア

アルミ製

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

シナベニヤ両面クロス貼り

同　上

両面プリント合板

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

アルミ枠、下框ステンレス

円筒錠、丁番、戸当り

同　上

引手、敷居スベリ

引手、丁番

同　上

ガラス/金物

透明/クレセント、網戸

型板/クレセント、網戸

型板/円筒錠、戸当り

アルミ製

型板/シリンダー付カマ錠、

スリ/平戸車、引手、敷居スベリ

レール、戸車、引手

スリ/レール、戸車、引手

アルミ製/ｱﾙﾐｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ貼り

フスマ紙(新鳥ノ子)

材質仕上

天井改め口 

ラワン合板 t＝4.0貼り 

 ラワン合板 t＝4.0下地ビニルクロス貼り

ランマ
天井裏全面 断熱材グラスウール10K t＝50敷き込み

廊下

 天井点検口 450×450 

AD
1

WD
5

3
F

1,690　×　1,060　×　60

1,690　×　900　×　60

2,590　×　1,060　×　60

2,590　×　900　×　60

1,640　×　560　×　60

750　×　580　×　60

640　×　1,800　×　60

800　×　930　×　3.0　×　2

800　×　780　×　3.0　×　2

600　×　930　×　3.0　×　4

600　×　780　×　3.0　×　4

780　×　490　×　4.0　×　2

320　×　490　×　4.0　×　2

530　×　750　×　4.0　×　1

755　×　525　×　4.0　×　6

1,620　×　340　×　4.0　×　1

550　×　760　×　3.0　×　4

550　×　760　×　3.0　×　2

450　×　690　×　3.0　×　1

900　×　1,800　×　30　×　4

880　×　1,800　×　30　×　2

820　×　1,800　×　30　×　1

650　×　1,800　×　30　×　1

890　×　1,800　×　21　×　2

890　×　1,800　×　21　×　4

800　×　1,800　×　21　×　1

１1,680　×　2,240　×　70

　F-2 4枚引違い襖にあっては、現調時建具なし
休憩室 各伏図２、建具リスト

Ａ－53

 ▲フレキシブルボード t＝6.0貼り EP

 ▲フレキシブルボード t＝6.0貼り EP

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

設計　令和　２年１２月　　日



カーテンレール 

 ラワン合板 t＝12 

木製廻り縁 

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

設計　令和　　年　　月　　日

変更　令和　　年　　月　　日

2
,
4
0
0

910 3,640 910 5,460 3,640 910 5,460

4,550 910 5,460 4,550 5,460

910 9,100

和室12帖

和室15帖

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ

旧給食センター解体工事
1/50

1
0
5
　

 天井：ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り

 天井：貼杢底目貼り

 壁：ラワン合板 t＝5.5下地ビニルクロス貼り

 壁：ラワン合板 t＝5.5下地ビニルクロス貼り

雑巾摺 

雑巾摺 

 雑巾摺

木製廻り縁 

木製廻り縁 

畳寄せ 

畳寄せ 

木製廻り縁 

 天井：ラワン合板 t＝4.0貼り

 床：コンパネ t＝12貼りの上畳敷き 床：ラワン合板 t＝12貼り

 壁：ラワン合板 t＝5.5貼り 

2
,
4
0
0
　

 床：ケヤキ板 t＝9.0貼り

 床：コンパネ t＝12貼りの上畳敷き

 床：ラワン合板 t＝12貼り

 壁：ラワン合板 t＝5.5貼り 

木製 

 床：フロアパネル t＝14.5下地単板 t＝2.5貼り

8
0
0

 天井：貼杢底目貼り

 竿縁

 竿縁
 棚板 2060×180 t＝20

 ラワン合板 t＝12 

8
0
0

 壁：合板 1715×450 t＝12貼り

4
1
0

4
7
0

カーテンレール П18×25 

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

1

1

1

1

1
WD F

2

WD WD WD
2

AW
1

3
AW

WD F F
1

F
3

F
2

AW
2

AW
4

 壁：ラワン合板 t＝5.5下地
　　　ビニルクロス貼り

 壁：ラワン合板 t＝5.5下地
　　　ビニルクロス貼り

910

Ｄ

F
3

 天井：ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り木製廻り縁  天井：ラワン合板 t＝4.0貼り

木製廻り縁 

2
,
3
6
0

9,100

Ｃ

11
WD WD

開口

廊下

Ｂ

1,820 2,730 1,820 2,730

湯沸室

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 壁：100角タイル貼り

 巾木：ラワン H＝100 OP

ラワン廻り縁 OP  天井：ジプトーン t＝9.0貼り
 吊戸棚 600×500×350

ガス台 600×640×550 

壁見切縁 OP 
 壁：▲化粧石綿セメント板 t＝3.0下地ビニルクロス貼り

 流し台 1200×800×550

AW
5

WD
3

(2口コンロ設置) 1,630

2
,
3
6
0

2,730

2
,
0
8
0

2
,
3
3
0

5
0
　

5
0
　

開口

開口

 織部板 20×250 

 吊り金物 4-φ12 

 床：コンパネ t＝12下地クッションフロア t＝2.0貼り

休憩室 展開図１

Ａ－54

設計　令和　２年１２月　　日



760

 床：アピトンフローリング t＝14貼り

玄関・ホール

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

2,730

Ｄ

2,7301,820 1,820

2
,
3
0
0

Ａ ＣＢ

物入

2,730

2
,
3
0
0

Ａ

Ａ Ｂ Ｂ' Ｃ Ｄ Ｄ'

便所

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820910 910

旧給食センター解体工事
1/50

 巾木：ラワン H＝100 OP

木製廻り縁 

 床：モザイクタイル貼り
 巾木：100角タイル貼り

 壁：モルタル金コテ押え AEP

 ノンスリップタイル 

 床：モルタル金コテ押え 

ラワン廻り縁 OP 

 壁：ラワン合板 t＝5.5底目貼り OP

開口

1
0
0
　

 床：フロアパネル t＝14.5下地単板 t＝2.5貼り

2
9
0

 天井：ラワン合板 t＝4.0下地ビニルクロス貼り

ラワン廻り縁 OP 

2
,
4
0
0

450

1
5
0

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

AD

AW
5

WD
4

WD
3

AW
6

AW
6

1 WD
5

800

1,670

3,640 2,730

Ｂ Ｃ Ｄ

 上り框

 巾木：ラワン板貼り OP

 ノンスリップタイル 
 床：モルタル金コテ押え

 壁：プリント合板 t＝5.0貼り

開口

 天井：ラワン合板 t＝4.0下地布クロス貼り

ADWD
5

WD
4 2

WD
2

2
5
0

2
3
0

3
0

1
2
0
 

2
,
0
8
0

650 800

3,640 2,730

2
,
3
6
0

2
3
0

休憩室 展開図２

 天井：▲フレキシブルボード t＝6.0貼り EP

 天井：▲フレキシブルボード t＝6.0貼り EP

Ａ－55

木製 

設計　令和　２年１２月　　日



1
8
0

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

展開方向Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

外　部　仕　上　表

屋　根

軒　裏 外部建具

樋外　壁

巾　木

ポーチ・犬走

内　部　仕　上　表

階 室　名 床

１

巾　木 腰　壁

同　左

同　左

天　井 廻　縁 ＣＨ 備　考

同　上

壁

旧給食センター解体工事
1/50

5
,
9
8
5

5,600 6,000

11,600

5
,
9
8
5

8
5
0

　
1
5
0

倉庫 車庫

車　庫

倉　庫 木製棚

モルタル金コテ押え

同　上 －

軒樋：塩ビ製 丸105、竪樋：塩ビ製 75φ

モルタル金コテ押え H＝200～265

－

－

同　上

－コンクリート直押え、目地切り

コンクリート直押え

コンクリートブロック t＝120積み リシン吹付

棚棚

9
0
0

465 500

波形石綿スレート裏現しのまま

900

5
0
0

 竪樋 

SS
1

SS-1 軽量シャッター 2.000×2.900 スチール製、スラット0.8、ハイロック錠、手掛けバー

 方杖

 方杖

 方杖 方杖 

 方杖 

 方杖 

棚
 方杖

 方杖  方杖 

 方杖 

同　上、一部鉄骨下地ラワン合板 t＝12貼り

コンクリートブロック t＝120積み リシン吹付、一部鉄骨下地金属系サイディング t＝0.5貼り

車庫 仕上表、１階平面図

鉄骨下地▲波形石綿スレート葺き 1寸勾配

▲波形石綿スレート裏現しのまま

Ａ－56
　▲印は、アスベスト含有材を示す。

１階平面図　S＝1/50 1,500

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

西立面図　S＝1/100 北立面図　S＝1/100

東立面図　S＝1/100 南立面図　S＝1/100

断面図　S＝1/100断面図　S＝1/100

旧給食センター解体工事
1/100

3
,
2
6
5

2
,
6
6
5

5,98511,600

車庫倉庫 倉庫

▽設計G.L

▽最高高さ

3
,
7
1
0

2
,
9
5
0

500

1,050

10
1

500 500

3
,
3
1
0

　
2
0
0

2
0
0
～
2
6
5

車庫 断面図、立面図

Ａ－57

設計　令和　２年１２月　　日



屋根伏図　S＝1/100

小屋伏図　S＝1/100

6,0005,600

5
,
9
8
5

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

基礎伏図　S＝1/100

旧給食センター解体工事

5
,
9
8
5

5,600 6,000

5
,
9
8
5

5
,
9
8
5

1
,
0
5
0

500 500

5
0
0

1
,
0
5
0

500 500

5
0
0

11,600

 目地切り

5,600 6,000

 軒樋 塩ビ丸105

　
1
5
0

1
8
0
　

　
8
5
0

 壁 コンクリートブロック t＝120

土間伏図　S＝1/100

465 500

F1

 母屋 C－50×100×20×2.3 @500

F2

5
0
0

G
1

G
1

G
1

C
G
1

C
G
1

C
G
1

C
G
1

CG1 CG1

CG1 CG1

　
　
　
　
　
V1

　
　
　
　
　
　
V1

　
　
　
　
　
　
V1　

　
　
　
　
V1

C1C1 C1

C1 C1C1 C2C2

 壁 C－100×50×20×2.3 @450・600 

土間 t＝150、栗石 t＝100 

記　号

C1

C2

部材リスト

部　材

□－100×100×3.2

C－100×50×20×2.3

G1

CG1

V1 1－M20（ターンバックル締め）

記　号

部材リスト

部　材

G
1
　

　
　

G
1
　

　
　

　　　G1 　　　G1

　　　G1 　　　G1

[－90×200×8×13.5

[－90×200×8×13.5

1/100、1/30

A

　特記無き限り土間等は、9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共 シングル配筋とする。

 妻押え C－50×100×20×2.3

1,500

8
0

 栗石

1
5
0

1
0
0

 9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共

150180

A 断面詳細図　S＝1/30

2
0
0

1
2
0

1
5
0

4
7
0

500

400

F1

G.L

120

3
0
0

 3-9φ

9φ@300 

 9φ@300

2
0
0

1
2
0

1
5
0

4
7
0

500

400

G.L

250

F2

 3-9φ

P-9 L　  アンカーボルト 4-13φ

9φ@300 

G.L

　CB壁は、9φ(端部隅角は13φ) タテ@800、ヨコ@600配筋とする。

車庫 各伏図

 屋根 ▲波形石綿スレート葺き 1寸勾配

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

Ａ－58

 基礎杭(松杭) φ150 L=1500

 基礎杭(松杭) φ100 L=1500

　※基礎杭は、施工年度や杭径・杭長等から松杭と想定する。

　　φ150は6本、φ100は35本と判明したが、打込場所は不明。

　　基礎撤去時に現状を十分調査し、監督員と協議の上対応する事。

設計　令和　２年１２月　　日



3,750

2
6
5

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

開口

6,000 5,985 6,000

5,985

5,600 5,985

5,600 5,985

3
,
2
6
5

2
,
6
0
0

3
,
2
6
5

2
,
6
0
0

ＢＡ Ｃ

Ｄ Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

車庫

車庫 倉庫

倉庫

旧給食センター解体工事
1/50

 巾木：モルタル金コテ押え

 巾木：モルタル金コテ押え

 壁：コンクリートブロック t＝100積み リシン吹付

 床：コンクリート直押え、目地切り

 床：コンクリート直押え、目地切り

 木製棚

土台 105×105 

 壁：ラワン合板 t＝12貼り

 壁：コンクリートブロック t＝100積み リシン吹付

 軒先：鋼板 t＝1.6

 ラワン合板 t＝12貼り根太 45×45 @365 

6
0
0

4
5
0

4
5
0

6
0
0

6
0
0

3
3
5

1
SS

軽量シャッター 

 柱 105×105 

 臥梁：モルタル金コテ押え

 臥梁：モルタル金コテ押え

臥梁 モルタル金コテ押え 

臥梁 モルタル金コテ押え 

 方杖 105×105

2
0
0

車庫 展開図

 天井：▲波形石綿スレート裏現しのまま

Ａ－59

 天井：▲波形石綿スレート裏現しのまま

　▲印は、アスベスト含有材を示す。

5,730795

1
,
3
4
0

設計　令和　２年１２月　　日



工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

外　部　仕　上　表

屋　根

軒　裏

樋外　壁

内　部　仕　上　表

階 室　名 床

１

巾　木 腰　壁

同　左

天　井 廻　縁 ＣＨ 備　考壁

旧給食センター解体工事
1/50

－ －

2
,
0
0
0

１階平面図　S＝1/50

倉庫 倉庫

倉　庫 コンクリート直押え － 同　左

軒樋：塩ビ製 丸75、竪樋：塩ビ製 75φ

ガラス繊維強化ポリエステル板裏現しのまま

STK41 φ60.5×3.2、φ21.7×1.9 SOP塗り

 竪樋

1
2
0

4
0
0

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500250 700

4,500 4,500

軽量鉄骨下地ガラス繊維強化ポリエステル板 32波 t＝0.8 フック止め 0.5寸勾配 軽量鉄骨下地ガラス繊維強化ポリエステル板 32波 t＝0.8 フック止め

会所

倉庫 仕上表、１階平面図

Ａ－60

設計　令和　２年１２月　　日



旧給食センター解体工事
1/100

断面図　S＝1/100 断面図　S＝1/100

南立面図　S＝1/100東立面図　S＝1/100

北立面図　S＝1/100西立面図　S＝1/100

工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

倉庫 倉庫 倉庫

2
,
1
0
0

2,0004,500 4,500

300

2
,
2
0
0

▽最高高さ

▽設計G.L

10
0.5

 壁：ガラス繊維強化ポリエステル板 32波

 土間：コンクリート直押え t＝100

 屋根：ガラス繊維強化ポリエステル板 32波葺き

2
,
0
0
0

1
5
5

4
3
5

4
3
5

4
3
5

4
3
5

1
,
5
0
5

 STK41 φ21.7×1.9 SOP

 STK41 φ60.5×3.2 SOP

150 150 100

1
,
8
3
0

 壁：ガラス繊維強化ポリエステル板 32波 

倉庫 断面図、立面図

Ａ－61
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工事名称 図名

縮尺

特記事項 図番

枚／内

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

変更　令和　　年　　月　　日

2
,
0
0
0

4,500 4,500

2
,
0
0
0

3
0
0

4,500 4,500

 軒樋 塩ビ丸75

 屋根 ガラス繊維強化ポリエステル板 32波葺き 0.5寸勾配

2
,
0
0
0

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

2
,
0
0
0

3
0
0

4,500 4,500

F1

旧給食センター解体工事

基礎伏図　S＝1/50

屋根伏図　S＝1/50

小屋伏図　S＝1/50

1/50、1/30

 柱 STK41 φ60.5×3.2 SOP

 梁 STK41 φ60.5×3.2 SOP 梁 STK41 φ60.5×3.2 SOP 

1
2
0

4
0
0

250 700

 母屋 STK41 φ21.7×1.9 SOP

150150

150 150

1
0
0

1
0
0

土間伏図　S＝1/50

　特記無き限り土間等は、9φ@200 ﾀﾃﾖｺ共 シングル配筋とする。

会所

 土間 t＝100、栗石 t＝60

G.L

250

F1

2
5
0

 
6
0

350

3
6
0

5
0
 

 アンカーボルト 2-13φ L＝180

 L P-3.2 160×160

倉庫 各伏図

Ａ－62
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図面番号

検査 縮尺

NON

設計年月日作図

図面名称

工事名

E-01
電気設備工事特記仕様書(1)

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

Ⅰ．工事概要

２．建物概要

電気設備工事特記仕様書

１．工事場所

耐震安全性の
分類

消防法令
別表第一

延面積(㎡)階数構造建物名

予備配管 分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合(E25)を
1本、5個以上の場合(E25)を2本天井内まで立ち上げる。

○

スイッチ 大角ネ－ム付とする。換気扇用スイッチは確認表示灯付とする。○

○ワイドスイッチ

○ 照明制御装置

LED照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とJILで異なる場合、JILの規定を

○

○ LED照明器具の規格

工事範囲

〇調光器（図面番号　　　）

〇照明制御監視装置は次の機能を有する。（図面番号　　　）

照度測定を行う。

○

○

防水試験

照度測定

防爆及び防湿型の照明器具は防水試験を行う。

(2.2.18.2)<2.2.20.2>

※傾斜天井対応の器具を使用する。

測定結果はJIS Z 9110およびJIS Z 9127の推奨照度の照度範囲内であることを

確認する。

○ 傾斜天井

○非常用照明

する。

LED照明器具を用いる非常用照明は、床面において水平面照度で２lx以上を確保

○電源別置形電源内蔵形

○引出し形○飛び出し形 ○内部固定形 ○外部固定形 ○ＯＡフロア用フロアコンセント○

○

○別途工事により対応する。

〇人の通り抜けと滞在を識別して制御を行う。

〇センサー設定器を　個附属すること。

電
　

　

灯
　

　

設
　

　

備

全体の(    )%○全数

中央監視制御装置による監視

○

○

試験個数

警報盤による代表監視

散水試験を行う。

調機を停止させる。
火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空

○

自動連動回路は、試験運転にした場合連動しないものとする。
単位ユニットの電流計はコンデンサよりも負荷側に接続する。

制御盤の散水試験 

インタ－ロック

監視方法

制御盤

○

○

○

○

工事範囲○
動
　

　

力
　

　

設
　

　

備
　

電
熱
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

(2.1.6.3)
(2.1.6.2)

(2.1.19.1)

○工事範囲

○
○

○適用ＪＩＳ
○

JIS A 4201-2003
JIS A 4201-1997

※

○

○

(2.2.17.4)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○
○
○

Ａ型接地極
Ｂ型接地極
構造体利用接地極 (大地抵抗率測定用接地補助極を構造体下部に設ける。)

雷
　

保
　

護
　

設
　

備

雷保護

接地

外部雷保護
内部雷保護 ※C種又はD種接地工事の接地線の太さは8mm以上とする

(2.2.13.2)

(2.2.13.9)

○保護レベル ○Ⅰ ○Ⅱ ○Ⅲ ○Ⅳ

鋼製突針支持管○ 一段目の長さは　※4000mm以上　〇　　mm以上○

※圧着、ねじ締め、ボルト締め鉄骨及び鉄筋との○
接続 〇溶接

(2.2.17.3)

○
○

○

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装

仕      様
仕上げの程度

屋      根
内壁・天井

床
部      位

○

※合板張り又は石膏ボード張り＋塗装
※合板張り又はビニル床シート張り

（総合会議室を含む）

(1.2.1.1)<1.2.2.7>監督職員事務所

仮
　

　

　

　

　

設
　

　

　

　

　

工
　

　

　

　

　

事

○足場、さん橋類 ※関係者が設置したものは無償で使用できる。

（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に
関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」
に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、
解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基
準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により
行うこと。

(1.2.1.1)<1.2.2.2>
○

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」
本工事で設置する。

○工事用仮設物 構内につくることが ※できる ○できない

(1.2.1.1)<1.2.2.7>

※本工事

地面（舗装がある場合は舗装下面）と埋設管天端との中間に敷設すること

JCS3271(MVVS)に準じ、絶縁材及びシースにJCS規格によるEM

○

○

○

○

○

○

○

○

○

フラッシュプレ－ト

フロアプレ－ト

盤類塗装色

寸法

最上階の埋込配管

機器の取替及び改造

再使用機器

圧着端子

盤類仕様

ベ－ス

※金属製(ステンレス、新金属も含む)    ○樹脂製

水平高低調整式(空転防止付リング付、OAフロア部分を除く)
※砲金製

製造者の標準色とする。ただし、建築意匠見合いとなる部分については監督職
員の指定色とする。

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。建築意匠見合いとな
る部分については監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるのを原
則とする。

機器の取替及び改造を行った場合、取替日、請負者名、施工者名及び能力等を
記した銘板を取付ける。

取外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定のうえ取付ける。なお照明
器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃を行うこと。

丸型とする。

○
○
○
○
○
○

分電盤

盤内配線は原則としてエコ電線とする。(消防法上はHIV)
キャビネットはステンレス製とする。
JIS C 0920に対する保護等級の試験を行う。

○

○

実験盤

アルミ製

○開閉器箱 ○制御盤 ○非接地電源用分電盤

○

盤名称・回路名称を彫刻した樹脂製の銘板で表示する。

積算計器(※無検定 ○検定付　別図による。(図面番号　　　　))

○

○

○

電線

電線本数、管路等

呼び線

図面に記載なきものはEM-IEとする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管
径等は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

○

○

○

○

○

○

砂利地業

屋外形手元開閉器箱

コンセントプレート

バスダクト

環境に配慮した電線
(EMケーブル)

※再生砕石

○

コンセントプレートの指定箇所に回路名称(回路番号)を付す。

エキスパンションダクトは別図による。 (図面番号        )

以下のケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。
○

○

○

ビニル電線、ビニルシースケーブル等を使用する旨の記載があるものは、EM
ケーブルの規格を含むものとする。EMケーブルの電線色別は、原則として
「標準仕様書」による。

EM-MEES

FP、FP-C、HP

○

性架橋ポリエチレンを用いたものとする。

ケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたものとする。
シースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用
いたものとする。  

(2.2.12.4)<2.2.14.4>

(2.2.9.2)<2.2.10.2>

※SUS製  ○溶融亜鉛めっき  ○鋼板製  ○        塗装○不要  ○要

標識シート

製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号        )

EM-UTP

○屋外形
プルボックス等

屋外形のプルボックス及び屋外に使用する配管支持金物等の雑材料は、SUS製
又は溶融亜鉛めっき(JIS H 8641に規定するHDZ35相当)とする。

○工事番号・工事名称・施工年月・受注者・施工者（受注者と同一でない場合）
を銘板等で表示する。

○地中埋設標 埋設票箇所数要※ ○不要箇所

全ての地中管路に標識シート(2倍長)を設ける。

図面上合成樹脂性可とう管(以下PF管という)であっても、露出部分は鋼製電線
管で施工する。なお、鋼製電線管を使用する場合は、電線の収容本数を考慮す
る。また、屋外露出(雨線内・雨線外共)部分で明示無き場合は、鋼製電線管と
する。

○電線管

○

○

設備機能上の協議

天井点検口等

図面上において機能上疑義を生じた場合は、検討した後、監督職員と協議する。

天井点検口の裏側に用途名称を付す。また、大型プルボックスの見やすい部分
に、用途名称を付す。

○土工事 ○

JIS X 5150に準じ絶縁材にJCS規格によるEMケーブルの耐燃

(2.1.7.3)(2.1.12.3)(3.1.1.3)(4.2.1.3)(6.1.4.2)(7.1.2.3)

ボックス○ PF管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

配線室以外で露出配管の場合は、すべて化学処理(エッチングプライマー1種)
の後、調合ペイント2回塗りとする。

〇ただし厚鋼電線管は溶融亜鉛めっき（亜鉛付着量300g/㎡以上）を施したもの

とし、塗装は不要とする。
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項

風圧力に対する性能（建築基準法に定められた風速及び地表面粗度区分）

太陽光発電装置○風力発電装置
○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト ○
○

建築基準法に定めるところによる風圧力(耐風力)検討(計算)書を監督職員に提

○受雷部システム及び引下げ導線システム
出する。なお、検討(計算)範囲は、それぞれの取付部分を含むものとする。

○

風速( ○30 ○32 ○34 ) 地表面粗度区分 ( ○ ○ ○ ○Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ )

風圧力の検討

既存のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモン
ドカッタ－とし、復旧はモルタル補修とする。梁貫通は不可。

○はつり

地中埋設管を除き､埋め戻し及び盛土は､
根切り土の中の良質土を使用し､十分な締め固めを行う。※

○残土処分
〇山砂の類を使用し､十分な締め固めを行い､水締めを行う。

図面に明記なきコンクリート設計基準強度及びスランプは､下記による。

○ ○地中埋設管の埋戻土

○ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

スランプ　　　※18cm以下　　 〇

○電線接続

よう山砂の類で管の周囲を埋戻した後、掘削土の良質土で埋戻す。

(2.2.1.1)<2.2.1.2>

設計基準強度　※18N/mm2以上　〇

屋外でケーブル相互の接続または端末処理を行う場合は、被覆の伸縮対策を施す

※構外搬出適切処理 〇構内指示の場所に敷きならし
(1.2.2.1)<1.2.3.1>

コンクリート管以外の管を地中埋設とする場合は、管及び被覆樹脂を傷めぬ
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※建築物等の利用に関する説明書、機器取扱い説明書、機器性能試験成績書、

(1.1.7.1)(1.1.7.2)(1.1.7.3)<1.1.11.1><1.1.11.2><1.1.11.3>

○

する。 
既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し、全体完成図として提出
既存完成図の修正(多年度継続工事の場合)
する部数を提出する。
各種承諾図、工事写真、その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示
保証書、施工図(制御システム図・機器配管固定の施工図等)、施工計画書、
その他の引き渡し書類○

　官公署届出書類、主要な機器一覧表を提出する。

保全に関する資料○
参考CADデータの貸与

完成図CADデータの提出
○あり　○なし

※作成する(機器製作図含む)

備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの(ただし、
○

○

○

○

機材等

化学物質の濃度測定

※

※本工事に使用する設備機材等のうち、設備機材等指定表等により特定のもの

測定対象化学物質  ホルムアルデヒド  トルエン  キシレン  エチルベンゼン
                  スチレン
測定対象室及び測定箇所数

測定方法は監督職員の指示による

評価の有効期限内のものに限る)を使用する。この場合、評価書の写しを
もって、標準仕様書第１編１．４．２(ｂ)の品質及び性能を有することの証
明となる資料(製作図、試験成績書等は除く)に替える。ただし、これらと同
等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

が特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものを使
用する。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

室  名
箇所数

(1.1.5.7)<1.1.6.8>

化学物質を放散させ
る建築材料等の使用
制限

※本工事の建築内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　性能を有すると共に、次の(1)から(4)を満たすものとする。

(1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ
　、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤

　、保温材、緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、ホルムアルデヒド及びスチ
　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ
　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少
　ない材料を使用する。
(3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル

　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料
　を使用する。

(4)(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、
　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、及びスチレンを発散しないか、発
　散が極めて少ない材料を使用したものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は次のとおりと
する。
規制対象外

　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホル
　　ムアルデヒド発散建築材料以外の材料
　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受け

　　た材料
第三種

　　　材料
　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受
　　　けた材料

○県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携(奈良県県土マネジメント部)
に定める中間検査による。

○

○中間技術検査の実施

(1.1.6.2)<1.1.10.2>(                                          )

別添(設備機材)に掲げる設備機材は(一社)公共建築協会発行「建築材料・設

※実施する(○着工前  ※施工完了後　〇（　　　　）)

※完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする
※ ※あり

(1.1.3.9)<1.1.9.1>

○耐震施工

重要機器(水槽類)は、下記による。(水槽類にはオイルタンク等を含む。)
○
○
上層階の定義は、次による。6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は
上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階。

設置場所

上層階、屋上及び塔屋
中間階
1階及び地下階

配電盤
電算用電源

設計用標準水平震度

注、(    )の内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

○
○

直流電源装置
中央監視装置

○
重要

機器
2.0(2.0)
1.5(1.5)
1.0(1.0)

特定の施設

水槽類
2

1.5
1.5

○
○UPS装置

一般
機器

1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

※
重要

機器
1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

一般の施設

○
○

交換機
防災機器

水槽類
1.5
1
1

○
○

一般
機器

1.0(1.5)
0.6(1.0)
0.4(0.6)

<2.2.1.14><3.2.2.1><4.2.2.1><5.2.2.1><5.2.3.1><6.2.1.12>

非常用発電装置

(2.2.1.13)(3.2.1.1)(4.3.1.1)(5.2.1.1)(5.2.2.1)(6.2.1.11)

設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針(独立行政法人国土交通省国土
技術政策総合研究所・建築研究所監修)2014年版」による。なお設計用水平地震
力は、次に示す設計用標準水平震度に、機器の重量を乗じたものとする。また、
設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

性能確認試験

試験の箇所数 改修標準仕様書(建築工事編)による。
基準試験法による。

※行わない
確認強度

あと施工アンカー○ ○
○

○行わない 金属探知機により行う )
行う（図面番号　　　　）

埋込み配管等の探査 (
<1.2.12.3>

<1.2.12.3>

(一社)日本建築あと施工アンカー協会によるあと施工アンカー

※提出部数（※１部　〇「　　」部）

機材の試験○
作成のうえ、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。
機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

(1.1.4.2)<1.1.4.2>色彩による表示○ 監督職員の指示による。

(1.1.4.5)<1.1.4.6>

○見本施工の実施 図示  (図面番号        ) (1.1.5.3)<1.1.6.4>

発生材の処理等○

○現場において再利用を図るもの (                 )

○
○蛍光ランプ ○HIDランプ ○ ○(            )小型二次電池

(建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)
※

再資源化を図るもの

再生資源利用〔促進〕計画(実施)書を提出する。

産業廃棄物の処理
関係法令に従い、構外搬出適切処理とし搬出書類等提出する。なお、県内の
最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税条例相当額を
支払うこと。

○特定家庭用機器再商品化法に該当するものは適法処理する。

○(            )

○ユニット形エアーコンディショナー(ウィンド形エアーコンディショナー
  又は室内ユニットが壁掛け形若しくは床置き形であるセパレート形エアー
  コンディショナーに限る。)

産業廃棄物管理票(マニフェスト)を提出する。（D,E票の写し）

※

※

　　①建築基準法第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築

３．工事種目
工事項目／棟別及び屋外
●印を適用し、各一式とする。

電　灯　設　備
動　力　設　備
電　熱　設　備

情報表示設備
映像・音響設備
拡 声 設 備
誘導支援設備
テレビ共同受信設備
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設計図書の優先順位

官公署その他への
届出手続等

工事実績情報の登録

他工事との取合い

疑義に対する協議等

概成工期

○

○

(２)現場説明書
(３)特記仕様書
(４)図面
(５)標準仕様書・改修標準仕様書
以上(１)から(５)の順番のとおりとする。
ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

(1.1.1.1)<1.1.1.1>(１)質問回答書(以下(２)から(５)までに対するもの)

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

こと。この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集(奈良県県土
マネジメント部)」の書式に従い、日程管理を行う。

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て受注者が行う

現場説明時の現場説明事項による。 (1.1.2.1)<1.1.2.1>
(1.1.1.8)<1.1.1.8>

適用する。

別記工事区分表による。

と協議する。
関係で、設計図書によることが困難若しくは不都合が生じた場合は、監督職員

設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取合い等の

※

※

※

※

受 変 電 設 備
電力貯蔵設備
発　電　設　備

雷 保 護 設 備

構内情報通信網設備
構内交換設備

監視カメラ設備
駐車場管制設備

中央監視制御設備
火災報知設備
防犯・入退室管理設備

医療関係設備
撤 去 工 事
構内配電線路
構内通信線路
テレビ電波障害防除設備

(外灯設備も含む)

実施工程表
実施工程表を変更する必要が生じた場合は、施工等に支障がないよう実施工程表

施工計画書 (1) 工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書

(2) 品質計画、施工の具体的な計画並びに一工程の施工の確認内容及びその確認
を行う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）を、工事の施工に先立ち作

成し、監督職員に提出する。
(3)(1),(2)の施工計画書のうち、品質計画に係る部分については、監督職員の承
諾を受ける。また、品質計画に係る部分について変更が生じる場合は、監督職員
の承諾を受ける。  (1.1.2.2)<1.1.2.2>

※

電気保安技術者及び
工事用電力設備の
保安責任者

電気工事士

施工中の安全確保

交通安全管理

災害時の安全確保

施工中の環境保全等

施工調査

○

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に
努める。工事に関して、第三者から説明の要求又は苦情があった場合は、請負
者の責任において直ちに誠意をもって対応する。 (1.1.3.5)<1.1.3.5>

(1.1.3.6)<1.1.3.7>

両の出入りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等
工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車

災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災
害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告する。 (1.1.3.7)<1.1.3.8>

関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大
気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、

の安全に留意すること。又、工事着手前に警察、その他関係機関、地元自治会、

その他の化学製品の取扱いに当たっては、当該製品の化学物等安全データシー
ト（ＭＳＤＳ）を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の
確保及び環境保全に努める。建設事業及び建設業のイメージアップのために、
作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。 (1.1.3.8)<1.1.3.9>

監督職員などと十分打合せのうえ、安全管理を行う。なお、交通整理員につい
ては、現場説明事項による。

施設管理者○ ○当該施設の電気主任技術者 ○関係官公署（建築主事、消防
○署等） ○電気事業者 通信事業者 ○ <1.1.5.1><1.1.5.3>(　　　　)

保安業務を行うものとする。
工事用電力設備の保安責任者として有資格者を定め、監督職員に報告する。

(建1.1.3.4)

行う。
契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を

現場説明時の現場説明事項による。

(1.1.3.2)<1.1.3.2>
電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、当該現場における電気工作物の

※

※

※

○ 工事の着手に先立ち、施工計画調査を行うと共に、次の関係者と当該工事に
必要な事前打合せを行う。

(1.1.3.3)<1.1.3.3>

※

施工条件※

○地中埋設物等 標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。
　施工前に、当該工事にかかわる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート
　内の既設・配管配線を含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及
　び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職
　員と協議する。

※

　※契約電力500kW未満の自家用電気工作物

　〇契約電力500kW以上の自家用電気工作物

　〇一般用電気工作物

　〇電気事業用電気工作物

２)

２．特記仕様
１)

表示番号は、改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。
特記事項に記載の(    )内表示番号は、標準仕様書の編・章・節・項を示す。また、<    >内

１．共通仕様
１)

２)

Ⅱ．電気設備新築・改修工事仕様

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築
工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という)、公共建築改修工
事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下｢改修標準仕様書｣という)及び公共建築設備
工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という)による。
工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

適用する。
項目及び特記事項は、※印または●印を適用とし、※印を優先とする。

３．電気工作物の種類　　※印または●印を適用とし、※印を優先とする。

屋外

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

●●

工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。

を直ちに変更し、当該部分の施工に先立ち、監督職員の承諾を受ける。

（総合施工計画書）を作成し、監督職員に提出する。

○●

●

●

●

●

　製本サイズ ○Ａ１ ○Ａ２ ○Ａ３

共
　

　

　

　

通
　

　

　

　

事
　

　

　

　

項

製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号　　　　　)

（　　　）

なお、蓋用のネジは屋内外とも六角アプセットボルト(+)とする。

●

備品等

監督職員事務所の〇

●

●

●

その他事務所として通常必要な備品を揃えること

調光下限値、感知時間等システム設定は監督職員の指示による。

適用する。

書棚 掛時計机・椅子備品の種類 黒板又は
ホワイトボード

数　　量 　　　　　組 　　　　　台 　　　　　個 　　　　　個

懐中電灯安全帯雨がっぱゴム長靴備品の種類

数　　量 　　　　　足 　　　　　着 　　　　　個 　　　　　個

湯沸器加入電話機冷暖房機器衣類ロッカー備品の種類

数　　量 　　　　人用 　　　　　台 　　　　　台 　　　　　台

備品の種類 掃除具 パソコン 周辺機器 ヘルメット

　　　　　個　　　　　台　　　　　個数　　量

桜井市　大字河西　地内

乙類RC造 地上2階 15項

乙類15項

乙類15項

休憩室

車庫

Ｗ造

Ｓ造

地上1階

地上1階

給食ｾﾝﾀー 休憩室 車庫

● ●

項目章 特記事項

●
● ●

引き渡しを要するもの  (                )

●
●

●
●

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

●

●

旧給食センター解体工事

旧給食センター解体工事

○

● ●

※受注者において完成図を作成し、糊張製本「 」部提出する(原図共)

（規模※10㎡程度 ○20㎡程度 ○30㎡程度 〇65㎡程度 〇100㎡程度

●

●

1,284

83.64

69.43

給食センター(ﾌ゚ ﾛﾊ゚ ﾝ庫含)

○● ※

○6　○9　○12

完成写真として、全紙パネルを    部提出する。

分類・規格
○
○

カラーサービス版
カラーキャビネ版

撮影枚数 原板の大きさ(mm)
○
○

24×36以上
100×125以上

部数 その他

監督職員指示箇所

○
(ただし、上記写真は、アルバム製本とする。)

○
　　　　　による。
完成写真　※工事写真に準じて作成する。

○下表による。

完成時の提出図書
(建築に準ずる)

工事写真・完成写真 工事写真  「営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部）」

2020.12



工事名

図面名称

図面番号

検査 縮尺

NON

設計年月日作図

E-02
電気設備工事特記仕様書(2)

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

特

別

管

理

産

業

廃

棄

物

等

の

処

理

等

○

○

○

石綿作業主任者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

※

※

※
  使用状況調査(製造所名、製造年、形式、種類、数量等)
  処分条件調査(収集運搬業者、処分業者、回収業者、産業廃棄物処理施設等)
  調査結果報告書の提出

適用する

適用する

【9.1.2】

【9.1.2】

[5.1.3]

○

○

施工調査等

アスベスト含有材
リスト

施工調査(アスベスト含有建材の有無)  
※

○
○

監督員、工事監理者、請負者立会のもと調査を行う。
目視及び設計図書等による製造年等の確認

(                              )
(                              )

【9.1.1】

○(                              )
○(                              )

○

○

特別管理産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

の処分等
○

種類
○
○
○
○
○

○
種類

○
○
○
○

○

特別管理産業廃棄物

廃石綿等
PCBを含む機器類
PCB含有シーリング材
廃油
廃酸・廃アルカリ

特殊な建築副産物の回収及び処分

フロン
ハロン
イオン化式感知器
六フッ化硫黄(SF6)ガス

特定化学物質

処理方法
※
※
※
○
○
○

処理方法
※
※
※
※
○
○

アスベスト含有建材の除去等による
保管(保管場所：                )
保管(保管場所：                )
中間処理施設再生処理
製造業者又は専門業者(回収委託)
再生処理

登録回収業者(回収委託)
設備設置業者(回収委託)
製造業者又は販売業者(回収委託)
製造業者又はガス回収業者(回収委託)
再資源化
回収 ○

○再使用

○

○
○

焼却処分

再利用
再利用

○
○

破壊
保管

[5.4.1]

[5.5.1]

(                              )
(                              )

○
○(                              )

○
○

○微量PCBの測定を行う。（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査

処分 破壊

等リスト
(                              )

○
破壊○

○除去後の仕上げ ○仕上げ表による。

手続き等○
は奈良市保健・環境検査課)に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容
を周辺住民の見やすい場所に掲示すること。

所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター(奈良市内において※

○アスベスト含有建材の分析調査
分析方法

分析結果報告書の提出

○
※

JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による
「建材中の石綿含有率の分析方法」(平成18年8月21日基発第0821002号、
基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0208003号)による。

○アスベスト含有保温
材等の除去及び処分

除去方法
手ばらし（湿潤化）

密封処理
埋立処分○

※
処分

除去物及び汚染物等の処理
セメント固化○
○溶解固化

※
一時保管場所(                        )

○(　        　        )
【9.1.1】【9.1.4】

○アスベスト含有成形
板等の除去及び処分

除去方法
※手ばらし（湿潤化） ○(　         　       )

【9.1.1】【9.1.5】

溶解固化
一時保管場所(                        )

○埋立処分○処分

○
　岩綿吸音板・硅酸カルシウム板は安定型処分場に廃棄すること
※石膏ボード・化粧石膏ボード・エルボ保温材・煙道断熱材は管理型処分場処分場

○
○

○基礎

○配電盤形式

○工事範囲

○ＰＦ・Ｓ形　(変圧器容量300kVA未満)

○ＣＢ形

○受電電圧 ※高圧受電(6.6kV)  ○特別高圧受電(　　　kV)

認定キュービクル○

○設備容量

消防法に基づく登録認定機関による「キュービクル式非常電源専用受電設備」

の認定を受けたものを使用する。

○変圧器 ※「トップランナー変圧器2014」適用品を使用すること

○変圧器総容量            kVA ○

※油入 ○ ○ガス入モ－ルド

○ダイヤル温度計付○防振ゴム付 ○移動車輪付

高圧電動機総容量            kW  

○

○

○

高圧側設置

低圧側設置

ＡＰＦＣ(自動力率調整器) 設けない○※設ける

※別途工事 ○本工事 ○既設

※6%    ○13%

○進相コンデンサ

○直列リアクトル

○接地の共用 Ａ種接地、Ｃ種接地及びＤ種接地の接地極は共用し、接地抵抗値は10Ω以下と
する。

○

○

○

盤内換気扇

盤内ヒ－タ

付属品等

○屋内用配電盤の場合、外部換気扇連動(※端子    ○スイッチ)を設ける。

公称羽根径は300mmφ(鋼製)とし、電源100Vは配電盤内より供給する。

○その他

予備限流ヒューズを収納ケースに入れ、盤内に収納する。

○
○
○
○
○
○

低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。
低圧配電盤に内部点検空間を設ける。

○
○
○
○
○

接地抵抗値測定用端子を測定しやすい位置に設ける。
キャビネットはステンレス製とする。
据え付け用架台は溶融亜鉛めっきとする。
キュ－ビクルの内部から回路名称がわかるように表示する。
屋外キュービクルのネットフェンス
内部の点検用スペ－スは三方をアクリル板で囲む。

※本工事 ○別途工事

配電盤内部照明用はLED照明器具とし、盤前後の扉ごとに設ける。
低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

主遮断装置、変圧器、低圧主回路導体にそれぞれヒ－トラベルを貼付する。
接地線用の銅帯母線を設け、接地線の取出しが一ヶ所に集中するのを避ける。

盤内ヒ－タ及び同用スイッチを設ける

サ－モスタット(30℃～40℃可変形とし、（※35℃　〇　℃）にセット)及び
切替スイッチ(自動・手動・断)を設ける。

停電作業に伴い、電気主任技術者を立ち会わせること。

受
　

　

　

　

変
　

　

　

　

電
　

　

　

　

設
　

　

　

　

備

○

○

工事範囲

工事種類

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○直流電源装置　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

90Ｖとする。

直流電源装置の過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は○その他

電

力

貯

蔵

設

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ガスエンジン発電装置

○ガスタービン発電装置

○マイクロガスタービン発電装置

○ディーゼル発電装置

○燃料電池発電装置

○熱併供給発電装置（コージェネレーション装置）

工事範囲

工事種類○

○

○太陽光発電装置

○用途 ○非常用発電設備

○常用発電設備（※系統連携型　○独立型）

○風力発電装置

○小出力発電装置

○基礎 ※別途工事　○本工事　○既設

○騒音低減性能 ○超低騒音型　○低騒音型　○通常型

○低圧用SPDの性能　※標準仕様書による　〇（図面番号　　　）

○磁わい式液面検出装置○主燃料槽等
○液面指示計器は磁わい式とする。

発
　

　

電
　

　

設
　

　

備

(5.1.7.4)

(5.1.1.6)

設
備

○

○

工事範囲

工事種類

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

情

報

表

示

設

備
○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○工事範囲

○工事種類

○放送設備の兼用

増幅器○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

非常放送設備を一般放送設備と兼用する。

○ ○ ○非常放送設備 一般放送設備

自動放送はアッテネ－タを経由した回路とする。○

拡

声

設

備

映
像

・
音
響

○マルチサイン装置　○出退表示設備　○時刻表示設備　〇時刻同期装置

構
内
情
報

UTM○ 機能は別図による（図面番号　　　） (6.1.5.6)

通
信
網
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付○工事範囲

○形式 ○ボタン電話装置 ○交換装置

○ ○外部固定形 ○内部固定形 ○回転形または上下動形フロアコンセント

※本工事 ○別途工事○保安器用接地工事

構

内
交

換

設

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○

○

工事範囲

工事範囲防
犯

・
入
退
室
管
理
設
備

工事種類○ ○機械警備用配管　○防犯設備　○入退室管理制御装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

構 
 
 
 

内 
 
 
 

配 
 
 
 

電 
 
 
 

線 
 
 
 

路

○工事範囲

○ふ設方法 ○
埋設深さ

地中埋設式
図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)
-600mm以下とする

○架空線式

○区分開閉器 ○架空引込用 ○地中引込用
ステンレス製鋼板○

制御電源用変圧器避雷器 ※○
※屋外形（ステンレス鋼板性収納箱・鍵付き）

引外し装置なし○
ＳＯＧ制御装置
内蔵機器

用途
構造

○自立開閉器　基礎 ※別途工事　○本工事　○既設

○

○

○

○

○

○

マンホ－ル及び

余長

高圧ケーブル、

避雷器

装柱材

外灯

ハンドホール

がいし、端末処理

構造、寸法は
蓋の用途表示は
ケ－ブルが直接接触しない場合の金物は接地を省略してもよい。

高圧ケ－ブルは、マンホ－ル、ハンドホ－ルまたはキュ－ビクル内等の1ヶ所
で約3mの余長をとる。

○
○
○

一般用

屋外形

一般用

一般用
鋼製屋外灯ポ－ルは溶融亜鉛めっきとし、指定色塗装とする。
接地は各ポ－ル毎に施す。

○

○

○

○

※標準図による。
○

耐塩用

耐塩形

耐塩形

景観照明用

奈良県高圧

○重耐塩用

○

基礎

○
奈良県電気

別図による。(図面番号      )

※本工事

○

○

○

別途

強電・弱電用セパレート

とする。

照明用ポ－ルに ○配線用遮断器（引き外し装置なし）
○カットアウトスイッチ（素通しヒューズ）

を内蔵する。

(2.1.4.2)

※

※

※

〇ハンドホ－ルにおいてケ－ブル支持材を設けない

○ ○機器 警報盤 ○簡易型監視制御装置 ○監視制御装置

中
央
監
視
制
御
設
備

○ナースコール設備

○工事範囲

○非接地電源用分電盤 キャビネット ( ※鋼板製 ○SUS製 )

○基本形ナースコール装置
○
○
○病床ユニット

(8.3.1.2)
(8.3.1.3)携帯形ナースコール装置

情報表示形ナースコール装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

医
療
関
係
設
備

火
　
　
災
　
　
報
　
　
知
　
　
設
　
　
備

工事種類○ ○自動火災報知設備 ○自動閉鎖設備 ○非常警報設備 ○ガス漏れ火災警報設備

連動制御器○ ○
○ダンパ等(全数)復帰用の予備電源容量をもつこと。

単独 ○自動火災報知装置受信機と一体
(6.1.17.2)

自動閉鎖装置○ 防火戸用(DC24V    0.6A以下  電磁式またはラッチ式)
防煙ダンパ用〔別途工事  瞬時通電式または電動式DC24V 0.6A以下、
遠方復帰機構(電動式)DC24V 0.7A以下〕
防火シャッタ用  (別途工事  DC24V  0.6A以下)

○
○

○ (6.1.17.3)

非常警報装置○ 非常放送装置 ○非常ベル(自動式サイレンを含む。) (6.1.18.1)

○ガス漏れ火災警報
装置

単独形 ○自動火災報知装置受信機と一体

○○都市ガス用 LPガス用ガスの種類

○

○ ○

(6.1.19.2)

R型受信機 感知器等の増設や変更に伴う設定は監督員の指示による

○消火ポンプの始動 ※開閉弁開放（易操作性１号消火栓及び２号消火栓）

○

○

消火栓箱内押ボタン（１号消火栓）

発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける）

(3.1.9.8)

(8.3.1.4)
(8.3.1.5)

(8.2.1.2)

<6.2.1.16>

○

駐

車

場

管

制

設

備

工事種類○
(6.1.10.3)

(6.1.10.2)

トイレ等呼出装置

インターホン○

○

○音声誘導装置
誘
導
支
援
設
備

○工事範囲

○アンテナ (6.1.11.3)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○アンテナマスト ○壁面取付形 ○自立形

○電界強度等 電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付け予定位置、
またその周辺で測定する。(測定チャンネルは別図による(図面番号      ))
その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

溶融亜鉛めっき ○ステンレス※ (6.1.11.3)

テ 

レ 

ビ 

共 

同 

受 

信 

設 

備

○受付呼出装置

○テレビインターホン 親機には、子機カメラ角度調整機能付とする。

〇通話機能

○UHF(全帯域用) ○BS･110°CS　○CS

(6.1.10.7)

(6.1.10.8)

(6.1.10.4)

(6.2.19.3)<6.2.21.3>

○工事範囲監
視
カ
メ
ラ
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○

○

カラーモニタ

時刻同期装置

解像度は別図よる（図面番号　　　）

設置する

(6.1.13.3)

(6.1.13.5)

○

○

工事範囲

ふ設方法 ○
埋設深さ

地中埋設式
図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)
-600mm以下とする

○架空線式

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○マンホ－ル及び
ハンドホール

構造、寸法は
蓋の用途表示は

※標準図による。
○奈良県通信 ○

○別図による。(図面番号      )
とする。

構

内

通

信
線

路

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付○工事範囲

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

工事範囲○ ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

Ⅲ．電気設備解体工事仕様
１．共通仕様

１) 本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解

  テレビ共同受信

  火  災  報  知

  壁付インタ－ホン(一般)
  壁付アウトレット(一般)
  壁付アウトレット(和室)
  機器収容箱
  直列ユニット(一般)
  直列ユニット(和室)
  受信機・副受信機
  機器収容箱
  発信機
  ベル
  表示灯
  液化石油ガス用検知器

  １，３００
  １，３００
  １５０
  ２００
  ３００
  １５０
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ２，３００
  ２，１００
  ３００  床上～上端

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  天井下～上端

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  １，３００
  誘  導  支  援   テレビインタ－ホン(親機)

  テレビインタ－ホン(子機)
  外部受付用インターホン(親機)
  外部受付用インターホン(子機)

  １，３００

  １，３００
  １，０００
  ６００以下

　壁付押しボタン（ひも付）   ４００～５５０
  ４００  (トイレ等呼出)

  壁付握りボタン(トイレ等呼出)

  外部受付用インターホン(呼出ボタン)

  床上～中心
  床上～中心
  便器座面～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～下端
  床上～呼出釦
  床上～下端

  １，１００以下

  床上～中心
  床上～中心　壁付呼出表示灯（トイレ等呼出）

　壁付復帰ボタン（トイレ等呼出）
　(天井高)×０．９
  １，３００

  可変速運転用インバータ装置
  盤類(分電盤(実験盤を含む)、制御盤、キュービクル式配電盤、高圧スイッチギヤ(CW形)、
  高圧スイッチギヤ(PW形))
  高圧機器(高圧交流遮断器、高圧進相コンデンサ、高圧限流ヒューズ、高圧負荷開閉器、
  高圧変圧器(特定機器)、高圧避雷器)
　絶縁監視装置(高圧回路の絶縁監視装置、低圧回路の絶縁監視装置)

  太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)
  監視カメラ装置
  中央監視制御装置
　サージ防護デバイス(低圧用SPD)

  LED照明器具（屋内に限る）、照明制御装置

  交流無停電電源装置

  蓄電池(ベント形据置鉛蓄電池、制御弁式据置鉛蓄電池、据置ニッケル ・カドミウムアルカリ蓄電池、
シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池)

設備機材

○工事範囲

○事前調査 調査箇所数        箇所
調査チャンネルは別図による。(図面番号              )

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

(6.2.20.2)

  電灯動力共通

  電          灯

  引込用計器
  引込開閉器
  分電盤
  スイッチ(一般)
  スイッチ(身障者用)
  スイッチ(自動扉用)
  コンセント(一般)
  コンセント(和室)
  コンセント(台上)

  １，８００～２，０００
  １，８００～２，２００
  １，５００
  １，３００
  １，１００
  １，７００
  ３００
  １５０
  １５０～３００

※取付高さは標準であり、監督職員の承諾を受けて変更してもよい。機器取付高さ

  コンセント(機械室・車庫)
  ブラケット(一般)
  ブラケット(踊場)
  ブラケット(鏡上)

  ８００～１，３００
  ２，１００～２，３００
  ２，０００～２，５００
  ５０

  コンセント(車椅子用)   ９００

  動          力   壁掛形制御盤
  手元開閉器
  操作スイッチ

  １，５００
  １，５００
  １，３００

  構内情報通信網   壁付アウトレット（一般）
  壁付アウトレット（和室）

  ３００
  １５０

  構  内  交  換   端子盤(室内)
  集合保安器箱

  ３００
  ２００

  壁付アウトレット(一般)
  壁付アウトレット(和室)   １５０
　壁掛電話機   １，３００

  情  報  表  示   表示盤
  壁付発信機
  ベル・ブザ－・チャイム
  壁掛形親時計
  子時計

  ２，３００
  １，３００
  ２，３００
  １，５００
  ２，３００

  拡          声
  壁付アッテネ－タ
  壁掛形スピ－カ

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  天井下～上端
  床上～下端
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  鏡上端～下端
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  地上～窓中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

名  称 測  点 取付高(mm)

  １，３００

（1）雨水排水（配管、ます、ふた）

（2）汚水、雑排水（配管、ます、ふた）

　 　敷地内合流（雨水、汚水、雑排水）の場合

（6）屋外くつ洗い流し

（7）便器、洗面器

（8）洗面カウンター

（9）ステンレスL型手摺

（12）背もたれ（多目的便所 大便器用）

（13）スタイルボード

（14）オムツ交換ベッド

（16）ベビーチェアー

（15）ダストボックス

（17）黄銅製 フック

（18）化粧鏡（多目的便所共）

（11）ステンレス跳ね上げ手摺

（10）ステンレス手摺(小便器用)

（5）機械室、ます、ふた

（4）下水本管への接続

（3）
工事関係

 衛生設備

（1）外部足場

（6）上記料金

（8）現場事務所

（9）仮設便所

（12）洗車員

（1）屋外基礎

（1）貫通孔材

（4）貫通孔、箱入れ穴埋め

（5）上記の墨出し及び集計（梁、床、壁）

（2）アウトレッドボックス類

（3）上記の墨出し及び集計

４

開口補強

（3）床、壁開口部の箱入れ及び・補強筋

（2）貫通孔材の補強筋

（1）天井、軽鉄間仕切りの開口(ボード等の切込み及び補強共)

開口補強
 躯体の３

　　　（軽荷重）屋外機

 基　　　礎２

（11）道路清掃

（10）仮囲い、ゲート

（7）監督員事務所

（5）工事用電力、電話、水道引込工事

（4）既存部分の養生

1
記号 項　目
　仮　　　設

　 　墨出し、養生、清掃

細　　目

（3）

（2）内部足場

 仕上材の

建築 電気設備 機械設備 備　考

５

６

７

８

９  その他

取合
 設備間の

 電気設備
工事関係

備工事関係
 空気調和設（1）外部ガラリ（ダクト接続の場合取付枠共）

（2）内部ガラリ（ドアガラリ）

（5）換気扇用取付枠

（3）内部ガラリ（レターンガラリ）

（4）厨房フード（幕板、吊りボルト共）

（6）ウエザーカバー

（7）防火区画、ダクト貫通部鋼枠

（1）電柱（新設、移設共）

（2）煙感知器連動防火戸のラッチ受座取付用切込補強

（3）煙感知器連動防火戸の磁石式吸着板、電磁式ﾗｯﾁ受座取付

（4）自動ドア電源供給（１次配線）

（5）自動ドア電源供給（２次配線及びｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ）

（6）電動シャッター電源供給（１次配線）

（10）パッケージ形空調機電源供給（１次配線）

（9）ユニット機器等電源供給（２次配線）

（8）ユニット機器等電源供給（１次配線）

（7）電動シャッター電源供給（２次配線）

（8）パッケージ形空調機（ルームエアコン等を含む）の

（7）電極棒及び電極帯

（6）小便器用節水装置への電源供給配管配線

（5）煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

　　　　　　　　　　　　　　　 との配管配線及び接地

（4）空冷パッケージ及び全熱交換形換気扇と操作スイッチ

                                     の渡り配管配線

（3）自動制御盤と動力制御盤への電源供給及び操作回路

（2）機器付属の制御盤への電源供給配管配線

（1）機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

　　　　　　　　　　　　　　   次側配管配線及び接地

（1）配管、配線トラフ（ふた、セパレーター共）

（2）点検口（床、天井、壁、補強共）

（3）屋外貯油槽

（5）引き渡しまでの電力・水道料金

（4）ガス漏れ警報器（単独）

  ２，３００
  １，３００

  床上～中心
  床上～中心

テ

レ
ビ

電

波

障

害

　

　

　

防

除

設

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

目視による型番確等の確認調査を行う(適用範囲：                    　　　)●

よる。ただし、解体共通仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

２．特記仕様
２)

１)

２)

工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を
適用する。

内表示番号は、建築改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。
特記事項に記載の[   ]内表示番号は、解体共通仕様書の編・章・節・項を示す。また、【   】

「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版」(以下建築改修標準仕様書」という。)
による。

一
般

事

項

章 項目 特記事項

旧給食センター解体工事

●

●

●

環

境

配

慮

改

修

工

事

ア

ス

ベ

ス

ト

処

理

（

）

体工事共通仕様書(平成31年版)・同解説(令和２年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)に

2020.12



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

E- 03
電気設備　現況配置図

1/ 200
旧給食センター解体工事

旧給食センター
RC造2階建

延べ床面積　1,264.20㎡

除　却　建　物

 CB造平屋建て
 除却建物

 延べ床面積　19.80㎡

除却建物

延べ床面積　18.00㎡

除　却　建　物

延べ床面積　83.64㎡
木造平屋建

休憩室
除　却　建　物

延べ床面積　69.43㎡
S・CB造平屋建

車庫

(G54) 3φ3W

(G70) 3φ3W

3φ3W(FEP80)

CV50sq-3C

CV38sq-3C

CV150sq-3C

W
h

DV2.0-2C

※架空線撤去

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

DV3.2-3C 1φ3W休憩室

DV2.0-2C 1φ2W車庫

※架空線撤去

※配管配線撤去

(G54) 1φ3WCV38sq-3C

※埋設配管・配線撤去

6kV CV22sq-3C (G82) 高圧

※露出配管・配線撤去

CV5.5sq-3C 3φ

CVT14sq (VE36)

(VE28)

1φ

VVR8sq-3C (G28) 休憩室

VVR2.0-2C (VE22) 車庫

PAS
S

Wh

N

PAS

S

Wh

＜凡　例＞　

太線部　　：撤去部分を示す

細点線部　：現況のまま、別途・別図参照とする

点線部　　：露出配管・配線を示す

１点鎖線部：地中埋設管路を示す

２点鎖線部：架空配線を示す

動力制御盤

高圧気中負荷開閉器

開閉器箱

電力量計

コンクリートポール

支線

ポールライト

プルボックス

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　埋設配管も全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、撤去とする。

3)　建物内、機械警備設備は事前に当局に連絡し、撤去の依頼を行うこと。

4)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

浄化槽

ボンベ庫

スロープ

キュービクル

物置

物置

物置

物置

オイルタンク

Ｓ造平屋建て

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ撤去
・12m-19cm-3.5kN
・装備柱材、柱上機器共

屋外型ｷｭｰﾋﾞｸﾙ撤去

P.B.撤去(SUS)
400×400×300

ポールライト撤去
水銀灯200W(H5.5m)

電力量計箱撤去、計器返却
W350×D150×H530(鋼板製)

鋼管ﾎﾟｰﾙ撤去、φ89.1、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ共
※ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎は建築図による

IV14sq×3(G28)

ﾎﾟﾝﾌﾟへの送りは存置
立上管はGL面でｷｬｯﾌﾟ止

P.B.撤去(SS)
200×200×100

関西電力柱

CVV1.25sq-5C(G28)
2PNCT1.25sq-8C(G36)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ撤去
・8m-14cm-2.0kN
・支線共

IV2.0mm×2(G16)

関西電力柱

電話引込線撤去
自己支持型ｹｰﾌﾞﾙ×4

電話引込線撤去
自己支持型ｹｰﾌﾞﾙ×1

電話引込線撤去
自己支持型ｹｰﾌﾞﾙ×1

ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤撤去
W600×D250×H1030(鋼板製)

設計　令和　２年１２月　　日
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【注記】

　５．埋設接地極も全て撤去とする。

　６．撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

　７．本図は既設図及び現地調査により復元したものである。

　２．高圧電力送電停止済の為、電力量計、計器変成器は取外し済。

　４．高圧ケーブルは既設引き込み柱まで撤去済。（柱上ＰＡＳは現存の為、撤去する）

　　直列リアクトル

　　不足電圧継電器

　　トリップコイル

　　　過電流継電器

　　　　避　雷　器

　　高圧地絡継電器

　　低圧地絡継電器

　　　　放電コイル

ＳＲ

ＬＡ

ＨＧＲ

ＬＧＲ

ＯＣＲ

ＴＣ

ＵＶＲ

ＤＣＣ

受変電設備図
E- 04

ｱﾚｽﾀ×3

既設構内引込柱[12-19-3.5kN]

腕金(W1500)×2

高圧引込[関西電力]

3φ3W　
6.6k

V

(※撤去済)

低圧引込[関西電力]
1φ3W　200/100V
3φ3W　200V

6kV CV22sq-3C (G82)

IV14sq (VE16) EA

IV14sq (VE16) EA(LA)

VVR8sq-3C (G28) 休憩室

(VE22) 車庫VVR2.0-2C

高圧引込

CV5.5sq-3C (VE28) 3φ引込

(VE36) 1φ引込CVT14sq

既設引込柱　装柱撤去詳細図（S=1/50）

△盤外

▽盤内

　　試験用電流端子ＣＴＴ

ＶＴＴ 　　試験用電圧端子

3

(撤去済)

３φ３Ｗ６６００Ｖ６０Ｈｚ

LAE

EA

E14sq×1(VE16)

PAS
7.2kV　200A

過電流ロック機構付
無方向性

ＶＣＴ WH

6kV CVT22sq-3C

HGR(撤去済)

LA×3
8.4kV
2.5kA

CH

CH

KIP14sq×3

KIP14sq×3

7.2kV　200A

LBS

PF=T(20A)

EL

 LGR1

ｘ2CT

x 2F

AS

V

VS

0-300V

A 100/5A

6600/210-105V

T1　1φ3W

20kVA

2010年製

サ
イ

ズ

ケ
ー

ブ
ル

開
閉

器
容

量
及

び
型

式
L5L3L2L1 L4

MC
CB

MC
CB

MC
CB

CV
-3

C

CV
-3

C

MC
CB

38
sq

3P
_1

00
AF
/1

00
AT

3P
_1

00
AF
/1

00
AT

3P
_5

0A
F/
50

AT

VV
R-
3C

8s
q

22
sq

電
灯

（
給

食
室
）

電
灯

（
水

銀
灯
）

電
灯

（
車

庫
・
備

品
室

）

Ｈ
Ｇ

Ｒ

Ｌ
Ｇ

Ｒ

負
荷

名
称

2P
_5

0A
F/
20

AT

MC
CB

2P
_5

0A
F/
20

AT

EL

ｘ2CT

x 2F

AS

V

VS

0-300V

A 400/5A

サ
イ

ズ

ケ
ー

ブ
ル

開
閉

器
容

量
及

び
型

式

MC
CB

MC
CB

MC
CB

3P
_1

00
AF
/1

00
AT

負
荷

名
称

M1 M2 M3

CV
-3

C

3P
_2

25
AF
/2

25
AT

動
力

（
給

食
室
）

動
力

（
給

食
室
）

15
0s

q

CV
-3

C

50
sq

動
力

（
未

使
用
）

3P
_1

00
AF
/5

0A
T

CV
-3

C

38
sq

T2　3φ3W

6600/210V

100kVA

1997年製放電抵抗内蔵

SC　3φ6.6kV

50.0kvar

1997年製

ED

38
sq

EA EB

38
sq

38
sq

変電設備

Ｎ　　Ｐ Ｎ　　Ｐ

　１．基礎コンクリート解体は建築工事とする。

　３．変圧器、及びコンデンサは製造年よりＰＣＢ含有は無し。

既設キュービクル姿図　1/50

E14sq×1(VE16)

CVT14sq(低圧引込) CV5.5sq-3C(低圧引込)

旧給食センター解体工事

ZCTZCT

 LGR2

　　進相コンデンサ

　　　　変　圧　器

　　　　断　路　器

　　　電力ヒューズ

　　　　　ヒューズ

ＳＣ

ＤＳ

Ｆ

ＰＦ

Ｔ

ＰＣ 　高圧カットアウト

　　高圧負荷開閉器ＬＢＳ

電圧計切替スイッチ

電流計切替スイッチ

　　　　電　圧　計

ＶＳ

ＡＳ

Ｖ

　　　　電　力　計

　　　　電　流　計Ａ

Ｗ

　　　計器用変成器

　　　計器用変圧器

　　　計器用変流器

　　　　　電力量計

　　　　零相変流器

ＣＴ

ＷＨ

ＺＣＴ

ＶＣＴ

ＶＴ

　　零相電圧変成器ＺＰＤ

　　高圧気中開閉器ＰＡＳ

凡　例

PAS　7.2kV200A
無方向性

腕金(W1200)
高圧碍子×3

腕金(W1200)
ｱﾚｽﾀ×3

ｱｰﾑﾀｲ×2

ｹｰﾌﾞﾙﾍｯﾄﾞ IV14sq：A種(VE16)

IV14sq：ｱﾚｽﾀ用(VE16)

6kV CV22sq-3C

6kV CV22sq-3C(G82)

電力量計1φ、3φ
電力会社へ引き渡し

計器取付板(樹脂製)

3φ：CV5.5sq-3C(VE22)
1φ：CVT14sq(VE28)

開閉器箱(樹脂製)W300×D150×H300
ELCB3P30AF/20AT×1(3φ)
ELCB3P50AF/40AT×1(1φ)

DV2.0-2C：車庫
DV3.2-3C：休憩室

3φ：CV5.5sq-3C(VE28)
1φ：CVT14sq(VE36)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
200×200×150

樹脂製ﾌﾞﾛｯｸ
W150×H110

プラボックス

変成器、計器撤去済み
腕金(W1200)

ｱｰﾑﾀｲ

ｱｰﾑﾀｲ×2

1,600 1,700

1
0
0

2
,
1
5
0

設計　令和　２年１２月　　日
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E- 05
分電盤結線図

Ｌ－１　電灯分電盤結線図

電圧 ELCBNo.電圧ELCB No.

1φ3W 210/105V

4 100

2 100
1 2

負　荷　名　称 負　荷　名　称

【分電盤仕様】

(VA)

(VA)

(VA)

(VA)

5 6

7

(VA) 100

100

100 (VA)--

-

-

　鋼板製　屋内・壁埋込型

　片面扉

　W610×D160×H790

IV38sq×3

KS3P
250V/150A
F=200A(2.5kA)

L-2盤送り

KS3P
250V/100A
F=100A(2.5kA)

ＮＴ

3100

100

100○

100 100 - (VA)-

1008

100 -

機器仕様

1

機器No.

MCCB 1P1E 50AF/20AT　×9- 9

(VA)-

(VA)-

(VA)-

(VA)-

(VA)-

○

-

-

-

-

-

-

-

-

10 11

12

9

ボイラー室・準備室
倉庫(北)電灯

従業員食堂・倉庫(南)電灯

エアカーテン

警備補償 行先不明

行先不明

調理室コンセント

洗濯機他、洗い場コンセント

調理室コンセント、殺菌灯

誘導灯

下処理室電灯

調理室コンセント

-

-

3 4

5 6

9

7 8

10 11

12

【分電盤仕様】

　鋼板製　屋内・壁埋込型

　片面扉

　W500×D200×H980

電圧 ELCBNo.電圧ELCB No.

1 2

負　荷　名　称 負　荷　名　称

(VA)

(VA)

(VA)

(VA)

(VA) (VA)--

-

-

-

-

3 4

5 6

7
(VA)-

1 -

機器仕様機器No.

200

200

200

200

200

200

200

MCCB　3P

IV14sq×3

6 ELCB 3P3E 50AF/30AT　×6

ELCB 3P3E 50AF/15AT　×17

○

○

○

○

○

スライサー 脱水機

皮むき器 不明

ルーフファン

フライヤー

ルーフファン(M-6送り)

Ｍ－１　動力分電盤結線図

Ｍ－２　動力分電盤結線図

電圧 ELCBNo.電圧ELCB No.

1

負　荷　名　称 負　荷　名　称

(VA)

(VA)

(VA)

(VA)

(VA) (VA)--

-

-

(VA)-

-

-

(VA)-

(VA)- (VA)-

(VA)-

200

200

200

200

200

200

200

ELCB　3P
225AF/200AT

200

200

200

A B

C D

E F

G

A B

C D

E

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

F ○

○

○

○

F G

H I

J

3

4 5

6 7

8

2

9

10

11

1 -

機器仕様機器No.

2 ELCB 3P3E 100AF/75AT　×2

-

3 ELCB 3P3E  50AF/50AT　×1

4 - 8

9 11

ELCB 3P3E  50AF/30AT　×5

ELCB 3P3E  50AF/15AT　×3

F
PL

200

食缶洗浄機 食器洗浄機

ルーフファン(北) ルーフファン(南)

シャッターホイスト 食缶消毒器

フライバット消毒器 食器消毒器

食器消毒器 殺菌灯(M-5送り)

食器洗浄機

Ｌ－２　電灯分電盤結線図

IV150sq×3

3φ3W 210V

3φ3W 210V

Ａ

【分電盤仕様】

　片面扉

　鋼板製　屋内・壁露出型

　W500×D160×H1300

Ｍ－３　動力制御盤結線図

　片面扉

【制御盤仕様】

　鋼板製　屋内・壁埋込型

　W500×D200×H700

IV14sq×3(M-4送り)

3φ3W 210V

MCCB　3P MCCB　3P MCCB　3P
50AF/50AT 50AF/15AT

MCCB　3P
50AF/15AT 50AF/30AT

MCCB　3P
50AF/30AT

52-1

PL PL

Ａ

52-2

ELCB　3P
50AF/40AT

負荷名称

負荷容量

ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ

F
PL

IV38sq×3

ボイラー

IV8sq×3

警報盤

-

IV1.6×2

ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ

0.4kW5.5kW

IV1.6×3

ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

0.4kW

CV2sq-3C

ﾋｰﾀｰ

3.0KW

IV5.5sq×3

2F空調機

-

CV8sq-3C

Ｍ－４　動力制御盤結線図

　片面扉

【制御盤仕様】
3φ3W 210V

負荷名称

負荷容量

ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ

M-R送り

　鋼板製　屋内・壁露出型

　W400×D200×H600

PL

IV14sq×3

52-1

PL PL

52-2

　片面扉

【制御盤仕様】
3φ3W 210V

負荷名称

負荷容量

ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ

PL

IV14sq×3
　鋼板製　屋内・壁埋込型

　W420×D160×H400

ﾎﾞｲﾗｰ

60AF/60AT
ELCB　3P ELCB　3P ELCB　3P

CV22-3Csq

吸気ﾌｧﾝ

0.2kW- 0.4kW

30AF/5AT 30AF/10AT

CV2sq-3C CV2sq-3C 接続無 接続無

Ａ

Ａ Ａ

ﾙｰﾌﾌｧﾝ ﾙｰﾌﾌｧﾝ ﾙｰﾌﾌｧﾝ

- -

IV2.0×3

-

Ｍ－５　動力制御盤結線図

1

旧給食センター解体工事

1φ3W 210/105V
【分電盤仕様】

　鋼板製　屋内・壁埋込型

　片面扉
IV38sq×3

電圧 ELCBNo.電圧ELCB No.

4

2
1 2

負　荷　名　称 負　荷　名　称

(VA)

(VA)

(VA)

(VA)

5 6(VA) (VA)--

-

-

3

1

8 (VA)-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

3 4

5 6

8

ＮＴ

7
7(VA)- -

100 -
9 10

100(VA)- - 9 10

100 -100(VA)- -

100 -100(VA)- -

100 -100(VA)- -

100 -100(VA)- -

100 -100(VA)- -

(VA)-

(VA)-

(VA)-

(VA)-

(VA)-

(VA)-

1 -

機器仕様機器No.

　W420×D120×H700

11

13

15

17

19

12

14

16

18

20

200

200

200

200

200

200

200

200

洗浄室(西)電灯

洗浄室(西)電灯

コンテナホール(西)電灯

コンテナホール(東)電灯

火災受信機

事務室・応接室電灯

誘導灯

会議室・食堂電灯

事務室・応接室・湯沸室
コンセント

調理室電灯

調理室電灯

調理室電灯

調理室電灯

事務室・応接室電灯

便所・廊下・更衣室
休憩室電灯

会議室・食堂電灯

試験室・会議室・食堂
コンセント

財務課コンセント

8 MCCB 2P2E 50AF/20AT　×8

-9

11 12

13 14

15 16

17 18

19 20

20

MCCB　3P
100AF/100AT

更衣室コンセント

試験室・休憩室・更衣室
コンセント

MCCB 1P1E 50AF/20AT　×12

1210 , ELCB 2P1E 30AF/30AT　×2

11 ELCB 2P1E 30AF/20AT　×1

100AF/60AT

ELCB　3P
30AF/30AT 30AF/30AT

MCCB　3P

610 160

7
9
0

420 120

7
0
0

1
,
3
0
0

500 200

9
8
0

500 160

400 200
6
0
0

500 200

7
0
0

420 160

4
0
0

設計　令和　２年１２月　　日
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吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

E- 06
幹線・動力設備　１階平面図

1/ 100
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旧給食センター解体工事
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※以降【E-03図】参照
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＜注　記＞

4)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

3)　建物内、機械警備設備は事前に当局に連絡し、撤去の依頼を行うこと。

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去と

　　する。埋設配管も全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、

　　撤去とする。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体

　　工事による。

M-4

K-1
M-2

M-2

特記無き配管配線は下記による

M

S

動力分電盤・制御盤

警報盤

開閉器箱、手元開閉器

シャッター用押釦スイッチB

電動機(設備工事)

動力用コンセント　3P200V

動力用コンセント　3P200V(防水)

プルボックス

丸形ボックス

WP

2.0

2.0

5.5

8

14

2

3.5
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IV2.0×3

IV2.0×3,E1.6

IV5.5sq×3,E2.0

IV8sq×3,E2.0

IV14sq×3,E5.5

CV2sq-3C,E1.6

CV3.5sq-3C,E1.6

CVV1.25sq-2C (E19)

(E19)

(E19)

(E19)

(E19)

(E25)

(E25)

(E31)

(E31)

(E25)

細点線部：現況のまま、別途・別図参照とする

点線部　：露出配管・配線を示す

破線部　：床打込配管・配線を示す

太線部　：撤去部分を示す

電灯分電盤

実線部　：天井打込配管・配線、ころがし配線を示す

＜凡　例＞　 (※幹線・動力設備に適用する)

鎖線部　：Ｃ鋼内コロガシ配線、屋外架空配線を示す
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特記事項
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１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)
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吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

幹線・動力設備　２階平面図
E- 07

N

旧給食センター解体工事
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オゾン殺菌装置制御盤姿図　S=1/20

排水ポンプ制御盤姿図　S=1/20

Ｎ　　Ｐ

電力量計収容箱姿図　S=1/20

Ｋ－１警報盤姿図　S=1/20

MCCB2P30AF/5A、ﾘﾚｰ×2収容※【E-06図】参照
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＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　埋設配管も全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、撤去とする。

3)　建物内、機械警備設備は事前に当局に連絡し、撤去の依頼を行うこと。

4)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

特記無き配管配線は下記による

M

S

動力分電盤・制御盤

警報盤

開閉器箱、手元開閉器

シャッター用押釦スイッチB

電動機(設備工事)

動力用コンセント　3P200V

動力用コンセント　3P200V(防水)

プルボックス

丸形ボックス

WP
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CVV1.25sq-4C

IV2.0×3
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CVV1.25sq-2C (E19)

(E19)

(E19)

(E19)

(E19)

(E25)

(E25)

(E31)

(E31)

(E25)

細点線部：現況のまま、別途・別図参照とする

点線部　：露出配管・配線を示す

破線部　：床打込配管・配線を示す

太線部　：撤去部分を示す

電灯分電盤

実線部　：天井打込配管・配線、ころがし配線を示す

＜凡　例＞　 (※幹線・動力設備に適用する)

鎖線部　：Ｃ鋼内コロガシ配線、屋外架空配線を示す
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特記事項
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図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

電灯設備　１階平面図
E- 08

1/ 100
旧給食センター解体工事
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※配置図【E-03】参照

鎖線部：Ｃ鋼内ころがし配線を示す

特記無き配管配線は下記による

位置ボックスを示す

実線部：天井隠蔽、打込配管、天井ころがし配線を示す

破線部：床打込配管配線を示す

IV1.6mm×3　　　　　(E19)　

2.0
IV2.0mm×2　　　　　(E19)

IV1.6mm×2　　　　　(E19）

F2

F3

F4

2F2

VVF1.6-2C

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C×2

VVF2.0-2C

＜注　記＞

２重天井内でケーブル部分はころがし配線

１階天井内はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管、

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去と

　　する。埋設配管も全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、

　　撤去とする。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体

　　工事による。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

　　照明器具安定器は全数品番を確認し、PCB含有無きことを確認の上、処分

　　とし、PCB含有が確認された場合は、監督員に報告の上、引き渡しとする。

N

避難口誘導灯

蛍光灯・LED器具(ボックス付)

蛍光灯・LED器具(ボックス無)

蛍光灯器具(スクエア形器具)

ブラケットライト(白熱灯)

ペンダントライト(蛍光灯)

埋込スイッチ　1P15A

埋込スイッチ　3W15A

WP 埋込スイッチ　1P15A(防水)

3WP 埋込スイッチ　3W15A(防水・カバー付)

スポットライト(白熱灯)

シーリングライト(白熱灯)

太線部　：撤去部分を示す

3

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

F サイクルファン用操作スイッチ

2

埋込コンセント　　2P15A×1

埋込コンセント　　2P15A×2

＜凡　例＞

露出コンセント　　2P15A×1

フラッシュプレート

1.6-2C(E25)
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調理室
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食品庫調味料庫
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揚物焼物調理室ボイラー室
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洗浄室

コンテナホール

ポーチ

玄関ホール

準備室

倉庫

冷蔵室

下処理場

従業員食堂

供給物資倉庫

2F2,F3 2F2,F3

2F2,F32F2,F32F2,F3

F2

LED灯 LED灯LED灯

LED灯 LED灯

点線部：露出配管・配線を示す

煤煙濃度計

ｾﾝｻｰﾗｲﾄ

立上(VE16)

IV2.0×4,1.6×8(E39) IV2.0×8(E31)

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(露出)、ｶﾞｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ

IV2.0×2,1.6×3(E25)

VVF1.6-2C×4

丸ﾎﾞｯｸｽ

丸ﾎﾞｯｸｽ

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(露出)

ﾚｰｽｳｪｲ

壁付ｻｲｸﾙﾌｧﾝ

IV2.0×2(G16)

ｻｲｸﾙﾌｧﾝ×6台

1.6-2C×2(VE22)
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特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

電灯設備　１階平面図
E- 09

1/ 100
旧給食センター解体工事

鎖線部：Ｃ鋼内ころがし配線を示す

特記無き配管配線は下記による

位置ボックスを示す

実線部：天井隠蔽、打込配管、天井ころがし配線を示す

破線部：床打込配管配線を示す

IV1.6mm×3　　　　　(E19)　

2.0
IV2.0mm×2　　　　　(E19)

IV1.6mm×2　　　　　(E19）

F2

F3

F4

2F2

VVF1.6-2C

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C×2

VVF2.0-2C

２重天井内でケーブル部分はころがし配線

１階天井内はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管、

N

F
2

F2

F
2

F
2

F
2

F2

3

3

LED灯LED灯

LED灯

F
2

F
2

F
2

F
2

2.0

2.0

16

15

10

2
.
0

2.0

11

撤去済

2.0

2.0

13

12

IV1.6×3(E19)

IV1.6×3(E19)

IV2.0×8(E31) 3 5 71

2 4 6 8

3 5 71

IV2.0×8(E31)2 4 6 8

1

ボイラー室

FLR40W×2 4

IL 60W×1 4

ボイラー室出入口

IL100W×1 ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ

FLR40W×2

コンテナホール

5

ｺｯﾌﾟ型ﾌﾞﾗｹｯﾄ　乳白ｶﾊﾞｰ

LED40型 7

LED40型 1

従業員食堂

便所

FLR40W×2 1直付(V型)

直付(反射笠付)

直付(反射笠付)

直付(反射笠付)

直付(反射笠付)

準備室

HF 32W×2 直付(V型)

ポーチ

FCL30W×1 埋込　乳白ｶﾊﾞｰ付 1

IL 60W×1 2ｺｯﾌﾟ型ﾌﾞﾗｹｯﾄ

調理室・揚物焼物調理室

28直付(反射笠付)

FL 20W×2 電撃殺虫灯　ﾁｪｰﾝ吊

洗浄室

FLR40W×2 直付(反射笠付)

冷蔵庫

IL 40W×1 ｸﾞﾛｰﾌﾞ型ﾌﾞﾗｹｯﾄ 1

1

倉庫(北)

IL 40W×1

下処理室

4

HF 32W×2

FLR40W×2

FLR40W×2 ﾊﾟｲﾌﾟ吊(反射笠付)

直付(反射笠付) 1

直付(反射笠付) 1

HF 32W×2 ﾊﾟｲﾌﾟ吊(反射笠付) 4

FL 15W×1

FL 20W×2

電撃殺虫灯　ﾁｪｰﾝ吊

電撃殺虫灯　ﾁｪｰﾝ吊 1

6

2

調味料庫

ｼｰﾘﾝｸﾞ(ｶﾊﾞｰ無)

IL 40W×1 ｼｰﾘﾝｸﾞ(ｶﾊﾞｰ無)

2

食品庫

IL 40W×1 ｼｰﾘﾝｸﾞ(ｶﾊﾞｰ無)

オゾン殺菌庫

HF 32W×1 直付(ﾄﾗﾌ型) 2

屋外

HID  200W ﾎﾟｰﾙﾗｲﾄ 1

玄関ホール

FL 20W×4 埋込　乳白ｶﾊﾞｰ付 1

1FL 10W×1 直付　避難口誘導灯 FCL30W×2 ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ 1

FL 20W×2 直付(V型) 1

FCL30W×2 ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ 1

FL 20W×2 直付(V型) 1

階段室

直付(V型)

会議室・食堂

FLR40W×2

1

2

HF 32W×2 直付(V型)

LRS-10-4 直付(V型) 3

便所

FLR40W×1 直付(V型) 1

直付(V型) 1

1FL 20W×2 直付(V型)

FL 20W×2

湯沸室

直付(V型)FLR40W×2

事務室・応接室

10

1FL 10W×1 直付　避難口誘導灯

1FL 10W×1 直付　避難口誘導灯

直付(V型)FL 20W×2

書庫

2

廊下・ホール

ｼｰﾘﾝｸﾞ(ｸﾞﾛｰﾌﾞ型) 3

屋外階段

IL 60W×1

IL 60W×1 ｺｯﾌﾟ型ﾌﾞﾗｹｯﾄ 1

FLR40W×2

照明器具表（１Ｆ） 照明器具表（２Ｆ）

F
2

1

会議室・食堂

階段

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X11 X12X10

屋外階段

DN

吹　　抜

ボイラー室上部

書庫

事務室・応接室

湯沸室

DN

廊下

ホール

便所

試験室
L-2

9

壁芯▽

通芯△

壁芯△

通芯▽

Y2

Y4

Y5

Y6

Y8

Y1

Y9

Y1

Y9

Y3

Y5

Y7

避難口誘導灯

蛍光灯・LED器具(ボックス付)

蛍光灯・LED器具(ボックス無)

蛍光灯器具(スクエア形器具)

ブラケットライト(白熱灯)

ペンダントライト(蛍光灯)

埋込スイッチ　1P15A

埋込スイッチ　3W15A

WP 埋込スイッチ　1P15A(防水)

3WP 埋込スイッチ　3W15A(防水・カバー付)

スポットライト(白熱灯)

シーリングライト(白熱灯)

太線部　：撤去部分を示す

3

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

F サイクルファン用操作スイッチ

2

埋込コンセント　　2P15A×1

埋込コンセント　　2P15A×2

露出コンセント　　2P15A×1

＜凡　例＞

フラッシュプレート

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去と

　　する。埋設配管も全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、

　　撤去とする。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体

　　工事による。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

　　照明器具安定器は全数品番を確認し、PCB含有無きことを確認の上、処分

　　とし、PCB含有が確認された場合は、監督員に報告の上、引き渡しとする。

1

男子更衣室・休憩室 女子更衣室・休憩室

供給物資倉庫

男子更衣室・休憩室

女子更衣室・休憩室

点線部：露出配管・配線を示す

IV2.0×8(31)　打込配管

IV2.0×8(31)　打込配管
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設計　令和　２年１２月　　日



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

コンセント設備　１階平面図
E- 10

旧給食センター解体工事
1/ 100

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X11 X12X10

2

(
1
9
)

(
1
9
)

3

2

2F

4

L-1

WP

WP

2F2

F2

F
2

2
F
2
(
1
9
)

2
F
2
(
1
9
)

2F2

2F2(25)

2F2(PF22)

2

2F2

2.0

2
.
0

※FL面で切断済

2
.
0

2
.
0

3

2
F
2
(
1
9
)

2F2(19)

2.0

2.0

2
.
0

F
2
(
1
9
)

2
.
0

2
.
0

2
.
0

(
F
L
+
2
7
0
0
)

F

F

F

F

F

2
.
0

2.0

2.0

(打込配管) 2.0

2
.
0

2.0 F

(打込配管)

(打込配管)

11

5

6

2
F
2
(
1
9
)

2F2
7

12

10

5

壁芯▽

通芯△

壁芯△

通芯▽

Y2

Y4

Y5

Y6

Y8

Y1

Y9

N

＜注　記＞

IV1.6mm×3　　　　　(E19)　

特記無き配管配線は下記による

2.0
IV2.0mm×2　　　　　(E19)

F2

F3

F4

2F2

(MA)

(P)

VVF1.6-2C

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C×2

VVF2.0-2C

メタルモールＡ型保護を示す

樹脂モール保護を示す

１階天井内はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管、

２重天井内でケーブル部分はころがし配線

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去と

　　する。埋設配管も全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、

　　撤去とする。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体

　　工事による。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

鎖線部：Ｃ鋼内ころがし配線を示す

位置ボックスを示す

実線部：天井隠蔽、打込配管、天井ころがし配線を示す

破線部：床打込配管配線を示す

点線部：露出配管を示す（ケーブルはステープル止）

F

エアカーテン用操作スイッチ

サイクルファン用操作スイッチ

F

2

3

WP

フロアコンセント　2P15A×1　(アップコン)

埋込コンセント　　2P15A×1

埋込コンセント　　2P15A×2

埋込コンセント　　2P15A×3

埋込コンセント　　2P15A×4

防水コンセント　　2P15A×2

露出コンセント　　2P15A×1

4

埋込スイッチ　1P15A

フラッシュプレート

太線部　：撤去部分を示す

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

＜凡　例＞　

2F2

2
F
2

3

2

2 2F2(VE16)

UP
屋外階段

食品庫調味料庫

下処理場

倉庫冷蔵室

UP

ポーチ
DN

揚物焼物調理室

DN

コンテナホール

供給物資倉庫 従業員食堂

ボイラー室

洗浄室

ボンベ庫

便所

準備室

玄関ホール

調理室

VVF2.0-2C(ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ内)

VVF2.0-2C(ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ内)

VVF2.0-2C(E25)
電灯と共用

殺虫灯

VVF2.0-2C(VE16)

オゾン殺菌装置制御盤

ｴｱｶｰﾃﾝ
ｴｱｶｰﾃﾝ

ｴｱｶｰﾃﾝ

ｴｱｶｰﾃﾝ

ｴｱｶｰﾃﾝ

ｴｱｶｰﾃﾝ
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設計　令和　２年１２月　　日



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

コンセント設備　２階平面図
E- 11

旧給食センター解体工事
1/ 100

N

会議室・食堂

階段

X11 X12X10

屋外階段

DN

事務室・応接室

DN

ホール

吹　　抜

Y1

Y9

Y3

Y5

Y7

△壁芯

△通芯

▽壁芯

▽通芯

L-2

2

試験室便所

廊下

湯沸室 書庫

2

2

2

2

2

2

2.0

20

2

2

2

2.0

2
.
0

2.0

14

18

2.0

2
.
0

2

2

2
F
2

9

2
.
0

2.
0

2F2

(P)

2(MA)

2
.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

17

20

2.0

2.0

2F2

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、撤去とする。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

IV1.6mm×3　　　　　(E19)　

2.0
IV2.0mm×2　　　　　(E19)

F2

F3

F4

2F2

(MA)

(P)

VVF1.6-2C

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C×2

VVF2.0-2C

メタルモールＡ型保護を示す

樹脂モール保護を示す

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

特記無き配管配線は下記による

１階天井内はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管、２重天井内でケーブル部分はころがし配線

鎖線部：Ｃ鋼内ころがし配線を示す

位置ボックスを示す

実線部：天井隠蔽、打込配管、天井ころがし配線を示す

破線部：床打込配管配線を示す

点線部：露出配管を示す（ケーブルはステープル止）

F

エアカーテン用操作スイッチ

サイクルファン用操作スイッチ

F

2

3

WP

フロアコンセント　2P15A×1　(アップコン)

埋込コンセント　　2P15A×1

埋込コンセント　　2P15A×2

埋込コンセント　　2P15A×3

埋込コンセント　　2P15A×4

防水コンセント　　2P15A×2

露出コンセント　　2P15A×1

4

埋込スイッチ　1P15A

フラッシュプレート

太線部　：撤去部分を示す

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

＜凡　例＞　

男子更衣室・休憩室

女子更衣室・休憩室

換気扇用
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設計　令和　２年１２月　　日



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

N

E- 12

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、撤去とする。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

IV1.2mm×2　(E19)

IV1.2mm×3　(E19)

特記無き配管配線は下記による　(※点線部は露出、破線部は床打込配管配線を示す)

＜凡　例＞

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

壁掛形スピーカー

天井埋込形スピーカー

ホーン形スピーカー

アッテネーター

フラッシュプレート

フロアプレート

IV1.2mm×4　(E19)

電話用配管　(E25)

△
通

芯

▽
壁

芯

壁
芯

△

壁
芯

▽

壁芯△

通芯▽

壁芯▽

通芯△

△
壁

芯

▽
通

芯

X6

Y2

X1 X2 X3 X4 X5 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y4

Y6

Y8

Y1

Y5

Y9

△
通

芯

▽
壁

芯

壁
芯

△

X10 X11 X12

Y5

Y9

Y1

Y7

Y3

△通芯

▽壁芯

△壁芯

▽通芯

試験室

DN
ホール

階段

屋外階段

DN

A
M
P

書庫

１階平面図　S=1/200 ２階平面図　S=1/200

保安器収容箱姿図　S=1/10

旧給食センター解体工事

弱電設備　１・２階平面図

１階天井内はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管

太線部　：撤去部分を示す

※配置図【E-03】参照

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

電話引込撤去
※配置図【E-03】参照

便所

調理室

UP

食品庫調味料庫

下処理場

倉庫冷蔵室

UP

玄関ホール

準備室

ポーチ DN

ボンベ庫

揚物焼物調理室ボイラー室

DN

洗浄室

コンテナホール

供給物資倉庫 従業員食堂

屋外階段

事務室・応接室

湯沸室

会議室・食堂

廊下

便所

男子休憩室・更衣室
女子休憩室・休憩室

ｶﾞｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ

1.2×7(25)

1.2×7(25)

1.2×7(25)

1.2×6(19)

1.2×7(25)

1.2×7(25)

放送機器(撤去済)

保安器収容箱(鋼板製・埋込)

DV2.0-2C(架空)

丸ﾎﾞｯｸｽ

AE1.2-2C(19)

AE1.2-2C

ｽﾋﾟｰｶｰ撤去済

1.2×5(19)
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設計　令和　２年１２月　　日

1/ 200、 1/ 10



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変 更　　 　　　 年　 　月　 　日1/ 200

火災報知設備　１階平面図

N

△
通

芯

▽
壁

芯

△通芯

▽壁芯

△壁芯

▽通芯

壁
芯

△

壁
芯

▽

壁芯△

通芯▽

壁芯▽

通芯△

△
壁

芯

▽
通

芯

X6

Y2

X1 X2 X3 X4 X5 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y4

Y6

Y8

Y1

Y5

Y9

Y5

Y9

Y1

Y7

Y3

Ｂ Ｐ

Ｐ

Ｂ

E

1.2×8(25)

AE

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　図示無き分岐配管配線も全て撤去とする。(但し、打込み配管は除く）

　　本図は既設図及び現地確認の上復元した図であるが、施工時に図示無き設備が

　　存在する場合も、監督員に報告の上適切に撤去及び処分を行うこと。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

IV1.2mm×2　(E19)

IV1.2mm×4　(E19)

IV1.2mm×6　(E19)

S

E

特記無き配管配線は下記による　(※点線部は露出、破線部は床打込配管配線を示す)

１階天井内はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管

熱感知器(補償式スポット形　露出・1種防爆型)

煙感知器(イオン化式スポット形　露出・2種)

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

4)　煙感知器、イオン化式の場合はメーカー回収委託を行うこと。

E- 13
旧給食センター解体工事

＜凡　例＞

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

Ｐ

Ｂ

火災受信機(P型1級・壁掛・8回線)

発信機(P型1級　埋込)

表示灯(露出)

警報ﾍﾞﾙ(露出)

太線部　：撤去部分を示す

熱感知器(差動式スポット形　露出・2種)

熱感知器(差動式スポット形　露出・2種)※天井内

熱感知器(定温式スポット形　露出・1種防水)

熱感知器(定温式スポット形　露出・1種)

調理室

UP
屋外階段

UP

DN

揚物焼物調理室

DN

ボイラー室

洗浄室

コンテナホール

供給物資倉庫

従業員食堂
調味料庫 食品庫

下処理場

倉庫

冷蔵室

準備室
玄関ホール

ポーチ

便所

ボンベ庫

1.2×8(25)
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特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

火災報知設備　２階平面図

N

△
通

芯

▽
壁

芯

壁
芯

△

通芯▽

通芯△

▽
通

芯

X6

Y2

X1 X2 X3 X4 X5 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y4

Y6

Y8

Y1

Y5

Y9

Y5

Y9

Y1

Y7

Y3

△通芯

▽壁芯

△壁芯

▽通芯

便所

階段

屋外階段

DN

S

S

吹抜屋根

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

P B

ホール

DN

Ｂ

廊下

試験室

湯沸室
書庫

会議室
・食堂

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　図示無き分岐配管配線も全て撤去とする。(但し、打込み配管は除く）

　　本図は既設図及び現地確認の上復元した図であるが、施工時に図示無き設備が

　　存在する場合も、監督員に報告の上適切に撤去及び処分を行うこと。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

IV1.2mm×2　(E19)

IV1.2mm×4　(E19)

IV1.2mm×6　(E19)

S

E

特記無き配管配線は下記による　(※点線部は露出、破線部は床打込配管配線を示す)

熱感知器(定温式スポット形　露出・1種防水)

熱感知器(補償式スポット形　露出・1種防爆型)

煙感知器(イオン化式スポット形　露出・2種)

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

4)　煙感知器、イオン化式の場合はメーカー回収委託を行うこと。

旧給食センター解体工事
E- 14

Ω

Ω

事務室・応接室

１階天井内及び天井裏感知器はスラブ打込、２階天井内は隠蔽配管

火災受信機姿図　S=1/10

＜凡　例＞

細点線部：現況のまま、又は別途工事とする

Ｐ

Ｂ

火災受信機(P型1級・壁掛・8回線)

発信機(P型1級　埋込)

表示灯(露出)

警報ﾍﾞﾙ(露出)

太線部　：撤去部分を示す

熱感知器(差動式スポット形　露出・2種)

熱感知器(差動式スポット形　露出・2種)※天井内

熱感知器(定温式スポット形　露出・1種)

男子休憩室・更衣室

女子休憩室・休憩室

1.2×8(25)

1.2×8(25)

1.2×8(25)

1.2×14(31)
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設計　令和　２年１２月　　日
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特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

電気設備　休憩室・車庫平面図

1/ 100

N

廊下

湯沸室

便所便所

和室12帖 和室15帖

玄関

ホール

物入

押入

床ホール

押入

押入

押入

床

コンセント・弱電設備　休憩室１階平面図　S=1/100電灯設備　休憩室１階平面図　S=1/100

電灯設備　車庫１階平面図　S=1/100

E- 15
旧給食センター解体工事

和室12帖 和室15帖

物入

便所便所

湯沸室
廊下

玄関

S

2

WP

押入

2

WP

2

2

2F3

2
F
2押入

2
F
2

2F2

2F2

2F2

2F2
2F22F2

5C

5C

2F2

2F2

テレビアンテナ：
・VHF×1段,UHF×1段
・マストφ25
・ミキサー(VU)

※配置図【E-03】参照

2

2F2

※配置図【E-03】参照

S

ｔ

AE2

2F
2

2Pr(16)

1

和室

FCL30+40W

FCL30+40W

3

廊下・ホール・玄関

FCL30W×1

和風ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄﾗｲﾄ

洋風ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄﾗｲﾄ

2

1

湯沸室

FL20W×2 直付(ｷｯﾁﾝﾗｲﾄ)ｱｸﾘﾙｶﾊﾞｰ

ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ　ｽｸｴｱ型

照明器具表（休憩室）

IL 60W×1 ｺｯﾌﾟ型ﾌﾞﾗｹｯﾄ

出入口

1

1

照明器具表（車庫・倉庫）

車庫

LSS-1-4

便所

2IL60W×1 ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ　ｺｯﾌﾟ型

物入

FLR40W×1 直付(ﾄﾗﾌ型) 1

倉庫

2

直付

FL20W×1 直付(反射笠付)

電圧 ELCBNo.

(VA)- -

負　荷　名　称

1

2

3

4

1

2

2

予備2

(VA)-

(VA)-

(VA)-

100

100

100

100

1 -

機器仕様機器No.

4 MCCB 2P1E 30AF/20AT　×4

1φ3W 210/105V

CV8sq-3C

【分電盤仕様】

　樹脂製ホーム分電盤

　カバー無

照明

コンセント

エアコン

-

-

-

分電盤結線図

S

2

車庫

棚

SS

倉庫

2
F
2

2
F
2
(
1
9
)

F
2
(
1
9
)F
2
(
1
9
)

2
F
2
(
1
9
)

※配置図【E-03】参照

AE

5C

AE1.2-2C

VVF2.0-2C

2F3 VVF2.0-3C

5C-2V

2Pr(16) 0.65-2Pr　電話線　(VE16)

＜注　記＞

1)　建物解体撤去に伴い、電気設備機器、器具、配管配線類は全て撤去とする。

　　建物解体時、不要な埋設物は図面記載無き場合も監督員に報告の上、撤去とする。

　　照明器具安定器は全数品番を確認し、PCB含有無きことを確認の上、処分とする。

3)　撤去品は産業廃棄物処分に係る法律に基き、適切に処分すること。

　　PCB含有が確認された場合は、監督員に報告の上、引き渡しとする。

2)　電線、ケーブル類は可能な限り引抜きとし、打込み配管撤去は建築解体工事による。

鎖線部：Ｃ鋼内ころがし配線を示す

特記無き配管配線は下記による

実線部：天井隠蔽、打込配管、天井ころがし配線を示す

埋込スイッチ　1P15A

蛍光灯器具(スクエア形器具)

ブラケットライト(白熱灯)

ペンダントライト(蛍光灯)

シーリングライト(白熱灯)

蛍光灯・LED器具

太線部　：撤去部分を示す

＜凡　例＞　

電灯分電盤

S 開閉器箱、ブレーカー

2

埋込コンセント　　2P15A×1

埋込コンセント　　2P15A×2

WP 防水コンセント　　2P15A×2

ｔ

電話用プレート

インターホン(通話式・受話器型)

テレビ端子

ケーブルジョイント部を示す

点線部：露出配管、配線を示す

２重天井内はケーブル部分ころがし配線、壁隠蔽部は(VE16)保護

2F2

VVF1.6-2C

VVF1.6-3CF3

F3

F
3

F3

換気扇用換気扇用

換気扇用

MCCB3P30A

VVF2.0-3C(VE22)
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図面番号

縮尺

NON

検査 設計年月日作図

図面名称

工事名

一 級 建 築 士 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

M-01

Ⅰ．工事概要
１．工事場所

機械設備工事特記仕様書

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

機械設備工事特記仕様書(1)

吉 本 建 築 設 計 事 務 所

備　考耐震安全性の分類消防法令別表第一構造 階数 延面積（m2）

●印をつけたものを適用し、各一式とする。
工事項目／棟別及び屋外 屋外
空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備
浄化槽設備

厨房機器設備

さく井設備

昇降機設備

機械式駐車設備

井水揚水設備

撤去工事

医療ガス設備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

２．建物概要

３．工事種目

官公署その他へ
の届出、手続等

（１）質問回答書（以下（２）から（５）に対するもの）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面

（５）標準仕様書・改修標準仕様書

以上（１）から（５）の順番のとおりとする。

ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

設計図書の優先順位

適用する。

○ 別記工事区分表による。

○概成工期 現場説明書による。

工事実績情報の登録

疑義に対する協議等

他工事との取合い

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

(1.1.1.7)<1.1.1.7>

(1.1.1.8)<1.1.1.8>

(1.1.2.1)<1.1.2.1>

この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集（奈良県県土マネジメント

部）」の書式に従い、日程管理を行う。 

設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり取り合い等の関係で設

計図書によることが困難若しくは不都合な場合が生じた時は、監督職員と協議する。

※

※

※

※

※実施工程表 工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。

実施工程表を変更する必要が生じた場合は、施工に支障が無いよう実施工程表を直ちに
変更し、当該部分の施工に先立ち、監督職員の承諾を受ける。

※施工計画書 （１）工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書（総合施工計画

　　　書）を作成し、監督職員に提出する。

（２）品質計画、施工の具体的な計画並びに一工程の施工の確認内容及びその確認を行

　　　う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）を、工事の施工に先立ち作成

　　　し、監督職員に提出する。

（３）（１）,（２）の施工計画書のうち、品質計画に係る部分については、監督職員

　　　の承諾を受ける。また、品質計画に係る部分について変更が生じる場合は、監督

　　職員の承諾を受ける。 (1.1.2.2)<1.1.2.2>

○電気保安技術者及び

工事用電力設備の保

安責任者

(1.1.3.2)<1.1.3.2>

(建1.1.3.4)

※適用する
電気保安技術者は、(事業用電気工作物に係る工事の場合、電気事業法に基づく電気

主任技術者の業務を補佐すると共に、)監督職員の指示に従い、当該現場における電

気作物の保安業務を行うものとする。

工事用電力設備の保安責任者として有資格者を定め、監督職員に報告する。

施工条件 現場説明書による。 (1.1.3.3)<1.1.3.3>※

項　　目章 特　　　記　　　事　　　項

Ⅱ．機械設備工事仕様

１．共通仕様

１）本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準

２）工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合は、その仕様は当該図面による。

２．特記仕様

２）特記事項に記載の（　）内表示番号は標準仕様書の編・章・節・項を示す。また、<  >内の表示番号は

　　改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

　　仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書｣という。)、公共建築改修工事標準仕様書

　　(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「改修標準仕様書｣という。)及び公共建築設備工事標準図(機械工

　　事編)(平成31年版)(以下「標準図｣という。)による。

１）項目及び特記事項は、※印または●印を適用とし、※印を優先とする。

施工中の安全確保

交通安全管理

(1.1.3.5)<1.1.3.5>

水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。工事に関して、第三者か

する。

工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車両の出入

りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等の安全に留意する

こと。また､工事着手前に警察､その他関係機関､地元自治会、監督職員などと十分打ち

合わせのうえ､安全管理を行う。

災害時の安全確保 災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災害の防止

止に努め、その経緯を監督職員に報告する。 (1.1.3.7)<1.1.3.8>

(1.1.3.6)<1.1.3.7>

※

※

※

○施工中の環境保全等 関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大気汚染、

水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、その他の化学製品

の取扱いに当たっては、当該製品の製造者が作成したＪＩＳ Ｚ ７２５３を常備し、記

載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の確保及び環境保全に努める。建設事業
及び建設業のイメージアップのために、作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。

(1.1.3.8)<1.1.3.9>

○施工調査 ○工事の着手に先立ち、施工計画調査を行うと共に、次の関係者と当該工事に必要な

事前打合せを行う。

○施設管理者 ○当該施設の電気主任技術者 ○関係官公署（建築主事、消防署等）

○電気事業者 ○（　　　　　　　　　） <1.1.5.1><1.1.5.3>

○地中埋設物等 標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。

施工前に、当該工事にかかわる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の既設

配管配線を含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設埋設配管の経

路等が不明な場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

工事現場周辺の状況を調査判断し、本工事施工によって生じる騒音、振動、大気汚染、

  使用する。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

○発生材の処理等 ○引き渡しを要するもの　（　　　　　　　　） (1.1.3.9)<1.5.1.1><1.5.1.2>

○現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　）
○

○ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ○ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ○ｺﾝｸﾘｰﾄ2次製品 ○建設発生木材

再生資源利用〔促進〕計画（実施）書を提出する。

(建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)

産業廃棄物の処理

関係法令に従い、構外搬出適切処理とし搬出書類等提出する。なお、県内の最終処分

場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税条例相当額を支払うこと。

産業廃棄物管理票（マニフェスト）を提出する。

○フロン類(冷媒及び消火ガス等)は、抜取回収後破壊処分を行い、証明書を提出する。

○特定家庭用機器再商品化法に該当するものは適法処理とする。
○ﾕﾆｯﾄ形ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ（ｳｲﾝﾄﾞ形ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ又は室内ﾕﾆｯﾄが壁掛形もしくは床置き形

であるｾﾊﾟﾚｰﾄ形ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰに限る。）

○機材等

  除く）に替える。ただし、これらと同等の  ものとする場合は、監督職員の承諾を受

　ける。

※本工事に使用する設備機材等のうち、設備機材等指定表等により特定のものが特記さ

  れた場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものを使用する。ただし、

○建築材料･設備機器 ※建物内部（天井裏､床下､ＰＳ､ＥＰＳ､ＤＳ等を含む）及びダクト等の内部に使用する

  下記に掲げる各材料・機材等は、それぞれに定められた基準等に適合するものを選定

  する。 (1.1.4.2)<1.1.4.2>

材 料 等 基　　　準　　　等

①接着剤 次の１､２及び３を満足するものとする。

１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合しているも

　のであること。

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて少
　ないものであること。

３　トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないもので

　あること。なお､接着剤は可塑剤が添加されていない材料を使用す

　る。（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を

　含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものは除く）

②保温材
　緩衝材

　断熱材

次の１､２を満足するものとする。
１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合しているも

　のであること。

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて少

　ないものであること。

③塗料 次の１､２及び３を満足するものとする。

１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合しているも
　のであること。

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて少

　ないものであること。

３　トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないもので

　あること。

④設備機器 製品を構成する建築材料は、次の１及び２を満足するものとする。
１　ホルムアルデヒド放散等級がＦ☆☆☆☆の規格に適合しているも

　のであること。

２　アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が極めて少

　少ないものであること。

(1.1.4.1)<1.1.4.1>

なお､Ｆ☆☆☆☆の規格に適合するものと規定された材料等で､Ｆ☆☆☆☆に適合する材
料等がない場合は、監督員と協議を行うこと。

※

※

※

※別記(設備機材)に掲げる設備機材は、(一社)公共建築協会発行「建築材料・設備機材

  等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの（ただし、評価の有効期

　限内のものに限る）を使用する。この場合、評価書の写しをもって、標準仕様書第１

  編1.4.2(3)の品質及び性能を有することの証明となる資料（製作図、試験成績書等は

再資源化を図るもの

○中間技術検査の

実施

○県土マネジメント部の監督及び検査の実施に関する取り扱い要領により中間検査を

(1.1.6.2)<1.1.7.2>行う。

○ ※作成する。（機器製作図含む）

製本サイズ （ ○Ａ１ ○Ａ２ ○Ａ３）

※完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする。

※

※参考ＣＡＤデータの貸与 あり ○なし○

完成図ＣＡＤデータを提出する。　　　　

○保全に関する資料等

建築物等の利用に関する説明書､機器取扱い説明書､機器性能試験成績書､官公署届出

書類､主要機器一覧表､総合調整測定表）を ○（ ※１部 「　　」部 ）提出する。

○その他の引き渡し書類

保証書､施工図(制御システム図･機器配管固定の施工図等)､施工計画書､各種承諾図、

工事写真､その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示する部数を提出する。

○既存完成図の修正（多年度継続工事の場合）

既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し､全体完成図として提出する。

○工事写真・完成

写真 ○完成写真　※工事写真に準じて作成する。　○下表による。 (1.1.2.4)<1.1.2.4>

分類・規格 撮影枚数 部数 原板の大きさ(mm)
○カラーサービス版

○カラーキャビネ版 監督職員指示箇所

○ ○ ○

（ただし、上記写真は、アルバム製本とする。）

○完成写真として、全紙パネルを　　部提出する。

○制御及び操作盤 機器に付属する制御及び操作盤の仕様の優先順位は、次の（１）～（３）の順番のとお

りとする。

（１）図示による。（図面番号　　　　　　）

（２）標準仕様書第２編表2.1.6～2.1.8による。

　　　ただし、標準仕様書各編で製造者の標準仕様と明示されたものは除く。また、同

　　　表の各機材ごとの△印の項目の適用は、 ○適用する ○適用しない

　　　インバータ用制御及び操作盤の仕様において標準仕様書第２編1.2.2.2(2)～(4)

　　　の規定を ○適用する ○要（高調波対策
（３）製造者の標準仕様 (2.1.2.2)

○不要） 適用しない○

○誘導電動機 電動機出力が0.75kW以上の低圧三相かご形誘導電動機の規格は、JIS C 4213（低圧三相

かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ）による。 (2.1.2.1)

(1.1.7.1)～(1.1.7.3)<1.1.8.1>～<1.1.8.4>

0 6 9

○機材の試験 機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を作成のう
え、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。

ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。 (1.1.4.6)<1.1.4.6>

○見本施工の実施 (1.1.5.4)<1.1.6.5>図示による。 （図面番号　　　　　　　　）

○色彩による表示

及び指示

監督職員の指示による。 (1.1.4.2)(1.1.7.4)

<1.1.4.2><1.1.8.5>

○技能士 適用する。 (1.1.5.2)<1.1.6.2>

○１級配管技能士（配管工事）

○１級熱絶縁施工技能士（保温工事）
○１級建築板金技能士（ダクト製作及び取付）

○１級冷凍空気調和機器施工技能士（ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機の据付及び整備）

○化学物質の濃度 ※実施する（○着工前　※施工完了後） 

測定 　測定対象化学物質　　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ

　測定対象室及び測定箇所数

測定方法は監督職員の指示による。

室　　名

箇 所 数

(1.1.5.8)<1.1.6.9>
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○継手 管端コア付鋼管を除く塩化ビニルライニング鋼管、耐熱性塩化ビニルライニング鋼管及

びポリ粉体鋼管で、ねじ接合する場合の継手は管端防食継手とし、パイプニップルは管

端防食継手用パイプニップルとする。 (2.2.1.2)

○一般用弁の耐圧 図面に明記なき一般用弁の耐圧は、下記による。 (2.2.2.1)
水道直結配管に使用する弁は、JIS 0.98MPa(10K)弁とする。

その他配管に使用する弁は、 ※JIS 0.49MPa(5K)弁 JIS 0.98MPa(10K)弁○

○鋼管用伸縮管継手 ※ベローズ形 ○スリーブ形 (2.2.2.7)

○耐火二層管伸縮継手 取付箇所は図示による (2.2.5.16)<2.2.3.16>

○総合調整 ※本工事 総合調整を行う項目は下記による。
○風量調整 ○水量調整 ○室内外空気の温湿度測定

○室内気流及び塵埃の測定 ○騒音測定 ○初期運転状態の測定

○飲料水の水質測定（※水道法施行規則第10条による水質検査　○飲料水適合検査）

○雑用水質の測定

　（※建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第四条の二による）

(2.1.3.3)<2.1.3.3>

○異種管の接合要領

※標準図（施工３） ○図示  （図面番号　　　　　　　）

○機器接続部の金属材料と配管材料のイオン化傾向が大きく異なる場合（鋼とステンレ

ス、銅と鋼）は、絶縁継手を使用し、設置箇所及び絶縁継手の仕様は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　） (2.2.2.12)(2.2.4.1)

○直読式 ○遠隔式 (2.2.2.16)

適用する※ (2.2.2.22)

　駆動方式 機械式○電気式○

※合成樹脂製 ○ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ○ｽﾃﾝﾚｽ製 ○人造石とぎ出し製 (2.2.2.23)

寸法 ※約70㎜×約70㎜×約1,300㎜Ｈ ○

※全長約1,500㎜ ○ (2.2.2.24)

(2.2.5.18)<2.2.3.18>

（１）外壁の地中部分等水密を要する部分のｽﾘｰﾌﾞ ※つば付鋼管 ○

（２）地中部分で水密を要しない部分のｽﾘｰﾌﾞ ※ビニル管(ＶＵ) ○
（３）柱及び梁以外の箇所で､開口補強が不要であり､かつ､スリーブ径２００㎜以下の

　　　部分は ※紙製仮枠

（４）上記以外の鋼管製スリーブ ※白管 ○ (2.2.2.27)<2.2.6.1>

○固定形　　個 ○着脱可能形（測定用ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ　　個、本体　　個） (2.2.3.8)

○建物導入部配管 ※不同沈下の恐れがない

○不同沈下の恐れがある

標準図（施工4）のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄを使用した方法で施工する。ただし、排水及び通気

管を除く。

（※

○空調機用ﾄﾗｯﾌﾟの 図示による。（図面番号　　　　　　　　　）

○ファンコイルの

形式

流量弁

○流量調整弁（図面番号　　　　） ○定流量弁（図面番号　　　　） (2.2.4.2)

○管の接合 ○ビニル管 接着接合 ○ゴム輪接合） (2.2.5.11)<2.2.3.11>

○ポリエチレン管 （○電気融着接合 ○ﾒｶﾆｶﾙ接合） (2.2.5.12)<2.2.3.12>

○ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管 （○熱融着接合 ○電気融着接合 ○ﾒｶﾆｶﾙ接合）

○耐火二層管 接着接合 ○ゴム輪接合）

（伸縮継手の設置箇所は図示による（図示番号　　　　））

（※

○架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 （○電気融着接合 ○ﾒｶﾆｶﾙ接合）

○建物導入部において異種管との接続がある

(2.2.5.13)<2.2.3.13>

(2.2.5.14)

<2.2.3.14>
(2.2.5.16)<2.2.3.16>

接続部の点検枡の構造 ＴＣ－１（○ ○ＴＣ－２）

○溶接部の非破壊

検査

※適用しない

○適用する （○放射線透過検査 ○浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）判定基準

抜取率は下記による。

種　　　別 蒸気配管

1.0MPa未満 1.0MPa未満

冷却水､冷温水､
消火(水用)及び
油配管

使用圧力

検査の種類

溶接部の種類

放射線透過検査（RT）
浸透探傷検査又は磁粉
探傷検査（PT又はMT）

突合せ溶接部

すみ肉溶接部
浸透探傷検査又は磁粉
探傷検査(RT又はMT)

※

○

※

○

※

○(　　％)

　５ ％

(　　％)

　10 ％

(　　％)

　５ ％

工場溶接部については適用された抜取率の１/５としてもよい。

○配管・ダクトの

吊り及び支持

（１）土間埋設配管の吊りはﾋﾟｯﾄ内（材質はｽﾃﾝﾚｽ鋼製）に準じる。

（２）鋼管､鋳鉄管及びｽﾃﾝﾚｽ鋼管の配管呼び径40以下､ﾋﾞﾆﾙ管､ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管､ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管及

　　　び銅管の呼び径20以下の管の形鋼振止め支持は､ (2.2.6.3)<2.2.4.3>
※不要 ○要（支持間隔は図示による。（図面番号　　　　　））

(2.2.4.1)

(2.2.4.3)

(2.2.5.17)<2.2.3.17>

（３）吊り及び支持は、標準図（施工13～17）による。

○地中埋設管の埋

戻土

コンクリート管以外の管を地中埋設とする場合は､管及び被覆樹脂を傷めぬよう山砂の

類で管の周囲を埋戻した後、掘削土の良質土で埋戻す。 (2.2.7.1)<2.2.5.1>

○管の埋設深さ （１）一般敷地

（２）構内車両通路

○※３００㎜

※６００㎜ ○

(2.2.7.2)<2.2.5.2>

○地中埋設標及び

埋設表示用ﾃｰﾌﾟ （２）消火管　地中埋設標

（１）給水管　地中埋設標 要（※ 不要）○ 埋設表示ﾃｰﾌﾟ 不要）○要（※

要（※ 不要）○ 埋設表示ﾃｰﾌﾟ 不要）○要（※

（３）ガス管　地中埋設標 要（※ 不要）○ 埋設表示ﾃｰﾌﾟ 不要）○要（※
要（※ 不要）○ 埋設表示ﾃｰﾌﾟ 不要）○要（※（４）油　管　地中埋設標

（５）地中埋設標の設置箇所は図示による。 （図面番号　　　　　）

（６）埋設給水本管の分岐､曲り部等の衝撃防護措置は図示による。

（図面番号      　　）

（７）埋設表示ﾃｰﾌﾟの土被りは150mm程度とする。

(2.2.7.1)(6.2.2.3)<2.2.5.1><6.2.2.3>

○ 標準図（施工１）による。 (2.2.8.1)<2.2.6.1>防火区画貫通部

の処理

○保温 （１）保温種別は、標準仕様書第２編表２.３.２及び表２.３.５による。ロックウール

　　　保温材､グラスウール保温材及びポリエチレンフォーム保温材が併記されている
　　　箇所は､どれを使用してもよい。ただし､給水管､排水管で､床下､暗渠内（ピット

　　　内を含む)､屋外露出及び浴室､厨房等の多湿箇所(厨房の天井内は含まない）は、

　　　ポリスチレンフォーム保温材とする。

（２）共同溝の保温種別は、図示による。（図面番号　　　　　）

異種管の接合及

絶縁継手

○量水器

○緊急遮断弁装置

○水栓柱

○不凍水栓柱の寸法

○スリーブ

○瞬間流量計

（３）配管の保温外装は、下記による。

【空気調和設備】（断熱材被覆銅管を含む）

ステンレス鋼板 ○
○保温化粧ケース （○

○溶融アルミニウム-亜鉛鉄板 ○

保温化粧ケースの下部カバー ○要 ※不要

屋内：

露出部 合成樹脂カバー２※合成樹脂カバー１ ○

○

屋外： 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板 ○カラー亜鉛鉄板
塩化ビニル樹脂

保温化粧ケース（塩化ビニル樹脂）

○アルミ合金

ステンレス鋼板）

【給排水衛生設備】

隠蔽部（機械室等の露出配管、暗渠内を含む） 要○不要※

屋内：

露出部 合成樹脂カバー２※合成樹脂カバー１ ○

隠蔽部（機械室等の露出配管、暗渠内を含む） 要○不要※

ステンレス鋼板 ○

○保温化粧ケース （○

○溶融アルミニウム-亜鉛鉄板 ○

保温化粧ケースの下部カバー ○要 ※不要

○

屋外： 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板 ○カラー亜鉛鉄板

塩化ビニル樹脂

保温化粧ケース（塩化ビニル樹脂）

○アルミ合金

ステンレス鋼板）

※

※

※行わない ○行う（蓋の部分は行わない）（４）鋼板製タンクの保温は

外気取入れ用ダクト

（５）次のダクト等に保温を行う。

○

○

○

○

○屋外露出の煙道及び煙突

断熱材付フレキシブルダクト及びたわみ継手

内貼りしたダクト及びチャンバー

空調している建物内の還りダクト

換気用ダクト ○ ○排気用ダクト

○屋内外露出排煙ダクト
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（６）次の管､弁､フランジ等に保温を行う。
○放熱器廻り蒸気配管及び温水管

○蒸気還り管

○蒸気管及び温水管で､屋内及び暗渠内の各種装置廻りの配管

○蒸気管及び温水管で､屋内及び暗渠内の弁、ﾌﾗﾝｼﾞ､伸縮管継手､防振継手､

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ等

○冷凍機の冷却水管

○ポンプ廻りの防振継手､ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ

○各種タンク類のオーバーフロー管及びドレン管

（冷水､冷温水タンクの第１バルブまでを除く）

○エア抜弁以降の配管及び排泥弁以降の配管等
○油管

○衛生器具の付属品と見なされる器具及び配管

（流し下部の床上排水管を含む）

○給水用配管で､ポンプ廻りの防振継手､ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ

○給水及び排水の地中又はコンクリート埋設配管

○給湯管で､屋内及び暗渠内の弁､ﾌﾗﾝｼﾞ､伸縮管継手､防振継手､ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ等

○保温付被覆銅管

○排水管で､暗渠内配管（ピット内を含む）､最下階の床下配管､屋外露出配管

及び耐火二層管

○通気管（排水管の分岐点より１００㎜以下の部分を除く）

○消火管
○厨房機器及びガス湯沸器廻りの給水､排水及び給湯管

（７）寒冷地等での保温厚は、図示による。

（８）高圧（0.1MPa）以上の蒸気管及び蒸気ヘッダーの保温厚は、図示による。

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

（９）ファンコイルユニット等のドレン管の保温は、給排水設備工事の排水管による。

（10）エアー抜き管の保温厚は２０㎜とし、仕様は当該配管の項に準ずる。

（11）保温を施す空調用タンクの蓋の保温

（12）全熱交換形換気扇の給気ダクトの保温

※要 ○不要

※要 ○不要

（13）消火用充水タンクの保温 ※要 ○不要

(2.3.1.4)(2.3.1.5)(2.3.1.6)

○塗装 （１）塗料を屋内で使用する場合のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ○

(2.3.1.1)（２）表2.3.10によらない場合は、図示による　（図面番号　　　　　　）

（３）調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗りの塗料 ○

　　　ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ塗りの塗料 ※JIS K 5492(ｱﾙﾐﾆｳﾑﾍﾟｲﾝﾄ)の１種

JIS K 5516(合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ)の１種※

○

(2.3.2.1)

（４）下記の金属電線管は、塗装を行う。

　　　下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したﾀﾞｸﾄ及び配管は､塗装を行わない。

（　　　　　　　　）○配線室以外の屋内露出配管※屋外配管※

（　　　　　　　　　　）○機械室○倉庫○隠蔽部※

○土工事 ○地中埋設管を除き､埋め戻し及び盛土は､ (2.4.2.1)
<2.7.1.1>※根切り土の中の良質土を使用し､十分な締め固めを行う。

○山砂の類を使用し､十分な締め固めを行い､水締めを行う。

○残土処分

※

○ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 図面に明記なきコンクリート設計基準強度及びスランプは､下記による。 (2.4.4.1)

設計基準強度 ※ ○

スランプ ※１８㎝以下 ○

<2.7.3.1>１８Ｎ/ｍ㎡以上

鋼材工事 鋼製架台､はしご等の機器付属金物及び配管､ﾀﾞｸﾄの支持金物の屋外部分は､ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

（SUS304）又は溶融亜鉛めっき（※2種35　　○2種50）とする。

ただし､ﾋﾟｯﾄ内等多湿箇所の吊り及び支持金物はｽﾃﾝﾚｽ鋼製（SUS304）とする。

(2.4.6.2)<2.7.5.2>

○

構外搬出適切処理 構内指示の場所に敷きならし○

○耐震施工 設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針（独立行政法人建築研究所監修）

２０１４年版」による。なお設計用水平地震力は、次に示す設計用標準水平震度に、機

器の重量を乗じたものとする。
また、設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１/２とする。

設計用標準水平震度

上層階､屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

設置場所
○特定の施設 ※一般の施設
重要 一般 重要 一般

機器 水槽類 機器 機器 水槽類 機器
2.0(2.0) 2.0 1.5(2.0) 1.5(2.0) 1.5 1.0(1.5)

1.5(1.5) 1.5 1.0(1.5) 1.0(1.5) 1.0 0.6(1.0)

1.0(1.0) 1.5 0.6(1.0) 0.6(1.0) 1.0 0.4(0.6)

注　（　　）の内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

重要機器（水槽類）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）
○消火設備 ○水槽類 ○ ○ ○

上層階の定義は、次による。

　6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、 (3.2.1.1)(5.2.1.1)

　10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階 <3.2.1.1><5.2.1.1>

建築設備耐震設計・施工指針(2014年版)」により、配管に形鋼振れ止め支持を行う場合

はＳＡ種とする。

○はつり 既存のｺﾝｸﾘｰﾄ床､壁等配管貫通部の穴明けは､原則としてﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰを使用する。

なお､復旧はﾓﾙﾀﾙ又はﾛｯｸｳｰﾙを充てんする。（建築基準法令に適合させること）

○容量等の表示 機器類の能力､容量等は表示された数値以上とする。

ただし､電動機の出力､燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする。

○防火区画 ○平面階 ○図示（図面番号　　　　　） ○

○掲示板 機械室に操作順序､注意事項､連絡先及び系統図等を描いた掲示板を設ける。

○マンホール､蓋類 ※用途名入りとする。 ○県名入りとする。

○取替機器

○天井点検口 天井点検口の裏側に用途名称を付す。

機器の据付○

もりこむこと。

共通仕様に記載ないものに関しては、メーカー据付要領を参照として、施工計画書に

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

○

桜井市　大字河西　地内

建物名

休憩室
車庫

Ｗ造 地上1階 15項 乙類
RC造 地上2階 15項

Ｓ造 地上1階 15項 乙類

給食ｾﾝﾀｰ 休憩 車庫

●● ● ● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●
●

●

● ●

●

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

83.64
69.43

1,284 乙類給食センター ﾌ゚ ﾛﾊ゚ ﾝ庫含む

旧給食センター解体工事

旧給食センター解体工事

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て受注者が行うこと。

ら説明の要求又は苦情があった場合は、受注者の責任において直ちに誠意をもって対応

機器を取り替えた場合､取替日､受注者名､施工者名及び能力を記した銘板を取付ける。

※受注者において完成図を作成し、糊張製本「　」部提出する（原図共）

●

●完成時の提出図書

(建築に準ずる)

※工事写真　「営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部)」による。

2020.12



図面番号

縮尺

NON

M-02

検査 設計年月日作図

図面名称

工事名

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

○監督職員事務所

(2.4.1.1)○監督員事務所の

備品
備品の種類

備品の種類

備品の種類

備品の種類

数　量

数　量

数　量

数　量

机・椅子 書　棚 黒板又はﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 掛時計

組 台 個 個

ゴム長靴 雨がっぱ 安全帯 ヘルメット

足 着 個 個
懐中電灯 衣類ロッカー 冷暖房機器 加入電話機

湯沸器 掃除具 パソコン 周辺機器

個 人用 台 台

台 個 台

その他事務所として通常必要な備品を備えること。

○工事用仮設物 構内につくることが ※できる ○できない

○足場・さん橋類 ※関係者が設置したものは､無償で使用できる。

○本工事で設置する。

(2.4.1.1)<1.2.2.1>

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労

働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」
により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん

及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり

先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手す

り先行専用足場方式により行うこと。なお単管足場、枠組足場を用いる場合の設置場

所については図示による。

内部足場

外部足場

○

○

※Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種

Ｆ種（くさび式緊結足場）

Ａ種（枠組足場）

Ｅ種（単管足場）○

○Ｂ種（くさび式緊結足場） ※Ｃ種、Ｄ種

○Ｅ種（高所作業車）

仮
　
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
　
　
事

(総合会議室を
含む)

本工事（規模 ※10㎡程度 ○20㎡程度 ○30㎡程度 ○65㎡程度 ○100㎡程度）

部　位 仕　　　　　様
床

内壁・天井

屋根 ※

※

※合板張り又はビニルシート張り

合板張り又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り＋塗装

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装 ○

○

○

○

仕上げの程度 (2.4.1.1)<1.2.3.1>

(3.2.2.6)

(3.1.14.5)

(2.3.1.4)(3.1.14.5)(3.2.2.2)(3.2.2.6)

空
　
　
　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
　
　
調
　
　
　
　
　
　
　
和
　
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
　
備

圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)○

配管用炭素鋼鋼管(黒管)※

（３）蒸気給気管

ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　）○

ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)○

硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)○

配管用炭素鋼鋼管(白管)※

（２）冷却水管

ポリブデン管○

架橋ポリエチレン管○
ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　）○

耐熱性ライニング鋼管(SGP-HVA,SGP-H-FVA,SGP-H-FCA)○

配管用炭素鋼鋼管(白管)※

（１）冷温水管･膨張管･エアー抜管･膨張タンクよりボイラー等への補給水管

(2.2.1.2)図面に明記なき配管材料は､下記による。配管材料○

風量測定口の取付 図示による。（図面番号　　　　　　）

位置

○

ボックスの吊りは３点支持を標準とし、これによれない場合は監督職員との協議による。

グラスウール製○亜鉛鉄板製※

ボックスの材料

吹出口及び吸込口○

不要○
要（標準仕様書第２編表２.３.２及び表２.３.４による。）※消音内貼

項による。
製作及び取付は､標準仕様書第３編２.２.２「アングルフランジ工法ダクト」の当該事チャンバー等○

<3.2.2.1>～<3.2.2.5>屋外に設置するダクト類にはシール等で水密を確保する。※

(3.2.2.1)～(3.2.2.5)（長辺の長さが１５００㎜以下の部分）

スライドオンフランジ工法）○共板フランジ工法（○コーナーボルト工法○

フレキシブルダクト○スパイラルダクト○アングルフランジ工法○ダクトの工法○

(3.2.2.2)<3.2.2.2>高圧２ダクト○高圧１ダクト○低圧ダクト※ダクトの種別○

26℃
22℃68.0％

52.3％
0.4℃

％
％

℃
℃

50％
40％

夏　期
冬　期

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)
一般事務室

屋内（調整目標値）
屋　外

時期

場所
設計時の温湿度条件○

放熱器○全熱交換器○空気清浄装置○ファンコイルユニット○

ガスエンジン式パッケージ形空気調和機○パッケージ形空気調和機○

コンパクト形空気調和機○ユニット形空気調和機○氷蓄熱ユニット○

ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置○小型吸収冷温水機ﾕﾆｯﾄ○直だき吸収冷温水機○

空気熱源ヒートポンプユニット○チリングユニット○冷却塔○

吸収冷凍機

○温水発生機

○スクリュー冷凍機○

○温風暖房機

遠心冷凍機○

ボイラー○主要熱源機器○

個別方式○ファンコイル･ダクト併用方式○

各階ユニット）○中央（○ダクト方式○空気調和○

○ファンコイル･ダクト併用方式 ○個別方式

○ダクト方式 （○中央 ○各階ユニット）○空気調和

既設○

改修○新設※方式○

35.1℃

（４）蒸気還管
※圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)

○

○一般配管用ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）

（５）高温水管

※圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管) ○Sch40 ○Sch80

○

（６）油管

配管用炭素鋼鋼管(黒管)（トラフ内共）※ （※一般 ○ ）

※硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(SGP-VS) （※地中(屋内及び屋外) ○

○
（７）空調用給水管

○硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)

○ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)

○水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

○

○

（９）冷媒管
※断熱材被覆銅管

○銅管

○圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)

（８）空調用排水管

○硬質塩化ビニル管(VP)

○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)

○結露防止層付硬質塩化ビニル管（屋内）

定風量ユニット

変風量ユニット

○ ○風速センサータイプメカニカルタイプ

地下オイルタンク （１）本体 ※地下オイルタンク 記号 TO-

鋼製強化プラスチック製二重殻タンク○ 記号　TOSF-

（２）蓋 ※WPM-AW800 ○WPM-AW700 ○WPM-A450 ○
（３）タンク室 ○設けない(コロッケ形) ○

（４）コンクリート工事

（５）コンクリート躯体工事

本工事※ 別途建築工事○

※本工事 ○別途建築工事

（６）内部充填砂 ※本工事 ○別途建築工事

○

○

(3.1.15.13)(3.2.15.14)

(3.1.13.7)

※施工しない

○施工する （○アスファルト被覆 ○エポキシ樹脂被覆 ○ ）

（７）タンク外面防護処理

）

（８）基礎杭

（９）遠隔油量指示計

要※不要 ○

※設ける ○設けない

オン･オフ制御 ○ハイ･ロー制御 ○比例制御

図面に明記なき鋼板製煙道の厚さ ※３.２㎜ ○４.５㎜

煤煙濃度計取付座及び煤塵量測定口(80φ以上)の箇所は図示による。

（図面番号　　　　　　）

設けない
設ける（電源制御盤より取り出し配管配線は本工事に含む。）

送風機付き

（１）運転方式

（２）イオン交換樹脂筒

（３）処理水用硬度測定器

※自動式

※

※設ける

１筒式

送風機なし○

○

○

○手動式

設けない

ステンレスを除く鋼製の場合の内面防錆処理は (3.1.2.2)

溶融亜鉛めっき２種55 ○溶融アルミニウムめっき２種

熱媒水に腐食抑制剤を添加する方法

圧縮機インバーター制御（図面番号　　　　　　　） (3.1.3.1)～(3.1.3.4)

図示による。（図面番号　　　　　　　　）

グリーン購入法で定める数値以上とする。

始動方式（図面番号　　　　　　）

氷蓄熱用に使用する場合の適用（図面番号　　　　　　　）

モジュール型の適用（図面番号　　　　　　）

図示による。（図面番号　　　　　　　　）

(3.1.3.4)熱回収型の適用（図面番号　　　　　　）

排熱熱交換器

排熱投入型再生器

設ける○ ○設けない (3.1.3.6)

○設ける ○設けない
排熱を回収又は投入している運転状態における燃料削減率は図示による。

（図面番号　   　　　　 ）

冷却塔､ポンプの補機類の組み込みの有無等図示による。 （図面番号　   　　　　）

(3.1.3.7)

仕様､システム等は図示による。 （図面番号　　　　　　　） (3.1.4.1)～(3.1.4.16)

冷媒は図示による。 （図面番号　　　　　　　）

氷生成装置 ○スタティック形 （○内融式 ○外融式 ○カプセル式）

○ダイナミック形

タンク本体の材質は図示による。
基礎等は図示による。

（図面番号　　　　　　　）
（図面番号　　　　　　　）

ユニット形空気調和機 加湿器､許容騒音レベル､吐出口風速等図示による。

（図面番号　   　　　　）

コンパクト形空気調和機 加湿器､ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､制御盤等図示による。

（図面番号　   　　　　）

ファンコイルユニット サブドレンパンの適用は図示による。

（図面番号　   　　　　）

カセット形ファンコイルユニット 図示による。 （図面番号　   　　　　）

パッケージ形空気調和機 加熱器，加湿器､ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､冷媒等図示による。

○（　　　　　　）

(3.1.1.1)(3.1.2.1)(3.1.2.2)(3.1.2.3)(3.1.2.4)

(3.1.1.3)

(3.2.1.4)

(3.1.1.4)

(3.1.1.6)

(3.1.3.1)～(3.1.7.7)

(3.1.3.1)～(3.1.7.7)

(3.1.5.1)～(3.1.5.11)

(3.2.1.12)

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 加湿器、冷媒､成績係数等図示による。

（図面番号　   　　　　）

※標準基礎 ○防振基礎 (3.1.7.1)～(3.1.7.7)

フィルターの形式等図示による。 （図面番号　　　　　　　）

回転数制御装置は図示による。 （図面番号　　　　　　　） (3.1.9.1)～(3.1.9.4)

運転表示灯及び操作スイッチ等は図示による。（図面番号　   　　　　）
(3.1.9.1)～(3.1.9.4)

ファンコンベクターの吹出口､吸込口､エアフィルター等図示による。

（図面番号　   　　　　）

コンベクター､パネルラジエーターの寸法､放熱能力等図示による。

電動機の仕様等は図示による。 （図面番号　   　　　　） (3.1.11.1)～(3.1.11.4)

水抜き穴 ○設ける）

※標準基礎 ○防振基礎（振動絶縁効率 ％）

本体及びﾍﾞｰｽの材質､構成、形式、ﾌｰﾄ弁の口径、電動機等図示による。
（図面番号　   　　　　） (3.1.12.1)～(3.1.12.6)

※標準基礎 ○防振基礎（振動絶縁効率 ％）

（※設けない

(3.1.8.1)～(3.1.8.5)

(3.1.10.1)～(3.1.10.11)（図面番号　　　　　 　）

(3.2.1.19)

(3.2.1.20)

SUS鋼板溶接加工 （○ＳＵＳ３０４ ○ＳＵＳ３１６ ○ＳＵＳ４４４）

配管接続は図示による。 (3.1.13.2)（図面番号　   　　　　）

開放形膨張タンク （○鋼板製 ○ステンレス鋼板製(SUS304)） (3.1.13.5)

密閉形隔膜式膨張タンク （溶接栓 ○あり ○なし） (3.1.13.6)

接続口を設ける （○還水管 ○排水管） (3.1.13.9)

直だき吸収式冷温

○バーナーの制御方式 ○

○鋼板製煙道

○ばい煙濃度計 ○
○

※

○給水軟化装置

○無圧式温水発生器

の本体内面防錆処

理

○

○

○ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ ○

○

空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

遠心冷凍機

スクリュー冷凍機

○

○

○

○冷媒

○成績係数

○

ﾕﾆｯﾄ

○ｽｸﾘｭｰ冷凍機 ○

○

水機

小型吸収式冷温水

機ﾕﾆｯﾄ

○ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置

○氷蓄熱ユニット

○

○空気調和機 ○

○

○

○

○

○

基礎

○空気清浄装置

○回転形全熱交換器

○全熱交換ユニット

○放熱器及び放熱器

付属品

○送風機

基礎

○ポンプ類

基礎

○還水タンク ※

○膨張タンク ○

○

○ヘッダー ○

(3.1.14.9)

(3.1.14.6)

(3.1.14.5)

(3.2.1.19)

換
　
　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

(3.2.2.1)

（図面番号　　　　　　　　　）厨房､浴室等の多湿箇所の排気ダクトに設ける。ドレン抜き○

手動復帰式○

手動復帰式○遠隔復帰式※ピストンダンパーの復帰方式

遠隔復帰式（電気式(定格入力 DC24V 0.6A以下)）※

ピストンダンパー

防火防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

(3.1.15.8)～(3.1.15.10)防煙ダンパー･防火防煙ダンパーの復帰方式○防煙ダンパー

グリスフィルター○グリスエクストラクター○グリス除去装置○

設けない○設ける○　　　又はステンレス製コックを

（３）フードの内側周囲にはといを設け､といには呼び径10～20の黄銅製コック､プラグ

設けない○設ける○（２）フード囲いにダンパー類の点検口を

亜鉛鉄板○ステンレス鋼板(補強共)※　　　のとし､材質は次による。

（１）排気フードの補強､支持金物､接合材等は､亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるも排気フード○

グラスウール製○亜鉛鉄板製※

ボックスの材料

吹出口及び吸込口○

(3.1.11.1)～(3.1.11.4)％）防振基礎（振動絶縁効率○標準基礎※基礎

（図面番号　　　　　　　　　）送風機 電動機直動式の場合の極数等図示による。○

（　　　　　　　　　　）1500を超え､2200以下

（　　　　　　　　　　）750を超え､1500以下

（　　　　　　　　　　）450を超え､750以下

（　　　　　　　　　　）450以下
適用表示厚さ(㎜)ダクトの長辺(㎜)

(3.2.2.2)厨房用排気ダクトの板厚は下記による。

板厚

厨房用排気ﾀﾞｸﾄの○

スライドオンフランジ工法）○共板フランジ工法（○

コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００㎜以下の部分）

(3.2.2.1)～(3.2.2.4)

○
フレキシブルダクト○スパイラルダクト○アングルフランジ工法○ダクトの工法○

(3.2.2.1)高圧２ダクト○高圧１ダクト○低圧ダクト※ダクトの種別○

○排煙対象部分 ○廊下 ○事務所 ○図示による。 （図面番号　　　　　　　　　）

○最大面積 ㎡

○ダクトの種別 ○高圧１ダクト ○高圧２ダクト (3.2.2.1)

○ダクトの工法 ※アングルフランジ工法 ○ (3.2.2.1)～(3.2.2.2)

○ダクトの材料 ※亜鉛鉄板製 ○普通鋼板製

○排煙口及びﾀﾞﾝﾊﾟｰ （１）形状 ○スリットフェイス形 ○パネル形 ○ダンパー形

（２）排煙口の作動 ○手動（○機械式 ○電気式） ○煙感知器連動

（３）ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管、配線

　　　は別途工事（電気設備工事）とする。

○排煙機 ※遠心送風機 ○斜流送風機 ○軸流送風機 (3.1.11.4)

基礎 ※標準基礎 ○防振基礎（振動絶縁効率 ％）

排
　
　
煙
　
　
設
　
　
備

○自動制御設備一般 システム構成、仕様及び機能は図示による。 (4.1.1.1)

○自動制御機器 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式調節部の中央監視制御装置との通信機能は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　　　） (4.1.2.2)

操作部電動弁の開閉状態を遠方表示するための電気接点は図示による。

（図面番号　　　　  　　　　） (4.1.2.3)

○中央監視制御装置 システム構成、仕様及び機能は図示による。（図面番号　　　　　　　　　） (4.1.4.1)

一般

○中央監視盤 システム構成、仕様及び外観形状は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　） (4.1.4.2)

○周辺装置 印字装置の方式は図示による。 （図面番号　　　　　　　　　） (4.1.4.3)

集合表示装置は図示による。

○端末装置 種類及び機能は図示による。 （図面番号　　　　　　　　　） (4.1.4.4)

○電気計装用機材

電線管及び付属品等の規格は図示による。 (4.1.5.1)

自
　 

動
　 

制
　 

御
　 

設
　 

備

(3.1.14.1)

(3.2.1.19)

電線及びｹｰﾌﾞﾙの規格､通信信号線の規格及び使用区分､線径及び本数は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　　　）

○小便器用節水装置 ○小便器一体型 ○小便器分離型 (5.1.1.2)

○温水洗浄式便座 加熱方式 (5.1.1.2)

温風乾燥機能

（○貯湯式 ○瞬間式）

（○あり なし）○ 脱臭機能（○あり ○なし）

○大便器ユニット 大便器の種類及び給水装置の組合せ､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様､配管は図示に

よる。 （図面番号　　　　　　　　　） (5.1.1.3)

○小便器ユニット 小便器の種類及び節水装置の組合せ､配管､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様は図示に

よる。 （図面番号　　　　　　　　　）

○洗面器ユニット 洗面器の種類及び給湯管の要否､配管､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○壁掛型汚物流し

ユニット

汚物流しの種類、シャワー付水栓、給湯方式、配管材料は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○浴室ユニット JIS A 5532(浴槽)､プラスチック浴槽ふた､照明の種類､給水･給湯管の要否､管材､壁・床

・天井､付属品の仕様は図示による。 （図面番号　　　　　　　　　）

○複合浴室ユニット JIS A 5532(浴槽)､JIS A 5207(衛生陶器)､照明の種類､給水･給湯管の要否､管材､壁・床
・天井､付属品の仕様は図示による。 （図面番号　　　　　　　　　）

○洗浄弁 操作方式 ○手動式（※レバー式 ○ ）

○電気開閉式 （○センサー式 ○タッチスイッチ式）

○化粧棚 陶器製又は金属製の縁付きとし､大きさは図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○水石鹸入れ ○手洗器一体型 ○手洗器分離型 ○自動供給式 ○

○自動水栓 電源供給方式 （○AC電源式 ○乾電池式 ○発電式）

手動スイッチ （○あり ○なし）

○大便器耐火カバー ※設ける（ピット内は除く） ○設けない

○多目的トイレの 紙巻器、便器洗浄ボタン、呼出ボタンの配置はＪＩＳ Ｓ ００２６による。

器具配置

衛
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○給水方式 ○水道直結方式 ○高置ﾀﾝｸ方式 ○増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ方式（水道用直結加圧形ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ）

○ﾎﾟﾝﾌﾟ直送方式（小型給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ）

○配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。

（１）一般配管

○硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)

(2.2.1.2)

○ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)

○ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）

○水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

○架橋ポリエチレン管

○ポリブデン管

（２）地中配管

○硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(内外面ﾗｲﾆﾝｸﾞ)(SGP-VD,SGP-FVD) （○屋内 ○屋外）

○ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(内外面ﾗｲﾆﾝｸﾞ)(SGP-PD,SGP-FPD) （○屋内 ○屋外）

○水道用硬質塩化ビニル管(HIVP) （○屋内 ○屋外）

○水道配水用ポリエチレン管（※屋外） ○

○ポンプ類 ○揚水用ポンプ (5.1.2.1)(5.1.2.2)

共通ベースの材質､フート弁の呼び径等図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○小型給水ポンプユニット (5.1.2.3)

運転方式､制御方式、24時間強制ﾛｰﾃｰｼｮﾝ機能､ﾌｰﾄ弁の呼び径等図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○深井戸用水中モーターポンプ (5.1.2.5)

揚水管の材質､水中ケーブル及び電極の長さ等図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○加入金等 ※不要 ○要（○本工事 ○別途工事） 名称：

○タンク ○ （※複合板形 ○単板形） (5.1.4.2)

○

FRP製パネルタンク

ステンレス鋼板製パネルタンク

○鋼板製一体形タンク

（外部保温 ○あり ○なし）

タンク本体給水栓用配管接続口 ○設ける ○設けない

給
　
　
　
　
　 

水
　
　
　
　
　 

設
　
　
　
　
　 

備

○排水方式 汚水と雑排水

汚水･雑排水と雨水 屋外 ※分流式

屋内 合流式○分流式

ポンプ排水 ○あり（○ ○

※

○合流式

汚水 雑排水 ○雨水

なし※

○浄化槽二次側）○湧水

○放流先 （１）汚水

（２）雑排水

浄化槽○直放流下水管○

○直放流下水管 ○浄化槽 ○別途桝（　　　　　　　　工事）

排
　
水
　
設
　
備

(5.1.1.3)

(5.1.1.3)

(5.1.1.3)

(5.1.1.4)

(5.1.1.5)

(5.1.1.8)

(5.1.1.10)

(5.1.1.11)

(5.1.1.7)

○配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。 (2.2.1.2)

（１）汚水･雑排水管

○水道用硬質塩化ビニル管(VP)

○建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル(RF-VP)

○水道用硬質塩化ビニル管(VU)

屋内 ○屋外）（○

（※屋外埋設）

屋内 ○屋外）（○

○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA) 屋内 ○屋外）（○

○耐火二層管（国土交通大臣認定品） 屋内 ○屋外）（○
○

（２）通気管

○水道用硬質塩化ビニル管(VP)

○建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP)

○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)

○配管用炭素鋼鋼管(白管)

○耐火二層管（国土交通大臣認定品）

○

（３）流し等の床上露出部分の配管は､硬質塩化ビニル管(VP)でもよい。（保温不要）

○汚水､雑排水､汚物
用水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

汚物用の場合の電動機の極数は図示による。（図面番号　　　　　　　　　） (5.1.2.7)
水中ケーブルの長さは図示による。 （図面番号　　　　　　　　　）

ケーシング、羽根車等の材質、着脱装置等は図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）

○グリース阻集器 ※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(SUS304)板厚３㎜以上 ○強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製(FRP)板厚３㎜以上 (5.1.7.8)

○満水試験継手 ※要（取付箇所は図示による。（図面番号　　　　　　　）） ○不要

○負担金 ※不要 ○要（○本工事 ○別途工事） 名称：

○給湯方式 ○中央式 ○局所式

○配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。 (2.2.1.2)

○銅管（壁又は床埋設をする場合は､保温付被覆銅管を使用してもよい。）

○耐熱性ライニング鋼管(SGP-HVA,SGP-H-FVA,SGP-H-FCA)

○ポリブデン管
○ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　）　

○架橋ポリエチレン管

○ガス湯沸器 ○貯湯式 ○瞬間式 （図面番号　　　　　　　）

○潜熱回収型給湯器 給湯熱効率 （※９０％以上 ○　　　　％以上） （図面番号　　　　　　）

○貯湯式電気温水器 週間タイマーの有無等図示による。 （図面番号　　　　　　）

○ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯器 タンク容量等図示による。 （図面番号　　　　　　）

○ 排気筒を外気に開放する場合の頂部形状は図示による。ガス給湯器用排気筒

（図面番号　　　　　　）

○貯湯タンク 材質､電気防食の方式等図示による。 （図面番号　　　　　　）(5.1.4.3)

(5.1.3.6)

(5.1.3.7)

(5.1.3.8)

(5.1.3.9)

(5.1.3.10)

○消火設備の種類 ○屋内消火栓 ○連結送水管 ○屋外消火栓 ○スプリンクラー ○泡消火

○粉末消火 ○不活性ガス消火 ○連結散水 ○フード等用簡易自動消火

(5.1.5.2)～(5.1.5.10)

○配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。 (2.2.1.2)

（１）一般配管

○配管用炭素鋼鋼管(白管)
○圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370白管) （○Sch40 ○Sch80）

○ステンレス鋼管 （○一般配管用 ○配管用）（継手　　　　　　　）

（２）地中配管

※消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管(SGP-VS) 屋内 ○屋外）（○

○消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管(STPG370VS 白管Sch40) 屋内 ○屋外）（○

○消火ポンプ フート弁の呼び径等図示による。 (5.1.2.8)（図面番号　　　　　　）

○連結送水管 送水口の型式及び放水口の口径、材質は図示による。（図面番号　　　　　　）(5.1.5.3)

○屋外消火栓 (5.1.5.4)

○スプリンクラー 閉鎖型スプリンクラーヘッド (5.1.5.5)（○湿式 ○乾式 ○予作動式）

○泡消火 消火薬剤（※水性膜泡消火薬剤 ○合成界面活性剤泡消火薬剤 (5.1.5.8)

感知用ヘッドの形状は図示による。 （図面番号　　　　　　）

○連結散水 散水ヘッドの形状は図示による。 （図面番号　　　　　　）(5.1.5.10)

屋外消火栓箱 ※鋼板製(1.6㎜以上) ○ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(1.5㎜以上)

消火栓開閉弁の材質 地上式（○鋳鉄製（要部青銅製） ○ステンレス鋳物製）
○
○

組込式（青銅製又はステンレス鋳物製）

○機器の固定 燃焼機器､加熱調理機器､高さが1.0ｍを超える機器及び図示による機器には､床又は壁に
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄで固定できるよう補強及び固定金具を備える。

（図面番号　　　　　　）(5.1.6.1)

○流し 化粧板の有無､流しトラップの材質等図示による。 （図面番号　　　　　　）

○作業台 (調理台､ すのこ､引出し､戸棚等の有無等図示による。 （図面番号　　　　　　）

脇台､盛付台等)

○ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ 甲板の厚さ､材質及びすのこの有無等図示による。 （図面番号　　　　　　）

○電気ﾃｰﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ すのこの有無等図示による。 （図面番号　　　　　　）

○ｶﾞｽ及び電気ﾌﾗｲﾔｰ

・焼物器・煮炊釜

加熱方式は、図示による （図面番号　　　　　　）

(5.1.6.4)

(5.1.6.4)

(5.1.6.5)

(5.1.6.5)

(5.1.6.5)

○

○ガスの種類 ○都市ガス 発熱量　　　　　　　MJ/Ｎｍ3

○液化石油ガス （※５０㎏ ○２０㎏）

ガス事業者名：

○配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。 (6.2.1.1)～(6.3.1.1)
（１）一般配管

※配管用炭素鋼鋼管(白管)

○圧力配管用炭素鋼鋼管

（２）地中配管

屋外）○屋内（○

（○屋内 ○屋外）

配管材料、施工要領は、ガス事業者が定めるものに準じる。

ガス用ポリエチレン管

合成樹脂被覆鋼管

※

○ガス漏れ警報器 別途工事（　　　　　　） ○本工事（外部出力端子 ※なし ○あり） (6.2.1.3)

○防食処置 地中埋設管に電気防食を施す場合は図示による。 （図面番号　　　　　　）(6.2.2.5)

○液化石油ガス用 溶接部の非破壊検査 (6.3.2.2)

鋼管の溶接接合 ※適用しない

○適用する（○放射線透過検査 ○浸透探傷検査又は粉体探傷検査）
抜取率　　　　　　％

○地中埋設管の接合

方法

○ ※

○負担金

ピット内施工方法

ＰＥ管工法 ○ＳＧＭ工法 ○ネジ工法※

合成樹脂被覆鋼管による ○

※

※不要 ○要（○本工事 ○別途工事） 名称：
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旧給食センター解体工事

機械設備工事特記仕様書(2)

2020.12



図面番号

縮尺

NON

検査 設計年月日作図

図面名称

工事名

一 級 建 築 士 事 務 所 吉 本 建 築 設 計 事 務 所

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号

○形式 ※ユニット形 ○現場施工形

○処理種別 ○小規模合併処理 ○合併処理

○汚泥引抜き清掃

消毒

※別途工事 ○本工事

○現場施工形 送風機室

防護さく

（○本工事 ○別途工事 ）

（○本工事 ○別途工事 ）

（○本工事 ○別途工事 ）コンクリート躯体工事（土工事を含む）

換気用送風機 ○遠心送風機 ○軸流及び斜流送風機

○壁掛式有圧換気扇(フード付) ○天井式有圧換気扇

制御盤 ○漏電､過負荷､満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。

消泡装置（○ノズル式 ○消泡剤式）

消毒装置（○固形塩素剤消毒装置 ○次亜塩素酸ソーダ消毒装置 ○ ）

マンホール ※標準図(機材１)によるﾏﾝﾎｰﾙふた(水封式)（錠又は回転ロック付）

管材及び弁類は図示による。
土留め等は図示による。

○ユニット形 基礎等の厚さ等図示による。

（図面番号　　　　　　　　　）
（図面番号　　　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　　　） (8.3.2.1)

○運転操作盤 ○一台の搬器につき一面を設ける ○ (10.2.2.4)

号機選択スイッチ （○設ける ○設けない）

設計用水平震度は､設計用標準水平震度に地域係数を乗じて求める。○耐震措置 (10.2.2.7)

○地域係数（　　　　　）

○撤去工事 （１）引き渡しを要する配管､ダクト等の保温材は分離する。

（２）ダクト及び配管等の支持金物､吊りボルト等は本工事にて撤去する。

（３）撤去後の補修は､原則として現状復旧とする。

○さく井設備工事の

事前調査

○既設井分布調査 ○法的規制調査 (7.1.2.1)

○地表探査 (イ)探査方法は､電気探査の比抵抗法による。

(ロ)測定方式は､直流型方式とする。
(ハ)解析は､標準曲線法によるものとする。

○周辺環境調査（騒音・振動測定）

○井水等配管材料 図面に明記なき配管材料は､下記による。 (2.2.1.2)

○水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

○水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 （○SGP-VA ○SGP-VD）

○ﾌﾗﾝｼﾞ付硬質塩化ビニルライニング鋼管 （○SGP-FVA ○SGP-FVD）

○水配管用亜鉛めっき鋼管

○井水等配管の保温 図面に明記なき保温仕様は､下記による。

○不要 ○要

（保温種別は､標準仕様書第２編表２.３.５の給水管の当該事項による。）

○機器及び配管の

文字書き

屋外の文字書きは､ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄや調合ﾍﾟｲﾝﾄ等耐久性のあるもので記入する。
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(8.1.1.2)～(8.2.2.2)

(2.3.1.5)

撤
去
工
事

機
械
式
駐
車
設
備

・ボイラー（鋼製簡易ボイラー､鋳鉄製ボイラー､鋼製小型ボイラー､鋼製ボイラー）

・温水発生機（真空式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)、無圧式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)）
・冷凍機（チリングユニット(水冷式､空冷式､空気熱源ヒートポンプ)､吸収冷温水機、吸収冷

　温水機ユニット､遠心冷凍機）

・冷却塔（冷却塔）

・空気調和機（ﾕﾆｯﾄ形空気調和機､ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機､

　ｺﾝﾊﾟｸﾄ形空気調和機､ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機）

・空気清浄装置（ｴｱﾌｨﾙﾀｰ(ﾊﾟﾈﾙ形､折込形)､自動巻取形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､電気集塵器）

・全熱交換器（全熱交換器(回転形､静止形)､全熱交換ユニット）

・送風機類（遠心送風機(多翼形送風機)､斜流送風機､軸流送風機､消音ﾎﾞｯｸｽ付送風機）

・ポンプ類（横形遠心ポンプ(小形渦巻､小形多段遠心､両吸込渦巻)､水中モーターポンプ（汚

　水用､雑排水用､汚物用)､立形遠心ポンプ）
・ダクト付属品（吹出口･吹出口､風量ユニット(定風量･変風量)）

・自動制御（自動制御システム）

・衛生器具ユニット（衛生器具ユニット）

・タンク(FRP製パネルタンク､密閉形隔膜式膨張タンク(空調用・給湯用)､ステンレス鋼板製

　パネルタンク(溶接組立形)､ステンレス鋼板製パネルタンク(ボルト組立形)）
・消火装置（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ消火ｼｽﾃﾑ､不活性ｶﾞｽ消火ｼｽﾃﾑ(窒素､IG/55､IG/541)､泡消火ｼｽﾃﾑ

・厨房機器（厨房システム）

・鋳鉄製ふた（マンホールふた､弁桝ふた）

（設備機材）

設備機材等指定表

機  　　　材 製造者名 製造者名 製造者名

Ⅲ．機械設備解体工事仕様

１．共通仕様

２）工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

２．特記仕様

１）項目及び特記事項は､●印のついたものを本工事に適用する｡ただし●印のない場合は※印を適用する｡

１）本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通

　　は、改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

２）特記事項に記載の[ ]内表示番号は、解体共通仕様書の編・章・節・項を示す。また、【　】内表示番号

章 項　目 特　記　事　項

石綿作業主任者○ ※適用する

○ ※適用する

【9.1.2】

【9.1.2】特別管理産業廃棄

物管理責任者

一
般
事
項

○調査 ※調査を行う [5.1.3]

使用状況調査 （製造所名、製造年、型式、種類、数量等）

処分条件調査 （収集運搬業者､処分業者､回収業者､産業廃棄物処理施設等）

調査結果報告書の提出

○微量PCBの測定を行う（対象機器：　　　　　　　　　　　　　）

○特別管理産業廃棄
廃棄物の処分等

○特別管理産業廃棄物 [5.4.1]

種 　　類 処　分　方　法
アスベスト含有建材の除去等による※廃石綿等

○PCBを含む機器類

○PCB含有シーリング

保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）※

保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）

○廃油 ○

※

中間処理施設再生処理　　 ○焼却処分

○廃酸／廃アルカリ ○ ○再生処理

○特殊な建設副産物の回収及び処分 [5.5.1]

種 　　類 処　分　方　法
○フロン

製造業者又は専門業者（回収委託）－　

※登録回収業者（回収委託）－　○破壊

○ハロン ※ ○再利用

再利用○

○保管

○イオン化式感知器 ※製造業者又は販売業者（回収委託）

○ ※製造業者又はガス回収業者（回収委託）

設備設置業者（回収委託）－　

　　　　　　　－　○破壊 ○再資源化  ○再使用

六フッ化硫黄（SF6）

ガス

○ ○回収 ○処分特定化学物質

○特別管理産業廃棄

廃棄物リスト

※別図による。

特 

別 

管 

理 

産 

業 

廃 

棄 

物 

等 

の 

処 

分 

等

工
　
事
　
区
　
分

1

項　目

　仮　　　設

細　　目

２  基　　　礎

３

　　　（軽荷重）屋外機

４

備　考設備
電気 機械

設備建築

 仕上材の

開口補強

（1）外部足場

（2）脚部足場

（3）墨出し、養生、清掃

（4）既存部分の養生

（5）工事用電力、電話、水道引込工事

（6）上記料金

（7）監督員事務所

（8）現場事務所

（9）仮設便所

（10）仮囲い、ゲート

（11）道路清掃

（12）洗車員

（1）屋外基礎

 躯体の

開口補強

（1）貫通孔材

（2）貫通孔材の補強筋

（3）床、壁開口部の箱入れ及び・補強筋

（4）貫通孔、箱入れ穴埋め

（5）上記の墨出し及び集計（梁、床、壁）

（1）天井、軽鉄間仕切りの開口(ボード等の切込み及び補強共)

（2）アウトレッドボックス類

（3）上記の墨出し及び集計

５

６

７

８

 衛生設備
工事関係

 空気調和設備
工事関係

 電気設備

 設備間の取合

工事関係

（1）雨水排水（配管、ます、ふた）

（2）汚水、雑排水（配管、ます、ふた）

（3）敷地内合流（雨水、汚水、雑排水）の場合

（4）下水本管への接続

（5）機械室、ます、ふた

（6）屋外くつ洗い流し

（7）便器、洗面器

（8）洗面カウンター

（9）ステンレスL型手摺

（10）ステンレス手摺(小便器用)

（11）ステンレス跳ね上げ手摺

（12）背もたれ（多目的便所 大便器用）

（13）スタイルボード

（14）オムツ交換ベッド

（15）ダストボックス

（16）ベビーチェアー

（17）黄銅製 フック

（18）化粧鏡（多目的便所共）

（1）外部ガラリ（ダクト接続の場合取付枠共）

（2）内部ガラリ（ドアガラリ）

（3）内部ガラリ（レターンガラリ）

（4）厨房フード（幕板、吊りボルト共）

（5）換気扇用取付枠

（6）ウエザーカバー

（7）防火区画、ダクト貫通部鋼枠

（1）電柱（新設、移設共）

（2）煙感知器連動防火戸のラッチ受座取付用切込補強

（3）煙感知器連動防火戸の磁石式吸着板、電磁式ﾗｯﾁ受座取付

（4）自動ドア電源供給（１次配線）

（5）自動ドア電源供給（２次配線及びｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ）

（6）電動シャッター電源供給（１次配線）

（7）電動シャッター電源供給（２次配線）

（8）ユニット機器等電源供給（１次配線）

（9）ユニット機器等電源供給（２次配線）

（10）パッケージ形空調機電源供給（１次配線）

（1）機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

（2）機器付属の制御盤への電源供給配管配線

（3）自動制御盤と動力制御盤への電源供給及び操作回路
                                     の渡り配管配線

（4）空冷パッケージ及び全熱交換形換気扇と操作スイッチ

　　　　　　　　　　　　　　　 との配管配線及び接地

（6）小便器用節水装置への電源供給配管配線
（7）電極棒及び電極帯

（5）煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

（8）パッケージ形空調機（ルームエアコン等を含む）の

　　　　　　　　　　　　　　   次側配管配線及び接地
９ その他 （1）配管、配線トラフ（ふた、セパレーター共）

（2）点検口（床、天井、壁、補強共）

（3）屋外貯油槽

（4）ガス漏れ警報器（単独）

（5）引き渡しまでの電力・水道料金

記号

○施工調査等 施工調査（アスベスト含有建材の有無）　　　 【9.1.1】

※

目視及び設計図書等による製造年等の確認

○アスベスト含有建材の分析調査

分析方法

○JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による。

※「建材中の石綿含有率の分析方法」（平成18年8月21日基発第0821002号、基安化

発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0206003号）による。

分析結果報告書の提出

【9.1.1】【9.1.4】○ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材

等の除去及び処分

除去工法　

※
一時保管場所（　　　　　　　　　）

除去物及び汚染物等の処理

※密封処理 ○セメント固化

処分 ○埋立処分 ○溶解固化

○ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板 除去工法　

※手ばらし

手ばらし（湿潤化） （　　　　　　　　　　）○

一時保管場所（　　　　　　　　　）

【9.1.1】【9.1.5】

処分 ○埋立処分 ○

○処分場 ※石膏ボード・化粧石膏ボード・エルボ保温材・煙道断熱材は管理型処分場、岩綿吸

音板・硅酸カルシウム板は安定型処分場に廃棄すること

○手続き等 ※所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター（奈良市内においては、

奈良市保健・環境検査課）に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容を周辺住

民の見やすい場所に掲示すること。

○除去後の仕上げ ○仕上げ表による

○ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材ﾘｽﾄ ○

○（　　　　　　　　　　　　　　）

○

○

（　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　）

環 

境 

配 

慮 

改 

修 

工 

事  

　
ア 

ス 

ベ 

ス 

ト 

処 

理

等の除去及び処分 （　　湿潤化　　）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

（適用範囲：　　　　　　　　　　　　　）目視による型番等の確認

●

●

　　仕様書(平成31年版)・同解説(令和２年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。ただし、解体共

　　通仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書
　　（建築工事編）平成31年版」(以下改修標準仕様書」という。)による。

監督員、工事監理者、受注者立会のもと調査を行う。

機械設備工事特記仕様書(3)

旧給食センター解体工事

● （図面番号　　　　　　　　　　　　　）M-07,M-09

○●

● ●

●（　　　　　　　　　　　　　　）蒸気管保温材(図示部分)

2020.12

M-03



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

給排水衛生設備　屋外配置図
M- 04

N

旧給食センター
RC造2階建

延べ床面積　1,264.20㎡

除　却　建　物

除　却　建　物

延べ床面積　83.64㎡
木造平屋建

休憩室
除　却　建　物

延べ床面積　69.43㎡
S・CB造平屋建

車庫

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

7
5

1
5
0

150

150

150

1
5
0

15
0

150

150

15
0

15
0

100

0

2

3

4

5

7810

1

11

1213

14

15

16

18

20 24

25

26

9

GV40A

125 125 150

1
5
0

150

除却建物

延べ床面積　18.00㎡

19

15017

150

21

22

23

MM

6

-
-

-

-

-

-

- -

-
-

-

- -

32

3
2

G
V
4
0
A

5050

5
0

5
0

50 50

5
0

20

25

1
5
0

40

GV32A

G
V
4
0
A

G
V
4
0
A

G
V
4
0
A

G
V
4
0
A

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

50

市水道管 CIPφ200

C
I
P
φ
7
5

150

125

旧給食センター解体工事

1
2
5

12
5

5
0

2
0

1/ 200

Ｓ造平屋建て

 CB造平屋建て
 除却建物

 延べ床面積　19.80㎡

オイルタンク

浄化槽

ボンベ庫

スロープ

キュービクル

物置

物置

物置

物置

ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ撤去(自然換気)

臭突管撤去(GL+3500)

量水器25A(存置)
止水栓、ﾎﾞｯｸｽ共

量水器50A(存置)
伸縮継手、ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾞｯｸｽ共

ﾒｰﾀｰ2次側配管は接続代を残して撤去、ｷｬｯﾌﾟ止
GV25A(VC-P)(存置)
ﾊﾞﾙﾌﾞ以降埋設管全て撤去

汚水最終桝(存置)
φ900-H3000

VU150切断、ｷｬｯﾌﾟ止閉塞
敷地内汚水管全て撤去

設計　令和　２年１２月　　日



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

備　　　　考数量品　　　名 型　式・仕　様

膨張水槽

洗面器

洗面器

手洗器

1

給水栓

給湯栓

給水栓

給水栓

壁掛洗面器

床給水、床排水、立水栓、止水栓

壁掛洗面器、自動水栓、水石鹸入

床給水、床排水、止水栓

自在横水栓　13㎜

横水栓　13㎜

自在横水栓　13㎜

自在横水栓　13㎜

横水栓　13㎜

壁掛洗面器、自動水栓、水石鹸入

床給水、床排水、止水栓

1

1

1

1

3

2

コンテナホール東

L220D

L237D

下処理室南

L30D

揚物焼物調理室

調理室

室　　名

撤去器具リスト（給排水衛生・ガス設備）

備　　　　考数量仕　　　様

撤去器具リスト（空調・換気設備） 機器、器具凡例

記　号 名　　　称 記　号 名　称・仕　様

壁付換気扇
殺菌庫解体は建築工事

制御盤は電気設備工事

T

給湯栓（単水栓）

混合水栓

シャワー水栓

撤去機器・器具表、凡例
M- 05

蒸気トラップ装置　GV15A×2、Yｽﾄ15A、蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ15A

トラップ装置廻りの配管は保温無し

旧給食センター解体工事

ヒーターユニット：3φ200V、5kW×2台、庫内循環用送風ユニット：3φ200V、0.05kW×2台

ＡＣＲ－1 ルームエアコン
電源：1φ100V、冷媒R410A

ＲＤ－1 自然対流型放熱器

ＲＤ－2

ＲＤ－3 自然対流型放熱器

自然対流型放熱器

ＲＤ-4 自然対流型放熱器

ＡＣＦ-2

エアーカーテン

エアーカーテン

標準換気扇

標準換気扇

有圧換気扇

壁掛型、蒸気放熱式　暖房能力：2.84kw

W1340×D130×H450

壁掛型、蒸気放熱式　暖房能力：3.41kw

壁掛型、蒸気放熱式　暖房能力：3.98kw

壁掛型、蒸気放熱式　暖房能力：5.11kw

W1540×D130×H450

W1740×D130×H450

W2240×D130×H450

φ9cm　W800型　電源：1φ100V

シロッコファン　W1200型　電源：1φ100V

羽径φ250　ウェザーカバー共

電源：1φ100V

電源：1φ100V

羽径φ300　ウェザーカバー共

羽径φ300　ウェザーカバー共

電源：1φ200V

ＡＣＦ-１

室内機壁掛型　冷房能力2.2kW
1

1

1

2

5

3

1

6

5

1

2F更衣室

2F事務室・応接室×3

2F会議室・食堂×2

1F下処理室×3

2F休憩室

1F調理室

1F調理室

1F下処理室、1F倉庫

休憩室×3（和室×2、台所×1）

2F試験室

1Fボイラー室

1ＥＨＰ－１ ヒートポンプ式冷却装置
室内機：W1400×D420×H500、室外機：W960×D480×H1200

セパレート型　電源：3φ200V、出力2.2kW、冷媒：R22 OCU-300F　室外機128㎏

1F冷蔵庫

特記無き撤去配管は下記の通りとする。設備配管・保温仕様

設　備

空調

記　　　号

熱源

給水

排水

給湯

S

D

E

ER

S

O

*

-

-

R

ll

l

蒸気管　SGP(黒)

ドレン管　SGP(白)

用途不明　SGP(白)

オイル管　SGP(白)

給水管　HIVP

給水管　SGP(VB)

雑排水管　VU

汚水管　VU

通気管　VU

給湯管(行)　SGP(白)

給湯管(還)　SGP(白)

膨張管(行)　SGP(白)

膨張管(還)　SGP(白)

冷媒用保温付被覆銅管

蒸気管　SGP(黒)

備　　　考

-

RM+ｶﾗｰ鋼板

RM+ｶﾗｰ鋼板

RM+ｶﾗｰ鋼板

RM+ｶﾗｰ鋼板

RM+ｶﾗｰ鋼板

RM+ｶﾗｰ鋼板

RW+亜鉛鋼板

RW+亜鉛鋼板

RW+亜鉛鋼板

RW+亜鉛鋼板

RW+亜鉛鋼板

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-ﾃｰﾌﾟ巻

RW+亜鉛鋼板

-

-

-

-

-

-

-

RW+綿布

-

- - -

GW+綿布

GW+綿布

GW+綿布

GW+綿布

GW+麻布

GW+麻布

GW+麻布

GW+麻布

RW+麻布

RW+綿布

RW+綿布

RW+麻布

RW+麻布

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

天井隠蔽他露出ﾎﾞｲﾗｰ室調理室

ﾎﾞｲﾗｰ室の露出管は　白管

屋外埋設部

保温仕様
管　　種

有圧換気扇
羽径φ250　ウェザーカバー共

電源：1φ200V
1

1Fボイラー室

ＦＥ.-1

ＦＥ-2

ＦＥ-3

ＦＳ-1

ガス G

※設備配管は全て撤去とする。　打込配管は建築躯体と共に解体とし、分別収集とする。

　保温材はすべて分別収集とするが、アスベスト含有部分については、剥離せず、レベル3として取外しの上、適切に処分する。尚、廃棄物はレベル2として処分すること。

※RW：ロックウール、GW：グラスウール

共通

ガス管　SGP(白)

S
50(H)

管サイズに(H)を記載したものは保温されている配管を示す

屋上換気扇
ルーフファン　羽径φ500

電源：3φ200V
ＲＦＥ-1 21

屋根上

ＯＺ－１ オゾン殺菌装置 排気ファン：3φ200V、0.2kW、オゾン発生装置(低温プラズマ発生体)：1φ100V、

運転表示ランプ共

1

7

従業員食堂

準備室

洗面器

自在横水栓×2(給水・給湯)

ステンレス製　W1200×D750×H800

自在横水栓×2(給水・給湯)

ステンレス製　W1200×D900×H800

ステンレス製　W1780×D750×H800

自在横水栓×4(給水・給湯)

ステンレス製　W1500×D900×H800

床給水、床排水、止水栓共

給水栓 横水栓　13㎜

下処理室

洗面器

小便器

和便器

1仕切板

便所

1作業台 ステンレス製　W1750×D900×H800

1

2槽シンク

作業台

1槽シンク

2槽シンク

1槽シンク

洗面器

洗面器

1

1

1

試験室

1

更衣室

1

休憩室

便所

1給水栓

便所

1

1

1給湯栓

1

1

1

屋外便所

ガス給湯器

止水栓

給水栓

止水栓

洗面器

洗面器

シャワー水栓

シャワー水栓

洗面器

小便器

和便器

仕切板

ガス給湯器

洗面器

止水栓

和便器

和便器

手洗器

手洗器

散水栓

散水栓

1

1横水栓　13㎜

1

1
コンテナホール

給水栓

給水栓

混合水栓

散水栓

ホーム水栓　13㎜

シングルレバー式　13㎜

立水栓　13㎜　鋳鉄製ボックス

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450、化粧棚

壁給水、壁排水、立水栓、止水栓

壁掛洗面器、自動水栓、水石鹸入

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450、化粧棚

壁給水、壁排水、立水栓、止水栓

給水栓

5号　壁掛型　元止式

自在横水栓　13㎜

アングル止水栓　13㎜

アングル止水栓　13㎜

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450、化粧棚

壁給水、壁排水、立水栓、止水栓

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450、化粧棚

壁給水、壁排水、立水栓×2、止水栓×2

壁掛小便器、壁排水、壁給水

押し釦式洗浄弁

壁掛小便器、壁排水、壁給水

押し釦式洗浄弁

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450、化粧棚

壁給水、壁排水、立水栓×2、止水栓×2

床給水、レバー式洗浄弁

紙巻器

小便器用　D350×H760

小便器用　D350×H760

5号　壁掛型　元止式

乾電池式、LPG用

5号　壁掛型　元止式

乾電池式、LPG用

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450、化粧棚

壁給水、壁排水、立水栓、止水栓

自在横水栓　13㎜

自在横水栓　13㎜

床給水、レバー式洗浄弁

紙巻器

壁掛手洗器　壁排水、横水栓

紙巻器　止水栓

壁掛手洗器　壁排水、横水栓

1

2

2

1

1

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

1

2

2

2

2

1

1

1

1

L220D

L237D

L220D

C375V

A100

L220D

U23

U23

A100

C375V

L220D

揚物焼物調理室

L81

C137　S670

L81

C137　S670

湯沸室

給湯室

屋外

ガス湯沸器

自在横水栓×4(給水・給湯)

2ハンドル混合水栓、シャワーカラン

2ハンドル混合水栓、シャワーカラン

壁掛洗面器、化粧鏡W300×H450

アングル止水栓　13㎜

立水栓　13㎜　鋳鉄製ボックス

立水栓　13㎜　樹脂製ボックス

RUS-V51RTA

RUS-V51VT

RUS-V51VT

休
憩
室

2F

1F

玄関ホール、屋外階段

ボイラー室

洗浄室

給湯栓

給水栓 横水栓　13㎜

給湯栓

給水栓 横水栓　13㎜

横水栓　13㎜

1

1

1

1

ステンレス製　W1800×D900×H800

乾電池式、LPG用

自在横水栓　13㎜

鋼板性　保温施工　W900×D600×H600

鋼板壁掛架台

隅付ロータンク式　壁給水

紙巻器　止水栓

隅付ロータンク式　壁給水

屋内

休憩室はVP

休憩室はVP

L220D

L220D

壁給水、壁排水、立水栓×1、止水栓×1

給水栓（単水栓）、止水栓

1F準備室、2F更衣室

減圧弁

電磁弁

配管圧力計

ガスメーター

仕切弁、ボール弁

M

M

M

M

GM

量水器

散水栓（ボックス共）

汚水桝、排水桝（コンクリート製）

汚水桝、排水桝（樹脂製）

埋設弁（仕切弁）

ガス栓（１口、２口）

設計　令和　２年１２月　　日

NON



特記事項

１級建築士・登録第78907号　　吉　本　正　治

１級建築士事務所  登録 (奈良) 2017 (ぬ) 392号
奈良県桜井市粟殿１０２９の５

　 吉本ビル(桜井市役所前)

TEL ０７４４－４３－８４５９

吉 本 建 築 設 計 事 務 所一 級 建 築 士 事 務 所
図番

枚／内

工事名称 図名

縮尺
変更 　　　 　　年 　　月 　　日

区間距離

管径

勾配

地盤高

土被り

管底高

記号

9
8
.
5
3

17

9
8
.
5
3

9
8
.
5
3

18 19

150VU 150VU

15.0m 2.9m

▽DL=97.000

35
0×

35
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

No
.1
7　

H=
75
0

No
.1
8　

H=
58
0

No
.1
9　

H=
50
0

9
8
.
3
3

0

9
8
.
4
8

1

9.9m

150VU

9
8
.
4
8

1
.
2
0

1
.
2
2

9
7
.
1
3

9
7
.
1
1

2

7.6m

9
8
.
5
3

3

10‰

4.2m

150VU

▽DL=96.000

S=1/200

S
=
1
/
5
0

76‰

9
8
.
5
3

4 6

9
7
.
3
8

7

9.0m

150VU

8

3.2m

125VU

9

5.3m

125VU

10

150VU

2.5m

9
8
.
5
1

5

150VU150VU

9.4m10.0m

150VU

11.0m

9
8
.
5
2

9
8
.
5
2

9
8
.
5
2

9
8
.
5
2

9
8
.
5
2

区間距離

管径

勾配

地盤高

土被り

管底高

記号

1
.
1
5

1
.
1
3

9
7
.
2
3

9
7
.
2
5

150VU

13‰

1
.
0
2

1
.
0
0

9
7
.
3
6

10‰

9
7
.
4
8

10‰

9
7
.
5
0

0
.
8
8

0
.
8
6

9
7
.
6
0

0
.
7
7

0
.
6
8

11‰

1
.
5
6

1
.
5
1

9
6
.
6
2

9
6
.
6
7

1
.
3
4

1
.
3
2

9
6
.
9
9

9
7
.
0
1

150VU 150VU150VU150VU150VU

14.3m 13.5m 4.4m 4.5m 7.4m

11

9
8
.
4
8

9
8
.
5
3

12 13 14 15 16

9
8
.
5
3

9
8
.
5
3

9
8
.
5
3

9
8
.
5
1

1

9
8
.
4
8

1
.
3
4

9
6
.
9
9

9
7
.
0
6

1
.
2
7

1

9
8
.
4
8

1
.
3
4

9
6
.
9
9

9
7
.
9
8

9
8
.
5
5

9
8
.
5
5

24 25

150VU

3.5m 4.2m 6.2m

100VU

区間距離

管径

勾配

地盤高

土被り

管底高

記号

▽DL=96.500

45
0×

45
0

No
.1
2　

H=
1,
14
0

45
0×

45
0

No
.1
3　

H=
81
0

35
0×

35
0

No
.1
4　

H=
73
0

35
0×

35
0

No
.1
5　

H=
58
0

30
0×

30
0

30
0×

30
0

No
.1
　
H=
1,
49
0

45
0×

45
0

No
.1
　
H=
1,
49
0

45
0×

45
0

No
.2
4　

H=
52
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

φ
75
0

No
.0
　
H=
1,
71
0

No
.2
　
H=
1,
37
0

45
0×

45
0

45
0×

45
0

No
.4
　
H=
1,
17
0

45
0×

45
0

35
0×

35
0

No
.9
　
H=
68
0

No
.1
0　

H=
60
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

No
.3
　
H=
1,
30
0

No
.5
　
H=
1,
03
0

No
.6
　
H=
92
0

No
.7
　
H=
86
0

No
.8
　
H=
74
0

45
0×

45
0

21

150VU

22

5.4m

150VU

6.8m

9
8
.
5
3

No
.2
1　

H=
89
0

35
0×

35
0

φ
15
0

20

9
8
.
5
3

No
.2
0　

H=
95
0

35
0×

35
0

9
8
.
5
3

150VU

3.6m

150VU

6.9m

9
7
.
5
8

0
.
8
0

9
7
.
5
1

0
.
8
7

10‰

ｸﾞ
ﾘｰ
ｽﾄ
ﾗｯ
ﾌﾟ

排水縦断図・桝リスト

旧給食センター解体工事
M- 06

23

9
8
.
5
3

No
.2
3　

H=
73
0

35
0×

35
0

35
0×

35
0

26

9
8
.
4
8

No
.2
6　

H=
65
0

125VU

0
.
3
7

0
.
5
2

9
7
.
8
3

9
7
.
8
5

※浄化槽へ

No
.1
　
H=
1,
49
0

9
7
.
6
2

16‰

0
.
7
1

9
7
.
6
6

0
.
6
9

9
7
.
6
8

11‰ 13‰

0
.
5
9

9
7
.
7
8

9
7
.
8
0

9
7
.
8
6

11‰

9
7
.
9
2

No
.1
1　

H=
1,
27
0

No
.1
6　

H=
50
0

No
.2
5　

H=
43
0

10‰

9
7
.
2
1

9
7
.
2
3

12‰

0
.
9
9

9
7
.
3
9

0
.
9
7

9
7
.
4
1

70‰ 13‰

0
.
6
6

9
7
.
7
2

9
7
.
7
4

0
.
6
4

0
.
5
8

9
7
.
8
0

0
.
5
6

18‰

0
.
4
3

9
7
.
9
5

9
7
.
9
7

0
.
4
1

0
.
3
5

9
8
.
0
1

11‰ 12‰

0
.
3
9

9
8
.
0
3

0
.
4
0

9
8
.
0
5

11‰

0
.
3
3

9
8
.
1
2

No
.2
2　

H=
84
0

0
.
6
0

9
7
.
7
8

9
7
.
8
0

0
.
5
8

10‰ 24‰

0
.
4
3

0
.
4
1

9
7
.
9
5

9
7
.
9
7

0
.
3
5

9
8
.
0
3

11‰ 11‰ 12‰

0
.
7
8

9
7
.
6
0

0
.
7
4

9
7
.
6
4

0
.
7
2

9
7
.
6
6

9
8
.
5
6

0
.
6
9

9
7
.
7
2

9
7
.
7
2

9
7
.
8
0

0
.
5
8

1
.
1
2

1
.
1
0

9
7
.
8
2

0
.
6
9

9
7
.
8
4

0
.
5
0

S
=
1
/
5
0

S=1/200

S=1/200

S
=
1
/
5
0

記　号
深さ

[mm]

2

3

4

1

0 最終桝、タラップ付

サイズ[mm]

φ750

蓋種　　　類 備　　　　考

450×450

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26 コンクリート製インバート桝 350×350鋳鉄蓋　φ350

内副管合流

塩ビ製小口径桝 樹脂製防臭蓋φ150 φ150

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

コンクリート製インバート桝

鋳鉄蓋　φ450

鋳鉄蓋　φ450

鋳鉄製　φ450

鋳鉄蓋　φ450

鋳鉄蓋　φ350

鋳鉄製　φ350

鋳鉄蓋　φ350

鋳鉄蓋　φ350

鋳鉄製　φ350

鋳鉄蓋　φ350

鋳鉄蓋　φ450

鋳鉄製　φ450

鋳鉄蓋　φ350
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350×350
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350×350
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350×350
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鋳鉄蓋　φ350 350×350

1710

1490
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1370
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1140
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500

750
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500

950

890

840
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650

430

520

蓋無し

蓋無し

ＳＴ

※存置桝、埋戻し、舗装済

※存置桝、埋戻し、舗装済

桝リスト

※【No.17】及び【No.20】は埋戻しの上舗装されているが、掘り起こしの上撤去処分のこと。

下処理室より97.85準備室より97.88
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.
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.
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.
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鋳鉄製　φ600

設計　令和　２年１２月　　日
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(
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50(H)
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M- 07

50(H)

32(H)
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2
(
H
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25(H)

旧給食センター解体工事

空調・換気設備　１階平面図
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1
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1
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3
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EHP
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RD
1

RD
3

RD
3

ACF
1
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1
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1
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1

×2

OZ
1

ACF
2
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下処理室暖房配管詳細図
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給
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露出配管(Ａ部)断面図
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特記事項

・配管保温材(準備室)

▲印はアスベスト含有材を示す(みなし)

　※保温材は解体せず、配管と共にレベル３として取外し、レベル２として処分

(天井内)

▲

調理室

UP
屋外階段

UP

DN

揚物焼物調理室

DN

供給物資倉庫 従業員食堂

ボンベ庫

ポーチ

玄関ホール

準備室

便所

冷蔵室 倉庫

下処理場

調味料庫

食品庫

洗浄室

コンテナホール

ボイラー室

ﾋﾟｯﾄへ放流

ﾋﾟｯﾄへ放流

2
0

25

露出配管(GL+100まで)

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄφ100

ﾄﾗｯﾌﾟ弁装置
・GV15A×2、Yｽﾄ15A、ﾄﾗｯﾌﾟ弁15A

蒸気ﾍｯﾀﾞｰ(撤去済)
減圧弁装置
・GV50A×3、Yｽﾄ50A、
　減圧弁50A、圧力計×2

FJ32A(500L)

表示ﾗﾝﾌﾟ

庫内送風ﾌｧﾝ×2

ﾋｰﾀｰﾕﾆｯﾄ×2

排気ﾌｧﾝ

天井換気口(φ150・ﾀﾞｸﾄ接続無し)

Lｱﾝｸﾞﾙ(C形鋼に溶接)

撤去対象配管(本図)

C形鋼(建築図参照)

蒸気立管露出部分
保温材アスベスト含有(みなし)

ｵｿﾞﾝ発生装置
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空調・換気設備　２階平面図

旧給食センター解体工事
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旧給食センター解体撤去工事
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